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発刊 の こ と ば

このたび、新山崎遺跡の発掘調査報告書を発刊いたしました。

新山崎遺跡の発掘調査は、ほ場整備の前に行われた確認調査で、古墳時代

の遺構や遺物が発見されたことを受け、平成8年度から 9年度にかけて実施

しました。

この調査の結果、古墳時代に造られた方形周溝墓群が石巻市内で初めて発

見されましたが、これは、今から 17 0 0年前頃、 日本が一つの国として形

成しつつあった時期に、石巻地方の中央との文化交流を示す貴重なものと考

えております。

詳細な内容については、報告書に記載したとおりでありますが、私たちは

この貴重な文化遺産を守り、学び、そして後世へ伝えて行く務めがあるとと

もに、この成果を活用していく必要があると思います。

最後に、調査に対して御指導をいただいた方々、並びに発掘調査に携わっ

ていただいた方々をはじめ、関係者の皆様に厚くお礼を申し上げ、発刊のこ

とばとさせていただきます。

平成12年3月

石巻市教育委員会教育長

阿部和夫
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例 ロ

1. 本書は、宮城県石巻農林振興事務所による、蛇田地区農業農村整備事業に伴う平成8・9年度新

山崎遺跡発掘調査の成果を収録したものである。

2. 発掘調査成果については、現地説明会資料、石巻市文化財だより第27～29号•平成8年度宮城

県遺跡調査成果発表会発表要旨によって報告されているが、内容は当報告書が優先する。

3. 調査は、石巻市教育委員会が主体となり、石巻市教育委員会社会教育課文化係が実施した。

4. 土層等の色調標記については、『新版標準土色帳』9版（小山・竹原： 1989.5、日本色研株式会

社）を利用した。

5. 本書の第 l図は建設省国土地理院発行1/25,000「石巻」を、第2図については同院発行の

1/50,000の地形図を複製して使用した。

6. 本書の編集および第 1部 I章、 ill"-'N章、第2部～第6部、第8部 ・第9部の執筆については石

巻市教育委員会社会教育課木暮亮が担当し、遺物実測およびトレースは木暮亮、針生久美子

が行った。

7. 第 1部第II章は東北大学理学研究科松本秀明が、第7部第 I章は株式会社古環境研究所早

田勉が、第II章は株式会社古環境研究所が、 III章は株式会社第四紀地質研究所井上巌がそれ

ぞれ分析 ・執筆を行った。

8. 出土した遺物および調査記録類は、石巻市教育委員会で保管している。



調 査 要 項

1. 遺跡 名 新山崎遺跡（しんやまざきいせき）

2. 所在地 石巻市蛇田字三ツロ， 三ツロ南，新山崎

3. 調査期間 （確認調査）平成7年12月4日～平成8年3月14日

（事前調査）平成8年7月8日～平成9年10月31日

4. 調査員 石巻市教育委員会社会教育課 木暮 亮

石巻市文化財保護委員

5. 調査補助員 （発掘調査）

斎藤 初弥 白戸勝雄

斎藤よ し子 太田和嘉子

平塚 潤子 橋本千代子

針生久美子 及 JII 健

石巻市シルバー人材センター

（整理作業）

木村敏郎

白 戸 実

松野志矢子

石 川 弥生

阿部利 美

茂木秀夫 追見清 二

阿部 三郎 小畑 由記子

大場喜代 浄沼みゆき

阿部真由美

小畑由記子 橋本千代子 土井悦子 石 川 弥生 大場喜代

浄沼みゆき 針生久美子

6. 調査指導 宮城県教育庁文化財保護課

7. 調査協力 発掘調査ならびに報告書作成にあたっては，次の機関並びに方々から指導 • 協力をいただいた。

ここに感謝の意を表します。（敬称略 ・順不同）

石野博信（徳島文理大学）

丹羽 茂 （東北歴史博物館）

手塚 均（東北歴史博物館）

岩見 和泰 （宮城県教育庁文化財保護課）

佐藤敏幸（矢本町教育委員会）

高橋義行 （利府町教育委員会）

樫村 友延（財団法人いわき市教育文化事業団）

中山 雅弘（財団法人いわき市教育文化事業団）

鴨志田篤二 （財団法人ひたちなか市文化 ・スポーツ振興公社）

白石 真理 （財団法人ひたちなか市文化 ・スポーツ振興公社）
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小宮俊久 （群馬県新田町教育委員会）

塩野和信（財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団）

青沼 道文 （財団法人千葉市文化財調査協会）

小沢 洋 （財団法人君津郡市文化財セ ンター）

佐藤順一 （千葉市立加曽利貝塚博物館）
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藤沼邦彦 （弘前大学）

辻 秀人 （東北学院大学）

村田 晃一 （宮城県教育庁文化財保護課）

中野裕平 （河南町教育委員会）

吾妻俊典（宮城県多賀城跡調査研究所）

青山 博樹 （財団法人福島県文化センター）

廣岡 敏 （財団法人いわき市教育文化事業団）

今平 利幸 （宇都宮市教育委員会）

田ロ 一郎 （群馬県箕郷町教育委員会）

村田 健二 （財団法人埼予県埋蔵文化財調査事業団）
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鶴間 正昭 （東京都埋蔵文化財センター）

伊丹 徹 （神奈川県立埋蔵文化財センター）

橋本照嵩 （カメラマン）

菅原 祐輔 （宮城県立石巻高等学校）

東北学院大学考古学研究部 東北歴史博物館 財団法人いわき市考古博物館
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神奈川県立埋蔵文化財センター 庄内式土器研究会



第1部はじめに



I . 発掘調査に至る経緯

新山崎遺跡は、須江丘陵南東裾部の低地（水田）に位置しており、石巻市蛇田字三ツロ南および新

山崎に所在する。

現在の旧北上川は、河南町の和淵あたりで江合川と合流し、東西に蛇行しながら石巻湾に注いでい

る。近年では、旧北上川の流路は自然堤防の位置などから、鹿又付近から大きく西に蛇行してから現

在の流路と合流する時期があったことがわかっている。一方、須江丘陵は、南北4.5km、東西1.3km、

標高20,.....,60mの南北に細長い丘陵であり、遺跡はこの旧北上川と須江丘陵に挟まれた細長い沖積平

野の南西縁辺に立地している。石巻平野は旧北上川が運んだ土砂が、海からの波の作用によって形成

された浜堤と呼ばれる陸地が広がっている。この浜堤は、石巻市の海岸と並行して内陸に向かって幾

重にも列状に連なっている。新山崎遺跡はこの浜堤列の最奥部に立地している。

遺跡は、古墳時代前期から中世にかけての遺物が採集された場所として、昭和46年に宮城県遺跡地

図に登録されたが、性格等については明らかになってはいなかった。平成6年 1月に、この地域一帯

において、 宮城県石巻農林振興事務所による大規模なほ場整備の計画が持ち上がり、これを受けた石

巻市教育委員会は、遺跡の内容や範囲を把握するために、平成7年12月から平成8年 1月にかけて確

認調査を実施した。 この確認調査により古墳時代から奈良• 平安時代にかけての遺構や遺物が発見さ

れ、遺跡が南北100m、東西60mの範囲に広がっていることが判明した。そして、この調査を受けて

● 壌

第 1図 新山崎遺跡位置図

2
 



II. 新山崎遺跡周辺の地形変遷と
遺跡立地の地形環境

松本秀明（東北大学理学研究科）

1 . 石巻平野の地形発達史

(1)石巻平野の地形

新山崎遺跡は、北上川および迫川に沿って

広がる石巻平野の臨海部に位置する。石巻平

野は石巻湾から若柳方面へ広がり、東西幅は

10km"-l5km、南北長は約50kmにおよぶ我

が国でも有数の臨海沖積平野である（第2図）。

平野の西縁部の輪郭は複雑に入り組み、海抜

100m"-200mの中新世、鮮新世の堆積岩か

らなる丘陵地によって限られ、平野内部にも

低い丘陵地が島状に分布している。東縁部は

北上山地に連続する三畳紀やジュラ紀などの

古い岩石からなる海抜300m"-500mの山地

によって縁取られる。ほぼ南流する北上川は、

岩手県南部で、狐禅寺や大泉狭窄部を通過し

た後に石巻平野へ流入し、柳津で新 ・旧北上

川に分流する。新北上川は柳津から山地部をほぼ直線状に南流し、飯野川から東に折れ追波湾に注ぐ。

一方の旧北上川は柳津から南西へ流れ、平野のほぼ中央の中津山付近で迫川を、さらに和淵にて江合

川を合流させ、屈曲を繰り返しながら日和山と牧山を分けて石巻湾に注ぐ。平野部における北上川の

平均勾配は0.2/1000と極めて緩やかである。

(2)石巻平野の微地形分布

石巻平野内陸部の中田、佐沼、登米周辺は北上川および迫川の流路や旧河道に沿った自然堤防が特

徴的に発達している（第3図）。とくに中田、佐沼付近には北上川から平野中央部に向かってのびる

数筋の旧河道と自然堤防が顕著に発達しており、地表の状態から北上川の沖積作用の大きさを測り知

ることができる。これらの自然堤防は砂質～砂礫質の堆積物により構成され、後背湿地との比高は1-----

2mと大きい。これに対し石巻平野中央部にあたる米岡、蕪栗沼、中津川および小船越周辺（第3図

および第4図）は、旧北上川に沿う中津川付近をはじめとする長大な自然堤防の形成により、支流の

迫川や小山田川の排水が妨げられ、広大な低湿地帯が広がる。同様に、和淵付近から鹿又にかけての

3
 



河道沿いに発達する顕著な自然堤防は、両岸に広がる低地の排水を困難にし、広い後背湿地を形成し

ている。鹿又付近から蛇田付近には北上川の明瞭な旧河道が認められ、度重なる河道変遷あるいは洪

水の履歴が記録されている。一方、石巻平野臨海部には、海浜の砂堆として形成された浜堤列が顕著

に発達している。浜堤列は連続性や断面形態および浜堤列間にみられる堤問湿地堆積物の層厚から4

列に大別されている（松本、 1984)。

石巻平野は地表の形態から、自然堤防や旧河道が顕著に発達する内陸部、北上川の長大な自然堤防

とこれによって閉塞された広大な低湿地帯が広がる中央部、そして4列の浜堤列が発達する臨海部と

に明瞭に区別される。いずれの場合も、周囲よ り相対的に地盤高が高い自然堤防や浜堤列からなる微

高地は平野の中にあって排水が良好な比較的乾燥した地盤を提供し、後背湿地は排水不良の低湿地帯

となっている。

第3図 石巻平野内陸部の地形 ° 4km ロニコ 1 炉ヽ-3 
凡例 1 : 自然堤防 2 : 後背湿地 3 : 旧河道 （白抜き部分は平野を縁取る山地 ・丘陵）
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第 I浜堤列

第 I'浜堤列

第II浜堤列

第皿浜堤列

0km 1 2 3 
... ,, 

／
く
＼
＿ 三』《

第4図 石巻平野南部の微地形

凡例 1 : 浜堤列 2 : 自然堤防 3 : 後背湿地 4 : 旧河道 （白抜き部分は平野を縁取る山地・丘陵）
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(3)約10,000年前から5,000年前にかけての内湾の時代

約18,000年前とされる最終氷期最寒冷期には凡世界的に海面が100m前後低下していたことが知ら

れている。石巻平野においても、当時の石巻湾側の海岸線は現在の位置より南東方向に約40kmの地

点に位置していたと考えられる。その後は、地球大気の温暖化により海水準は急速に上昇し、これに

伴い海岸線は急激な速さで内陸へ移動し始めた。最終氷期最寒冷期以降の海面上昇については仙台湾

岸に分布する沖積層や海底の堆積物から求められた放射性炭素年代測定結果をもとに、第5図に示さ

れるような海面変動曲線が復元されている。約16,000年前の海面は現在の海水準に対してー95m付

近に位置し、その後の10,000年間で海面は、 ほぼ現在の高度付近に達している。この間の平均海面上

昇速度はlOm/1,000年におよび、海岸線の移動速度は8km/1,000年である。海水準の上昇により、

石巻平野臨海部に最初に海が侵入したのは海水準が一40mに達した約10,000年前である。その後も

海水準の上昇は継続し、海は内湾としてさらに内陸部へ侵入した。約7,500年前の縄文時代前期には

海面が現在よりも未だ10m低い水準にあったにもかかわらず、現在の佐沼付近をさ らに越えて奥深い

内湾の状態となった （第6図ーA)。この状態は県南の阿武隈川沿いの地域においても同様である。

その後も海水準は上昇したが、次第に海面上昇の速度は遅くなり、これによって河川が排出する土砂

による内湾の埋積作用が相対的に優勢にな り、海水準が一5mに達する約6,700年前には当時の河川

の河口付近においては陸域が拡大している（第6図ーB)。このよう にして約5,000年前には、陸域

は現在の第 I浜堤列の位置まで拡大していたと考えられており、また、約5,000年前の海水準は現在

を僅かに上回る十lm前後にあった と考えられている （松本、 1981)。

放射性炭素年代による現在か らの逆算年 （単位：千年）

18 16 14 12 10 8
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4
 

2
 

O゚m  
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-40 

-60 

-80 

-100 

第5図 仙台湾の最終氷期最寒冷期以降の海水準変動 （松本・伊藤，1998によ る）
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A 海水準がー1Omの時期

の内湾の状態

B 海水準が—5m の時期の

内湾の状態

0 10 20 

第6図 仙台湾岸の内湾の形成時期 （松本，1991によ る）

(4)内湾の消滅と浜堤列の形成

約5,000年前頃にかけて内湾の埋積は随所で進み、海岸線は波浪の影響の強い外洋に面した位置ま

で前進し、長大な砂浜海岸が形成される状況へと変化した。海浜砂堆の出現によ り海岸線の背後には

河水の排水が妨げられ、潟湖や干潟が広がるとともにそれらを取り囲んで低湿地帯が広がった。河口

を海浜砂堆によって封じられた河川は、低湿地帯上で流路を移動させながら氾濫し、河道沿いには自

然堤防を形成し、その両岸一帯には後背湿地を形成したと考えられる。このよ うに、海浜砂堆として

の浜堤列が形成されることにより、海岸線の背後では洪水が頻発したと考えられる。

石巻平野臨海部には、約5,000年前以降について確認されている海水準の微変動に伴い、 4列の浜

堤列が形成されている （第4図参照）。最も内陸側の第 I浜堤列は蛇田付近から西方の塩入方向へ連

続し、定川が横切る位置付近から細列に分岐している。第 I, 浜堤列は中坪付近で第 I浜堤列から分

岐し、不連続ながら西南西に延びて小松付近へ至る。第II浜堤列は日和山西麓から西方に発達し、矢

本を通過したのち細列に分岐し、徐々に地表面下に没している。第m浜堤列は現在の海岸線を構成し、

渡波から平野西端の小野にかけて発達しており、この浜堤列の頂部は4列の中で最も海抜高度が高い。

松本 (1984)は、東北地方において浜堤列が顕著に発達する 4つの平野において、その形成年代を

求めたが、それを石巻平野臨海部に適用すると第 I浜堤列は約5,000-----4,500年前、 第II浜堤列は

1, 700-----2,000年前、そして第rn浜堤列は約700年前以降であり、それぞれ海水準微変動における高

海水準期に形成されたと考えられる。
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2 . 新山崎遺跡周辺の地形

(1)遺跡周辺の地形分類

2万分の 1および4万分の 1空中写真判読および地形図に基づいて遺跡周辺の地形分類を行い第7

図に示した。分類した地形単位は丘陵地、浜堤列、自然堤防、後背湿地 l、後背湿地2および旧河道

である。浜堤列は、海岸線方向にほぼ平行に延びる砂質の微高地であり、第I浜堤列中央部付近での

海抜は3m前後である。自然堤防は、旧流路に沿って断片的に認められ、水田地帯の中にあっても畑

地や集落が点在している。浜堤列や自然堤防を除く部分には後背湿地が広がり、なかでも後背湿地 l

は低湿な部分である。後背湿地 lに含まれる部分には、古い時代に形成された旧河道が不明瞭ながら

認められる。後背湿地2は自然堤防、浜堤列に隣接した部分に位置し、後背湿地 lと比較すると地盤

高が僅かに高い。旧河道は北上川の氾濫の跡が明瞭に追跡される連続した凹地である。

新山崎遺跡は、須江丘陵東側の基部の沖積低地上に位置しており、第 I浜堤列の内陸約 1km地点

にあたる。須江丘陵は頂部の海抜高度は約60mであり、丘陵から沖積低地に至る斜面は30度を超え

る急斜面をなし、低地との境界は明瞭である。遺跡の南に位置する第I浜堤列の内陸側には丘陵基部

から東へ延びる 2"'3筋の浜堤地形が確認される。三ツロ南地域にも丘陵基部から東北東方向に約

200m突き出した浜堤状の微高地が存在し、 さらに東北東方向に後背湿地2としての比較的地盤高の

高い後背湿地が連続している。遺跡の東側を北西から南東に連続する後背湿地 lは、浜堤列や後背湿

地2を一部侵食しており、古い時代の河川流路跡を含むと考えられる。新山崎遺跡は浜堤状の地形お

よびその周辺に隣接する後背湿地2に含まれる地形上に展開している。

(2)砂質堆積物の粒度分析と地形環境

調査地域の中で 1地点とH地点において、遺跡の甚盤を構成する砂質堆積物を採取し、堆積時の地

形環境を推定するために粒度分析を行った。沖積低地に堆積する砂質堆積物は河川起源のものと海浜

起源のものとに分けられる。河川起源の堆積物は相対的に淘汰が悪い（粒径が不揃い） のに対し、海

浜起源の堆積物は淘汰が良い（粒径が均一）傾向が認められる。このような粒度の特徴をもとに、砂

゜｀ 旧河道

□ 後背湿地 1
区 後背湿地 2

二自然堤防

二 浜堤列

叫 丘陵地

新山崎遺跡

0 0.5km ..____. 

第7区］ 新山崎遺跡周辺の微地形
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質堆積物の堆積時の地形環境を判別することが可能である。

第8図に示した PIT-A、B、C、DおよびEにおいて地表から 2m前後までの深度において土層断

面を観察し、 17点の砂質試料を採取した（第9図）。地表部付近は40cm"-'80cmの腐植混り粘土が堆

積し同層中には数cmの層厚で灰白色火山灰の堆積が認められる。その下位には一部に腐植の薄層を

挟み込んだ細粒砂層と腐植の混入がみられない細粒砂層が堆積している。また、 PIT-Aの砂質試料

Al-1、Al-2、および A2-l、A2-2、そして PIT-Dの Dl-1、Dl-2には微小なウンモ片の混

入が確認された。現在の旧北上川の洪水堆積物中にも微小なウンモ片が確認されている。採取した砂

質試料は、標準飾いを0.25<b間隔に揃え、師振盪機による粒度分析を行い、積率法により平均粒径

(mean diameter)および淘汰度 (standarddeviation)を求めた。平均粒径は試料の粒径の平均値

を示し、淘汰度は粒径のばらつきを示す。

第10図は、採取した試料の分析に先立ち、河川起源の堆積物として旧北上川の河床や河岸にて採取

した砂質試料、海浜起源の堆積物として矢本町の海浜にて採取した砂質試料の粒度の特徴を示したも

のである。平均粒径、淘汰度ともに¢尺度にて表現してある。河川起源の堆積物と海浜起源の堆積物

は、淘汰度の値の違いにより明瞭に区分されている。すなわち、海浜起源の堆積物は淘汰度の値が小

さく （粒径がよく揃っている）、河川起源の堆積物は淘汰度の値が大きい（粒径が不揃いである）。第

10図ーBは、 今回採取した試料の分析結果である。A2-lおよび A2-2の試料は、第10図ーAを参

照すると海浜起源の試料の分布域を逸脱しているが、それら以外の試料は海浜堆積物の粒度組成とほ

第8図砂質試料採取地点

(PIT-A-PIT-E) 

PIT-E PIT-0 PIT-C PIT-B PIT-A 

1 Om_  

冒 り粘土
灰褐色細砂

ITT灰褐色細砂ド王丑昆
青灰色細砂 -1.2 青灰色細砂 入

-1 0 』 I • 一二．．青灰色細砂
第9図 砂質試料採取土層断面 (A1-1 - E1-2: 試料番号）
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ぼ一致している。さらに平均粒径が小さい （指標値としては大きな値で表現される）こ とから、海浜

において比較的粒径の小さな風成堆積物としての粒度の特徴を示していると判断される。これらのこ

とから、新山崎遺跡の基盤をなす砂質堆積物の起源は海浜の風成堆積物と判断するのが妥当と考える。

しかしながら、一部に河川起源の堆積物としての淘汰度において大きな値を示す堆積物 (A2-lおよ

びA2-2)が存在すること、同時に微小なウンモ片を伴っていること、堆積の間隙を示す腐植の薄層

が挟在していることなどから、一部は堆積後に河流などにより侵食 ・堆積を受けたいわゆる二次堆積

物であると判断される。したがって、当地域の砂質堆積物は、浜堤列背後の風成堆積物として一旦堆積

した後に、表層の一部が洪水時等に河川により侵食を受けて移動し、それが再堆積したものと考えら

れる。砂質堆積物堆積後には、腐植混じり粘土層が堆積しており、後背湿地としての湿地性堆積物の

堆積環境下にあったと考えられる。

(3)新山崎遺跡周辺の地形変化

前項の堆積物の分析結果および周辺の地形環境をもとに、遺跡周辺を含む石巻平野臨海部の地形変

化を模式的に示したのが第11図である。なお、各時期における北上川の河道の位置や詳細な海浜砂堆

の位置等については未確認であり、今後さらに調査が必要である。

¢I A 
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第10図 標準試料粒度分析結果 (A)お よび採取試料粒度分析結果 (8)
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立した遺跡である可能性が高い。

その後，約5,000年前にかけて海水

準が僅かに上昇し，このときの海浜

砂堆が，現在の第 I浜堤列に相当す

ると考えられる 。浜堤列背後は，河

川の度重なる 河道変遷により，それ

以前に形成された浜堤列 （海浜砂堆）

は，部分的に破壊され，現在の地表

では確認できない状態へと変化した

と考えられる 。

j
 

c
 

海(
3
 

，在', 
, -, -現

その後，第 I万兵堤万lj'そして 1,700 

年前から 2,000年前にかけて第 II

浜堤列が形成され，海岸線は次第

に海側へ前進し，約700年前頃に

は現在の海岸線付近に第 11I浜堤列

が形成された。同時に遺跡周辺は＂

後背湿地性の腐植混 じり粘土層が

堆積した。

第11図 新山崎遺跡周辺の地形発達概念図
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Ill. 遺跡周辺の歴史的環境
石巻市内およびその周辺地域における旧石器時代の遺跡については、近年までその存在があまり知

られていなかった。しかし平成8年に東北歴史資料館を中心として、牡鹿半島から須江丘陵にかけて

の踏査が実施され、須江丘陵南端において、加工痕の認められる石器を発見するに至った。（阿部 ・

須田： 1997) この発見によって、当地域においても、旧石器時代から人類の活動があったことが明

確となった。

貝塚をはじめ とする縄文時代の遺跡は、沼津貝塚や梨木畑貝塚、南境貝塚に代表されるように、万

石浦の周辺や、旧北上川東岸のいわゆる古稲井湾と呼ばれる地域に存在している。万石浦の沿岸部を

除いたこれらの縄文遺跡は、現在の海岸線より 2"'3km程度の奥部に位置づけられる。このような

貝塚の分布は、縄文前期中頃からはじまった縄文海進（約7500年前）の影響を如実にあらわすもの

であり、かつての石巻地域が、内陸部に深く入り込んだ、広大な入江を有していたことを想定させる。

縄文海進によって上昇した海面は、その後下降をはじめ、縄文後期から晩期（約2500"-'3000年前）

には現在よりやや低くなり、弥生時代のはじまり頃には現在の高さに戻ったと言われている。新山崎

遺跡が立地する浜堤は縄文時代に形成されたものであり、広大な石巻平野を形成する沖積平野の発達

はこの時期から開始されたと見るべきであろう。

弥生時代の遺跡は、海浜部の貝塚を中心とした遺跡と、平野部の遺跡に大別することができる。海

浜部の遺跡で弥生時代のものとしては、万石浦沿岸の浜堤上に立地する垂水囲貝塚がある。また、南

岸に位囮する一本杉遺跡からは崎山囲式が出土している。さらに、女川町の遺跡として黒島貝塚があ

り、崎山囲式土器と天王山式土器が出土している。また、旧北上川東岸に位置する伊原津洞窟からは、

弥生中期の枡形囲式が出土している。また近隣に位置する五松山洞窟からは、天王山式期を中心とす

る土器が発見されており、海浜部における弥生時代の遺跡は、中期から後期のものと考えられる。沼

津貝塚からは、弥生時代の土器や磨製石包丁が出土していると言われており、水稲耕作の可能性を示

唆できる（三宅 ・藤沼 • 茂木： 1995)。一方、石巻平野に立地する弥生時代の遺跡はそれほど多くな

いが、 矢本町の小松遺跡と赤井遺跡があげられる。これらは、 浜堤上に位置する弥生後期の遺跡であ

り、小松遺跡では崎山囲式が、赤井遺跡では天王山式土器と蛤刃磨製石斧が出土している（古川 ：

1991、三宅 ・進藤・ 茂木： 1987)。

古墳時代に入ると、遺跡分布の主体は平野部に移る。特に近年、市内では古墳時代前期の塩釜式土

器をまとまって出土する遺跡の調査例が急激に増加する傾向にある。新山崎遺跡もその中の一つであ

る。旧北上川左岸に立地する田道町遺跡では、昭和45年に小型壺が発見されたのを端緒として、平成

3年からの一連の発掘調査において、当該期の竪穴住居跡6軒と土坑、井戸跡等が検出され、塩釜式

土器がまとまって出土している他、アメリカ式石鏃が出土しており、弥生時代との関連性も示唆でき

る（庄司 ・ 芳賀 • 岡 ：1995)。新金沼遺跡は、石巻平野第 I浜堤上に位置しており（松本： 2000)、

新山崎遺跡が位慨する浜堤よりも一つ海岸寄りに立地し、 その間の距離は約 1km程である。この遺
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跡からは、塩釜式期の竪穴住居跡が焼失家屋も含めて40軒近く検出されており、 大量の古墳時代前期

の土器が出土し、在地の物とは考えにくい土器が多数含まれていた他、弥生時代終末期のものと考え

られる遺物も発見されている（芳賀： 1996、1997、1998)。この士器は、弥生時代の天王山式期の

可能性があり、当域における弥生時代から古墳時代前期の様相を知る手がかりとして今後注目される

ところである。また、続縄文土器が出土しており、北方との交流の一端をうかがわせるものである。

続縄文土器は、高木地区の小沢貝塚周辺からも出土している。さらに、旧北上川東岸には、渡波地域

の沖積平野を形成する浜堤帯に立地する鹿松貝塚があり、平成10年度の調査において、塩釜式期の竪

穴住居をはじめ、古墳時代前期の土器がまとまって出土している。また、平成8年度と10年度の発掘

調査において焼失家屋等の竪穴住居跡が2軒検出されており、高坪、甕、有孔鉢、粗製器台などが出

土した。特に高坪には形態的に古い様相が認められる。この遺跡の調査によって、北上川東岸の内陸

部にも古墳時代前期の生活の場が実在していたことが明らかとなった（石巻市教育委員会 ：1997、

1998)。河南町須江糠塚遺跡をはじめとする須江丘陵一帯にかけては、当該期の土器が竪穴住居に伴

って発見されている。また、矢本町の赤井遺跡や小松遺跡などからは、塩釜式をはじめとする古墳時

代の上器が、紡錘車や土錘と共に出土している。平成4年度に調査が実施された迫町の佐沼城跡から

は、溝跡の中から多量の塩釜式土器が一括して出土している（佐久間・小村田： 1995)。当遺跡は、

北上川支流の迫JI[0)自然堤防上に立地している。

古墳時代中期から後期にかけての遺跡については発見例は少ない。万石浦北岸に位置する垂水囲貝

塚からは、南小泉式や栗囲式の土器片が散発的に採集されている他、黒島貝塚、沼津貝塚の近隣に位

置する越田台遺跡（栗囲式）（木村 ：1983)や、五松山洞窟（須恵器）（三宅： 1988)などからも該

期の土器が発見されている。これらを見ても、塩釜式期に関連するまとまった遺構・遺物の発見数は

際立っており、当域に早い時期から古墳文化が流入し、しかも広い地域にわたって生活が営まれてい

たことは明確であると言える。

方形周溝墓については、市内および周辺地域においては、今のところ新山崎遺跡以外には見いだす

ことができない。しかし、北上川と接する迫川流域の東館（加藤 ：1980)、宇南（遊佐 ：1980)、鶴

ノ丸（手塚： 1980) といった遺跡から、方形周溝墓の検出とともに塩釜式土器の出土例があり、佐

沼城跡における塩釜式期の遺構 ・遺物の検出などとも合わせて考えた場合、石巻地域から県北部にか

けての古墳文化の波及は、河川によるものが大きな要因の一つとして考えられる。

墳墓としては、矢本町に五十鈴神社古墳があり、埴輪を伴う本格的な古墳であると考えられている。

しかし、 石巻地域には概して高塚の墳墓が少ない。これとは対象的に、洞窟を利用したものや、横穴

墓が見られる。市内の五松山洞窟遺跡や矢本町鹿妻横穴墓群などは、その好例であろう。五松山洞窟

では、須恵器、鉄刀、金環、鉄鏃などの他、弓づかをはじめとする多種の骨角製品が出土したほか、

アイヌ的形質の人骨と東国的人骨が混在した状態で埋葬されており、南北交流の接点的な様相を呈す

る（三宅 ：1988)。また、鹿妻横穴墓群では、多数の埋葬人骨に伴って、金銅製耳環、直刀、刀子、

鉄鏃、水晶製切子玉等の副葬品が出土した他、栗囲式や国分寺下層式の土師器の出土はもとより、関
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東系の土師器も出土していることから、当地域への活発な交流があったことをうかがわせるものであ

る（石巻古代文化研究会： 1968、1969、小井川： 1992)。

奈良時代から平安時代には牡鹿柵が置かれ（奈良時代初頭）、その所在地として矢本町にある赤井

遺跡が有力視されている。赤井遺跡は浜堤上に位置し、当時、東北地方の有力豪族であった道嶋氏と

の関連が注目される遺跡であり、昭和60年代からの調査によって官術遺跡としてのさまざまな性格が

徐々に明らかにされつつある。特に近年の発掘調査では、運河遺構や、土倉、門跡の検出とともに、

在地はもとより、関東系や会津地方で生産された多数の土器などが出土している（佐藤： 1993、

1996、1997、1998、1999)。また、田道町遺跡からは、奈良時代の大型竪穴住居跡から、古代の役

人が身に付ける鈴帯金具（巡方）が出土し、掘立柱建物跡からは、当時の出挙に基づいた「真野公」

記載の木簡が出土している（庄司 ・ 芳賀 • 岡： 1995)。このように、石巻地域は、 奈良時代初頭から

本格的な国家体制に組み込まれて行ったと考えられ、後半には、河北町に桃生城が築かれた。市内の

奈良時代から平安時代の遺跡は十数力所あり、ほぼ全域に見られるが、特に北上川河口西岸に多く、

遺跡の規模も大きい。一方、稲井地域（古稲井湾沿岸）や万石浦沿岸にも小規模ながら遺跡が点在し、

貝層を伴っているものも少なくない。いわゆる古稲井湾沿岸地域に位置する箕輪山貝塚からは「生万」

の墨書を持つ須恵器が鍛冶工房と考えられる竪穴住居跡から出土している（木暮： 1995)。新山崎遺

跡の西方には、須江丘陵が広がり、多数の遺跡が存在している。このうち、発掘調査が実施されてい

るのは 5ケ所である。須江関ノ入遺跡からは、奈良 ・平安時代の竪穴住居をはじめとして窯跡や粘土

採掘坑などが検出され、多数の土師器や須恵器が出土した（佐藤 ：1993)。新山崎遺跡が立地する沖

積地上の畑からも当該期の土師器 ・須恵器を発見しており、密接な関係が想定される。

中世に入ると、石巻地域では葛西氏が勢力を延ばし、主に北上川流域の登米郡等に勢力を拡大した

と言われている。石巻城跡は北上川河口の丘陵上（日和山）に位置し、昭和58年と平成10年から11年

にかけて部分的に発掘調査が実施され、掘立柱建物跡群や土塁、空掘跡などが検出されている（中

村： 1985、石巻市教育委員会： 1998)。この地が本来の葛西氏の居城であったかどうかは未だ明らか

となっていないが、石巻地域に多数存在する中世館跡の中で、発掘調査によってその構造が実際に明

らかになったものとして注目される。また、葛西氏がこの地域を支配したのは、河川による物資の移

送と海上交通に利点を見出したからだとも言われる。

以上のように、石巻地域の歴史は、海浜部における採集活動から平野部への生産活動への移行とと

もに、北上川および海からの物質的 ・文化的交流に深くかかわっていると考えられる。

この後、石巻地域は、近世の伊達家支配と北上川を利用した水運、および江戸への廻米によって発

展を遂げ、 明治以降へと引き継がれて行くのである。
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No. 追跡名 立 地 種別 時 代 No. 追跡名 立 地 種別 時 代

］ 新山崎追跡 浜堤 水田 古墳 • 奈良 • 平安 • 中世 8 垂水囲貝塚 微高地 宅地 縄文• 弥生 ・ 古墳 • 中世

2 清水尻追跡 浜堤 宅地 古墳 • 奈良 • 平安 ， 一本杉貝塚 海浜 宅地 弥生 • 奈良 • 平安

3 
五松山洞窟迫 丘陵斜面 山 林 弥生 ・古墳 （後）

跡

10 田道町逍跡 浜堤 宅地 古墳 • 奈良 • 平安

II 伊原津洞窟迫 丘陵斜面 宅地 弥生
4 西三軒屋追跡 浜堤 宅地 古墳 ・近世 跡

5 小沢貝塚 丘陵斜面 水田 縄文 ・古墳 （続縄文） 12 新金沼追跡 浜堤 水 田 古墳

6 沼津貝塚 丘陵鞍部 水田 縄文 • 弥生 ・ 古墳 • 奈良 • 平 13 鹿松貝塚 浜堤 水 田 古墳 ・近世

安
14 沼向追跡 自然堤防 水田 古墳 • 奈良 • 平安

7 越田台逍跡 丘陵鞍部 水田 縄文 • 弥生 ・古墳（後） ・奈
良 • 平安 ▲……弥生時代関連遺跡 ●……古憤時代関連逍跡

第12図 市内の弥生・古墳時代関連遺跡
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IV. 確認調査ならびに事前調査の経過

1 . 確認調査の経過と結果

確認調査は、平成7年12月から平成8年 1月にかけて実施し、ほ場整備に伴う水路の工事部分に、

3mX3mの試掘トレンチを42ケ所設定し、重機による掘削の後、遺構 ・遺物の有無を確認した。な

お、遺物については、地点一括として取り上げ、遺構については、調査後の石巻農林振興事務所との

遺跡保存協議に向けて一部分を検出・掘削した後、埋め戻した。

この結果、 11ケ所のトレンチから遺構や遺物が発見され、宮城県に登録されている遺跡包蔵地範囲

内およびその周辺地域における新山崎遺跡の実際の広がりが、おおよそ明らかになった。

遺構や遺物は、蛇田字三ツロ南に所在する標高l.Om,.._,2.0mの微高地上に集中して発見された。調

査区は、確認調査の後の保存協議によって、ほ場整備に伴い新設される水路部分に限定されたが、恐

らく、この微高地全体が遺跡であると考えて差し支えないと思われる。また、このエリアから北、東、

南側にかけては、地形の傾斜が見られ、標高はl.Om以下となり、湧水が認められた り、ほとんどのト

レンチからグライ化した土壌が検出されるなど、低湿地であることが明確となった。

この三ツロ南を中心とした地域は、宮城県地震地盤図等によって、従来から北上川の旧河道の西岸

トレンチ 遺構確認面の 遺構の 遺物の 湧水の 備 考 トレンチ 遺構確認面の 遺構の 遺物の 涌水の 備 考
ナ9バー 深さ (cm) 有 無 有無 有無 ナ9バー 深さ (cm) 有 無 有無 有無

I 60 X X 

゜
26 60 X X X 

2 60 X X X 27 60 X X X 

3 60 X X X 木片出土 28 50 

゜゚
X 古坑時代の土器が出土

4 50 X X X 29 80 X X 

゜5 50 

゜゚
X 古項時代の土器が出土 30 60 X X X 

6 50 

゜゚
X 古坦時代の土器が出土 31 80 X X X 

7 50 

゜゚
X 古項時代の土器が出士 32 60 X X X 

8 50 

゜゚
X 古墳時代の土器が出士 33 180 X X X 

， 60 
゜゚

X 古IJ'l時代の土器が出士 34 180 X X 

゜JO 50 

゜゚
X 古Jt1時代の土器が出土 35 160 X X 

゜II 80 X X X 36 100 X X 

゜12 60 X X X 37 70 X X 

゜13 60 X X X 38 IO X X 

゜[4 200 X X 

゜
39 180 X X 

゜15 80 X X X 40 120 X X 

゜16 50 

゜゚
X 古JJ'f時代の土器が出土 41 70 X X 

゜17 50 

゜゚
X 古坑時代の土器が出土 42 250 X X 

゜18 50 

゜゚
X 古坑時代の土器が出土

19 50 

゜゚
X 古墳時代の土器が出土 第 1表確認調査の結果

20 80 X X X 

21 80 X X X 

22 60 X X X 

23 50 X X X 

24 80 X X 

゜25 50 X X X 
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第13図 新山崎遺跡範囲確認調査トレンチ設定図
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⑤地点 ⑨地点

⑯地点

⑲地点 ⑳地点

に形成された自然堤防であると考えられてきた場所であり、現在は一帯が水田となっている。地山は

黄褐色の砂質シル トで形成されており、河川堆積物であると考えられてきた。しかし、今回の発掘調

査で、この地域が浜堤であり、地山の砂は海性の堆積物であることが判明したことは、第II章で東北

大学の松本秀明氏が述べたとおりである。
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2 . 確認調査で発見された遺物

確認調査の際に発見された遺物のうち、部分的にでも復元できたものについて、以下に図示した。

lは複合口縁の壺であり、外面および内面の口縁部に丁寧な ミガキが施される。2、3は甕の口縁部

であり、ともにナデによって調整されている。2の口縁部にはハケメの痕跡が見られる。3より 2の

方の口縁部が若干開く 。4は外面にハケメが施された甕であり、底部を欠損する。胴部は球形で、 最

大径がやや上方にある。内面は口縁部はハケメ、頸部以下がヘラナデで調整されている。 1 ""4は全

て古墳時代前期塩釜式土器である と考えられる。

以上の土器は、確認調査で出土した遺物のうちの一部である。遺構 ・遺物は三ツロ南周辺と、遺跡

北側の河南町と接する部分に集中して発見されている。

0 5 10cm 
I I I I I I I I I I I 

調 整 等 の 特 徴 法 鼠 (cm) 
NO 器種 器形 出土場所 残存 写真図版

外 面 内 面 器麻 口径 底径

I 土師器
複合口 第6トレ

［口］ミガキ［頸］ ミガキ ［体］ミガキ ［口］ミガキ［頸］ミガキ ［体］ヘラナデ (11.6) 16.2 1/5 26 
緑壺 ンチ

2 土師器 甕
第6トレ

［口］ハケメ→ヨコナデ ［口］ヨコナデ [Jjl]ナデ (4 9) 20 I 1/5 26 
ンチ

3 土師器 甕
第6トレ

［口］ヨコナデ［胴］ナデ ［口］ヨコナデ 00]ヘラナデ 40 151 1/5 26 
ンチ

4 土師器 斐
第28トレ

［口］ヘラナデ［胴］ハケメ ［口］ハケメ［胴］ヘラナデ (23.3) 19 I 1/3 26 
ンチ

第13図 確認調査で出土した遺物
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3 . 発掘 （事前）調査の経過

確認調査の結果を受けて、石巻市教育委員会では、宮城県教育庁文化財保護課、 宮城県石巻農林振

興事務所を交えて 3者で遺跡の保存協議を実施した。

この結果、ほ場整備の大部分の面工事の部分においては、掘削工事による掘削深度を浅くするなど

の工事の変更を実施することとなった。しかし、 地盤が低い一部の地域と、新設する水路部分につい

ては、遺跡が破壊されてしまう可能性が強いため、発掘調査による記録保存の措置を取ることとなっ

た。

以上の保存協議と、確認調査の結果を踏まえ、平成8年度と 9年度の2ケ年にわた り、ほ場整備に

伴う新山崎遺跡の発掘（事前）調査を実施した。

調査区は、大部分が水路の掘削に伴う、幅5mのトレンチであったが、調査対象区域が南北450m、

東西450mの広い範囲に及んでおり、年度を越えての調査になることが予想されたため、 A""'Iまで

の地点を任意に設定し、地点順に調査を進めて行った。なお、各地点それぞれの調査経過については、

各地点の記述（第2部～第6部）の中で説明することとし、ここでは、全体の調査経過の概要につい

て説明することとしたい。

調査対象地域全域には、国土軸に準拠する形で、 3mx3mのグリ ッドを設定した。グリッドナン

バーは、各地点ごと、もしくは複数地点まとめて、統一したナンバーを設定した。

トレンチの位置や検出した遺構、遺物については、遣り方測量によって、 1/10ないし、 1 /20 

の平面図、断面図を作成し、写真撮影等による記録にとどめた。

(1)平成 8年度の調査の概要

平成8年度は、 A-1地点""'F地点までの調査区を対象として平成8年7月8日から調査を実施し

þÿ0_0�~ o 

特筆すべき成果としては、 A-1地点から方形周溝墓が3基検出された他、B地点から曲物を幾段

にも積み重ねた井戸枠が出土した。D地点からは、東北地方でもわずかしか発見されていない古墳時

代前期の井戸枠が発見された他、木製品も出土している。

E地点は、 三ツロ南地区を南北に縦断している地点であり、新山崎遺跡の中でも最も遺構 ・遺物が

集中していることが予想されたが、地点の大半が後世の耕作等により 削平されており、目立った遺構

は検出されなかった。

平成8年度における調査区域から出土した土器は、古墳時代前期の塩釜式が大半を占めている。F

地点においては、この土器群が大量に廃棄された と考えられる土坑群が複数にわたって検出された。

また、このような塩釜式士器の出土に混じって、奈良 ・平安時代のものと考えられる須恵器の出土も

あり、遺跡の西側の須江丘陵上に位置する、須江窯跡群（関ノ入遺跡）との関連性が示唆できる。

当年度の調査は、このような一連の調査の他に、ラジコンヘリコ プターによる空中写真撮影を 2回

にわたって実施するなどし、 最終的には、平成9年3月28日で調査を終了した。
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(2)平成9年度の調査の概要

平成9年度は、 G地点,..__,I地点までの調査区を対象として平成9年4月21日から調査を実施した。

平成9年度の調査地点では、建物跡の一部と考えられるピットや溝跡が検出された他、 G地点では、

F地点と同じく、土器を一括して廃棄したと考えられる土坑が検出された。また、 1地点からは、縄

文晩期と考えられる土坑と土器片が発見された。 1地点は、 石巻市と河南町が接する地点であり、 多

量の湧水を伴った低湿地であったが、縄文時代の遺構・ 遺物が発見されたのは、当遺跡の調査の中で

は初めてであった。

平成9年度調査においても、ラジコンヘリコプターによる空中写真撮影を実施し、最終的には、平

成9年IO月31日に全ての調査を終了した。

(3)整理作業等の概要

平成9年度の発掘（事前）調査終了後、継続して遺物の水洗・注記、図面分類等の基本的な作業を

実施した他、出土した木製品の保存処理、火山灰等の土壌分析等を実施した。

平成I0年度における整理作業では、図面修正、土器実測、 トレース等の一連の作業を実施した他、

樹種同定や土器の胎土分析なども実施した。
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I . 調査の経過

新山崎遺跡包蔵地範囲におけるほ場整備による田面工事の大部分は、工事による掘削深度を浅くし

たり、盛土によって遺跡を保存するなど、地下の遺構や遺物に極力影響を及ぼさない措置が取られた

ため、発掘調査による記録保存を実施するには至らなかった。しかし、 A-I地点については、地表

面の標高が全体的に低く、工事による地下への影響が大きいと判断されたため、 やむをえず面的な発

掘調査を実施するに至った。総掘削面積は、 850m2である。

調査は、平成8年7月16日から実施し、重機による表土掘削の後、個々の遺構の検出、掘削、平断

面図の作成、写真撮影等の記録保存を実施した。

調査の結果、方形周溝墓3基、井戸跡4基、溝跡 l条とともに、建物の柱跡と考えられる小ピット

を100個以上検出し、古墳時代から近世にかけてのものと考えられる土器、石器、木製品等が出土し

た。

調査の終盤には、調査した遺構の位置関係や分布状況を把握する必要などから、空中写真撮影を実

施した他、 11月には文化財の啓蒙普及活動の一環として現地説明会を実施し、多数の市民の参加をみ

た。

また、方形周溝墓については、調査の後、保存措置を取ることとし、周溝内に川砂を充填した後、

埋め戻し、 11月20日に調査を終了した。

II. 基本土層

南側壁面で観察した土層中、調査区全域に及んでいると考えられるものを基本土層とし、 I ""'-'V層

に分けた。（第1図）

第 l層 ：黒褐色のシル トで、 表土層である。ほぼ調査区全域に見られ、水田耕作土であると考えられ

る。

第II層： 暗褐色ないしは、黒褐色のシルトであり、しまりは良い。酸化鉄を多量に混入し、水田耕作

面の最下層であると考えられる。

第Ill層 ：黒褐色または、黒色のシル トである。多量の灰白色火山灰を斑状に混入している。A地点を

含めて、新山崎遺跡の大部分の調査区から灰白色火山灰が検出されているが、遺跡全域が低湿地に近

い状況であり、過去に幾度も氾濫を受けた可能性が認められる。今回の調査で検出された灰色火山灰

は、分析により、 10世紀に降下した十和田a火山灰であることが判明しており、第III層は、平安時代

以降の堆積層であると考えられる。

第IV層： 黒褐色あるいは褐色の砂質シルトである。第2号方形周溝墓はこの層から掘り込まれており、
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古墳時代の土層であると考えられる。

第V層： 第W層とともに古墳時代の土層を形成すると考えられる黒褐色または黒色のシルトである。

Ill. 発見された遺構と遺物

第1号方形周溝墓 （第3図、第 1・2図版）

〔位置・検出状況〕 調査区中央南西寄りから周溝を全周した形で検出し、 C-6"-'G-6グリッドラ

インから南にC-ll"-'F-11グリッドラインにおよぶ。また、東側周溝は、第2号方形周溝墓の西側

周溝と、南側周溝は第3号方形周溝墓の北側周溝と約50cm"-'2mの距離を置いて平行に並び、隣接

している。

〔重複関係等〕 周溝外縁部においては、わずかに小ピットに切られるのみで、重複関係は認められな

かった。また、方台部内からは、第3号および第4号井戸跡とともに、当周溝墓よりも時期的に新し

いと考えられる多くのピットが検出された。

〔平面形 ・規模〕 周溝は全周し、全体の規模は東

西軸12.2m、南北軸14.5mの而北に長い隅丸長

方形を呈する。方台部の規模は東西軸8.6m、南

北軸IO.Omであり、やはり南北に長い隅丸長方

形を呈する。主軸は、 N-11°-Eである。

〔堆積土〕方台部の上に土層を確認している。こ

の層は、第3号方形周溝墓においても確認し、

1cm以下の黄色粒子を主体的に混入する暗褐色

土であり、第 1号方形周溝墓の周溝を検出する直前段階において、確認された土である。

〔周溝内部の状況〕全体として、北東側が浅く、南西側が深い。内部および、各コーナ一部分におけ

るブリッジ状の高まりは見られなかった。堆積土は黒色または黒褐色の砂質シルトを基調とし、酸化

鉄を比較的多く混入するものであり、自然堆積と考えられる。以下に各周溝の特徴を記す。

①東側周溝 上幅l.4m"-'2m、底面幅60cm"-'l.5mで、 壁は底面から緩やかに外側に開く形で立ち

上がる。深さは20cm"-'40cmであり、底面はほぼ平坦で土坑等の施設は発見しなかった。ただ、中

央北寄りにやや浅くなった部分を確認し、深さは20cm"-'30cmを測る。

②西側周溝 上幅2.0m"'2.8m、底面幅I.Om"-'1.5mで、壁は底面から方台部に向かって緩やかに外

側に開く形で立ち上がり、周溝外縁部からの壁面傾斜が急になる部分と、底面から外側に向かって角

度を持ちながら大きく開く形で立ち上がる部分などが見られる。深さは30cm"-'40cmであり、土坑

等の施設は発見していない。

③北側周溝 上幅2.0m"'2.8m、底面幅l.Om"-'l.7mで、 壁は底面から方台部に向かって緩やかに開

く形で立ち上がるが、周溝外縁部からの領斜はやや急である。深さは40cm"-'50cmで、北東コーナ
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第2号方形周溝墓西側周溝

A
T
 

第3号方形周溝墓北側周溝 第3号方形周溝墓西側周溝

後世の遺構

い・・・・遺構

後世の遺構

Ia 
B 
i-2.000m 

゜
2M 

陥No 土 色 土 性 特 徴

Ia 盛土

I b IOYR2/3 黒褐色 シル ト 黄色粒を若千混入する。

II a IOYR3/3 暗褐色 シル ト 黄色粒を比較的多く混入する。

II b IOYR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物を若干、 黄色粒を若T混人する。

Illa IOYR3/ I 黒褐色 砂質シル ト 灰白色火山灰を若―F、酸化鉄を比較的多く混入する。

Illb IOYR7 / 4 にぶい黄橙色 シルト 灰白色火山灰との混七附。酸化鉄を比較的多く混人する。

me IOYRl.7 / I 黒色 シルト 灰白色火山灰を若下混人する。

mct IOYR2/2 黒褐色 砂質シル ト 灰白色火山灰を若 F、炭化物をわずかに、酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。

!Va IOYR2/3 黒褐色 シルト 酸化鉄を比較的多く混入し、黄色粒を若干混入する。

!Vb IOYR2/2 黒褐色 シルト 黄色粒、炭化物をわずかに、酸化鉄を比較的多く混入する。

J¥fc IOYR2/ I 黒色 シル ト 黄色粒をわずかに混入する。

Va IOYRl.7 / I 黒色 シルト 黄色粒をわずかに混入し、酸化鉄を比較的多く混入する。

Vb IOYR4/6 褐色 砂 酸化鉄を多開に混人する （地山漸移悩）。

Ve 10YR3/  l 黒褐色 砂質シルト

第1図基本土層
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B 1.500m 
トー

＋ 
BV 

十
BU 

h可No I'. ● 色 上 性 特 徴

I IOYR2/2 累褐色 シル ト 酪化鉄を多駄に、斑状に混人する。

2 10YH2/I 烈色 シル ト 酸化鉄を多l,lに、斑状に混人する。

3 IOYRl 7 /I 黒色 シル ト 酸化鉄を多飛に、斑状に混入する。

4 IOYR2/2 黒褐色 砂団シルト 砂を斑状に芥千混人する。

5 IOYR4 / 4 褐色 砂
酸化鉄を比較的多く iiも人し、砂を斑状にil,入
する。

6 10YR2/ I 巣色 砂質シルト
酸化鉄を比較的多く批人し、砂を斑状に混入

する。

I--
L 1 500m 

h'iNu +. 色 土 性 特 徴

1 10YR3/I 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に比較的多く混人する。

2 IOYR2/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に若千此人する。

3 IOYR2/I 煤色 砂虹シルト 酸化鉄を斑状に若千混入する。

4 IOYRI 7 /I 黒色 砂臼シルト 酸化鉄を斑状に芳―ド混人する。

5 IOYR2/l 黒色 シルト 酸化鉄をVt状にilも人する。

6 IOYR3/I 黒褐色 砂Tlシル ト 陪化鉄を斑状に若1こ混入する。

7 IOYR2/2 黒褐色 砂 酸化鉄を斑状に行下混人する。

8 IOYR3/3 暗褐色 砂 酸化鉄を斑状に若千混人する。。

， IOYR2/2 黒褐色 砂 酸化鉄を比較的多く油人する。

-T
 

卜
J 1.500m 

． 
h"iNu 土 色 七 竹： 特 徴

I 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に股人する。

2 lOYRl 7 /1 黒色 砂質シルト 酸化鉄を斑状にむ干混入する。

3 IOYR2/ I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に比較的多く北人する。

4 10YR2/ I 黒色 シルト 酸化鉄を斑状に比較的多く混人する。

5 lOYRI 7 /l 黒色 シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

6 IOYR2/2 黙褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。

7 !OYR'l/2 累褐色 砂 酸化鉄をlやr混人する。

8 IOYR2/2 黒褐色 砂 酸化鉄を若干混人する。
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ヒ
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h'iNo ± 色 ± 性 特 徴

1 IOYRI 7 /1 黒色 シルト 酸化鉄を比較的多く混人する。

2 IOYR4/ 3 にぶい紺褐色 砂

3 IOYR2/I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。

4 IOYR3/ I 黒褐色 シルト質砂 酸化鉄を岩干混入する。

5 IOYR5/G 黄褐色 シルト四砂

E
T
 

f-
F 1 .SOOm 

/i'iNu 土 色 土 性 特 徴

I IOYR2/l 黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を斑状に多hlに混入する。

2 IOYR2/2 忠褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に比較的多く混人する。

3 IOYR2 / I 黒色 砂竹シル ト 酸化鉄を斑状に多1i!Iこ混人する。

4 IOYRI 7 / I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。

5 IOYR3/l 黙褐色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混人する。

fi IOYRI 7 /1 黒色 砂質シル ト

7 JOYR2/ I 黒色 砂質シル ト
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十
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＋ +r ／＼ ＋ 

BS BR BQ 

肘No + 色 土 性 特 徴

I IOYR3/ I 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混人する。

2 IOYR2/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

3 IOYR2/l 黒色 砂質シル ト 酸化鉄を斑状に比較的多く混入するり

4 IOYR2/2 黒褐色 砂竹シル ト 酸化鉄をVl状に比較的多く混人する。

5 IOYR4/2 灰数褐色 砂 酸化鉄を斑状に比較的多く沿人する。

(j !OYK4/2 灰黄褐色 砂 酸化鉄を斑状に多凪に混入する。

7 IOYR5/2 灰黄褐色 妙 酸化鉄を斑状に多屈にii,入するC

゜
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一部分が全体では最も浅い。底面はほぼ平坦で土坑等の施設は発見しなかった。

④南側周溝 上幅2.0m'"'-'2.6m、底面幅80cm'"'-'2.0mで、壁は底面から方台部に向かって緩やかに

開く形で立ち上がる。深さは20cm'"'-'50cmであり、土坑等の施設は見られなかった。

〔方台部の状況〕平坦であり、全体的に周溝に向かって領斜している。主体部等の施設は全く確認す

ることができなかった。

〔遺物の出土状況〕 南西隅の周溝底面および西側周溝南側底面から土師器の破片が出土したが、磨滅

が激しく、図示するには至らなかった。

第2号方形周溝墓（第4図、第 1図版）

〔位置・検出状況〕 調査区南西隅から西側および、北側、南側周溝の一部を検出し、 G-8'"'-'H-8

グリッドラインから南のG-12グリッドラインにおよぶ。西側周溝は、第 1号方形周溝墓の東側周溝

と、約50cm'""1 mの距離を置いて平行に並び、隣接した状況を呈する。

〔重複関係等〕確認されなかった。

〔平面形・規模〕 東西軸の検出部分（西側周溝外縁から調査区南東隅まで） (7.6m)、南北軸IO.Omを

測る。全体を検出していないため、形状は判然

としないが、北西コーナーに若干突出した部分

を確認した他、南側周溝の外縁部が内側に膨ら

み、基本的には隅丸の方形を呈すると考えられ

る。これによって、方台部の形状はやや歪んだ

隅丸方形となっている。

〔堆積土〕 積土等は確認できなかった。

〔周溝内部の状況〕内部および、各コーナー部分

におけるブリッジ状の高まりは見られなかった。規模は、上幅がl.Om'"'-'l.6m、底面幅が60cm'"'-'l.2

mで、底面は平坦であり、断面形は、北側および西側が逆台形を、南側周溝は幅の広い逆台形を呈す

る。底面は平坦で土坑等の施設は発見しなかった。全体として浅く、検出面からの深さは、 40cm程

度しかない。周溝内の堆積土は、黒色または、黒褐色を基調とする砂質シルトであり、レンズ状の自

然堆積の様相を呈する。

〔方台部の状況〕 平坦であり、主体部等の施設は確認することができなかった。

〔遺物の出土状況〕 南側周溝、周溝墓南西コーナー付近から、土師器片とともに、小型壺が出土して

いる。

〔出土遺物〕 第2号方形周溝墓の周溝底面から小型壺が出土している。口唇部を欠損しており、外面

に丁寧なミガキが施され、硬質でしっかりしたつくりである。体部下半は、「く」の字型に屈曲し、

底部へと至る。底部は上げ底であり、やはりミガキが施されている。内面のみに頸部から底部にかけ

て赤色塗彩が観察されるが、意図的に彩色したものか、あるいはそういった物を入れておく器として

使用された結果であるかは判然としない。古墳時代前期の所産であると考えられ、方形周溝墓の時期
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決定の要因となりうる。

゜
5
 

10cm 

NO I器種I器形I出土場所
外

瀾整等

面

の 特徴

内 面

法鼠 (cm)

器高 I[I 径 1底径
残存 I写兵図版

1東側周溝I I土師器I壺 I[口］ミガキ ［体・底］ミガキ
底面

［口］ ミガキ ［体］ヘラナデ→ヨコナデ

［底］ヘラナデ ※赤彩（口～底）
15.4 2.4 I 4/5 27 

第5図 第2号方形周溝墓出土遺物

第3号方形周溝墓 （第6図、第 1・2図版）

〔位置・検出状況〕 調査区南壁のやや西寄りに、北側周溝の一部、北西コーナー、西側周溝の一部が

検出されたのみであり、北側周溝が第 1号方形周溝墓の南側周溝と約 lmの距離を置いて平行に並ぶ

と考えられる。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔平面形・規模〕部分的に検出したのみであるた

め、形状は判然としない。

〔堆積土〕 方台部の上に土層を確認している（第

8層、第14層、第15層）。この層のさらに下に，

黒色ないしは黒褐色を基調とするシル ト質の土

層が存在するが、それとは黄色粒子を混入する

など異なった点が認められる。また、西側周溝

の東壁に明瞭な段が観察されているため、方形

周溝墓の積み土の一部であると考えられる。

〔周溝内部の状況〕 コーナ一部分の上幅が2.9m、底面幅がI.Om"-1.6mで断面形が上方に開く逆三角

形を呈する。確認面からの深さはl.2m"-'l.5mであり、他の周溝墓よ りも良い保存状態である。周溝

内の堆積土は、黒色または黒褐色を甚調としたシルトであり、 15層に分層でき、自然堆積である。周

溝内にブリッジ等の高まりや、土坑等は確認されなかった。

〔遺物の出土状況〕 北西隅の周溝底面付近から、赤色塗彩された大型の壺や甕の破片がまとまって出

土している。これらの遺物については、破片で出土しているが、 完形の個体となる訳ではないため、

方台部から転げ落ちたものか、あるいは周溝外縁部から投棄されたものと考えられる。しかし、出土
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I習No 上 色 土 性 特 徴

I lOYR2/l 黒色 シル ト 酸化鉄を多駄に混入する。

2 IOYR2/2 黒褐色 砂質シル ト 砂を斑状に混入する。

3 IOYR2/2 黒褐色 シルト 砂を斑状に若干混人する。

4 10YR4/2 灰黄褐色 砂 黒色シル トを多届に混入する。

C
T
 

Ia 
D 2.000m 

← 

1 1 

0 1 2M 
I I I I I I・・・1 I I I j 

)¥'lNo 土 色 土 性 特 徴

I JOYR2/ I 黒色 砂質シル ト 酸化鉄を斑状に多屈に混人する。

2 IOYR2/2 黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。

3 10YR2/ I 黒色 砂質シル ト 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。

4 IOYRI 7 /2 黒色 砂質シル ト 酸化鉄を斑状に比較的多く混人する。

5 IOYR2/2 黒褐色 砂質粘土 酸化鉄を斑状に多且に混人する。

6 IOYRl.7 / l 黒色 砂質シル ト 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。
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第4図第2号方形周溝募 南側周溝遺物出土状況（見通図）
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層No ± 色 土 性 特

BX I IOYRl.7 / I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を斑皇●状一に多鼠に混入する。灰白色火山灰I BX 
10 IOYRL 7 / I 黒色

粘 土 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。炭化物を

わずかに混入する。

crq 

I f-s1soom I 6 I JOYR2/ 1黒色 I砂質シルト1酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。 午 崎 巨 ! 
均 旦

一ー一・一

西側周溝遺物出土状況（見通図）

1M 

第6固第3号方形周溝墓
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位置がほぼ周溝の底面であるため、第3号方形周溝墓に伴い、時期決定の材料となりうる遺物として

とらえて良いと考えられ、古墳時代前期のものと考えられる。

〔出土遺物〕図示できたものは3点であり、全て古墳時代前期の土師器である。 1は外面赤彩の直口

壺である。口唇部に平坦部を作出し、 口縁部上部には、縄文 (LR)が施される。この部分には、赤

彩されていない部分や、剥離の痕跡とも考えられる部分が認められる。器外面全体にミガキ調整が施

され、頸部には、刻み目を有する断面三角形の突帯がめぐり、体部上半が欠損しているが球形に近い

形状と考えられる。底部には木葉痕が見られ、平坦である。2は器厚が比較的薄く、3とともに甕の

破片であり、ナデによって調整が施される。

第 1号井戸跡（第8図、第2図版）

〔位置 ・検出状況〕 調査区南西隅付近からやや北寄りの、BV-4から、BV-5グリッド中におい

て検出された。

〔重複関係等〕第2号井戸跡と lm程の間隔を置いて隣接しているが、重複は認められなかった。

〔平面形・規模〕 2.7mx2.2mの長楕円形を呈し、深さは、確認面から1.2mを測る。

〔内部の状況〕 内部には、 くり抜きの井戸枠が据えられており、井戸枠の底面は、地山の砂層まで達

している。井戸枠は90cmx69cmの不整楕円形を呈し、高さは60cmを測る。内部底面にやや大型

の礫を配し、水溜としている。第1号井戸跡内部においては、掘削時に多量の湧水があり、掘り方お

よび人為堆積層の確認はできなかった。

〔出土遺物〕 第 1号井戸跡からは、時期決定の根拠となりうる遺物は出土していないため、構築時期

については判然としない。

第2号井戸跡 （第9図、第11図、第3図版）

〔位置・検出状況〕 調査区南西隅付近、 BV-5グリッド中において検出され、第 1号井戸跡、第 l

号方形周溝墓とそれぞれlm程の間隔をおいて隣接している。

〔重複関係等〕 第2号井戸跡の外縁部全周にピッ

トが検出されており、後述することとする。

〔平面形・規模〕 2.lm x 1.9mの楕円形を呈する。

深さは確認面から40cmであり、比較的浅い。

素堀の井戸である と考えられる。

〔堆積土〕 黒色または、 黒褐色シルトを基調とし、

部分的に地山の崩壊土をブロック状に混入して

おり、自然堆積であると考えられる。掘り方お

よび人為堆積層の確認はできなかった。

〔内部の状況〕 壁は、緩やかに外側に開いて立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

〔その他の特徴〕前述のとおり、周囲にピットを10個以上確認している。このようなピットは、第2

号井戸の周囲のみであり、断ち割って確認した結果、井戸に伴うものであると考えられる。ピットの
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10cm 

調整 等の 特徴 法 屈 (cm) 
NO 器種 器型 出土場所 残 存 写真図版

外 面 内 面 器縣 口径 底 径

I 土師器 壷 西底側面周溝 〔口）ミガキ→縄文施文(LR) 〔体）ミガキ 〔口〕ミガキ 〔体）ミガキ (39.2) 16.4 8.1 3/5 27 
〔底）木葉痕 ※赤彩（口～底）

2 土師器 甕 西底側面周溝 〔口）ヨコナデ （胴〕ハケメ→ナデ 〔口〕ヨコナデ 〔胴〕ハケメ→ナデ 19.7 1/4 

3 土師器 甕 西側周溝
〔口）ヨコナデ （頸〕ナデ 〔口〕ヨコナデ 〔頸〕ナデ 16.1 1/5 

底面

第7図 第 3号方形周溝墓出土遺物
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第8図第1号井戸跡

規模は、直径30cm"-'60cmであり、深さは確

認面から20cm"-'30cm程度ある。第2号井戸

跡の壁面に深く入り込んでおり、井戸の周囲に

めぐらした柵の跡なのか、井戸の壁面の崩壊を

防ぐための施設であるのか、あるいは、何らか

の上屋構造の跡であるのかを明確にすることは

できなかった。

〔出土遺物〕第2号井戸跡の底面から木製品がl

点出土しており、斎串であると考えられる。細い枝を削って下半部を剣先状に尖らせており、上端部

は削り出してつまみ状の突起を作出している。材はブナである。

第3号井戸跡 （第12図～第14図、第4・5図版）

〔位置 ・検出状況〕第 1号方形周溝墓方台部南東隅付近、 BT-7、8グリ ッドからBU-7、8グ
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層No 土 色 土 性 特 徴

I 10YR3/ 1 黒褐色 粘土
酸化鉄を斑状に多殿に混入し、灰白色火山灰を

斑状に多塁に混入する。

2 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト
酸化鉄を斑状に多只に混入し、炭化物を混入す

る。

3 10YR2/ 1 黒色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に混入し、炭化物を混入する。

4 10YR2/ l 黒色 砂質シルト

5 IOYR2/ I 黒褐色 粘土 酸化鉄を比較的多く混入する。

6 IOYRl.7 / I 黒色 砂質シルト

7 IOYRl.7 / I 黒色 粘 土 酸化鉄を斑状に混入する。

8 IOYR2/ I 黒色 シルト質砂

， IOYR5/2 灰黄褐色 砂 酸化鉄を斑状に混入する。

JO IOYR2/ I 黒色 シルト質砂

第9図第2号井戸跡

l

《
》
_

゜
5
 

10cm 

N丹マ 別 遺構・陪位

第2号井戸底面

残存 I 計測値 樹種 1 時期・年代 備 考

1/1 I 21.IXl.3Xl.0 I プナ
写立図版__ ,,,_, 
41 

第10図 第2号井戸跡出土遺物

リッド中において多量の礫を伴って検出された。

〔重複関係等〕 第 1号方形周溝墓を切っている他、外縁部周囲に多数のピットが検出されており、後

述することとする。

〔平面形・規模〕 東西2.2m、南北2.7mの南北に長い長楕円形を呈する。深さは確認面から90cmで

あり、素掘の井戸であると考えられる。
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一

H 1.500m 
I-

陪No 土 色 土 性 特 徴

I !OYR2/ I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に混入する。

2 IOYR2/2 黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を斑状に混入する。

3 !OYR2/3 黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を斑状に混入する。

4 IOYR2/ I 黒色 砂質シルト

陪No 土 色 土 性 特 徴

1 IOYR2/ I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に混入する。

2 IOYR2/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に混入する。

3 IOYR2/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に混入する。

陪No 土 色 土 性 特 徴

1 IOYR2/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に混入する。

2 IOYR3/ I 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に混入する。

3 IOYR2/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に混入する。

Pit4 
mNo I 土 色 I土 性 特 徴

f-
J 1.500m 

I I IOYR2/2 黒褐色 砂質シル トI酸化鉄を斑状に混入する。

井
2 I 10YR2/2 黒褐色 砂宜シルト

ぎnぷ燦 •••礫断面

Pit5 

層No 土 色 土 性 特 徴

I 10YR2/2 黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を斑状に混入する。

2 10YR2/ l 黒色 砂買シル ト 酸化鉄を斑状に混入する。

3 10YR4/4 褐色 砂買シルト

第11図第2号井戸跡ピット
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〔堆積土〕黒色または、黒褐色シルトを基調とし、

部分的に地山の崩壊土をブロック状に混入して

おり、井戸廃絶後の壁面崩壊等による自然堆積

層であると考えられる。

〔内部の状況〕壁は、緩やかに外側に開いて立ち

上がり、底面はほぼ平坦である。壁面にテラス

状の段を有し、その部分より下方は水溜であっ

た可能性がある。

〔その他の特徴〕 周囲にビットを10個以上確認している。第 1号方形周溝墓方台部上には、複数のピ

ットを確認しているが、集中してしかも周囲を取り囲むように発見されたのは、第3号井戸の周囲の

みである。ピットの規模は、直径60cm-20cmの円形や楕円形を呈するものであり、深さは確認面

から10cm-5cmを測る。井戸跡との切り合い関係は認められなかった。第2号井戸とともに、周囲

にめぐらした柵の跡や井戸の壁面の崩壊を防ぐための施設、あるいは、何らかの上屋構造の跡などの

可能性が考えられるが、明確にすることはできなかった。

〔出土遺物〕陶器、石鉢、下駄、漆塗りの杯などが出土している。 1は白色の施釉陶器であり産地不

明。 2は安山岩製の石鉢であり、外面に明瞭な溝状の敲打痕が認められる。3は差歯下駄である。足

が乗る台と歯を別々な部材で作り、腑差しによって結合させている露卯（ろぼう）である。木取りは、

上D

E
T
 

|
|
]
‘
、

――

F
L
 

． F 1.500m 

層No 土 色 土性 特 徴

I IOYR4/ I 灰白色 粘土 酸化鉄を多貴に混入する．

2 IOYR3/ I 焦褐色 シルト 酸化鉄を比餃的多く混入する。

3 IOYR2/2 黒褐色 砂'.l.'lシル卜 酸化鉄を若千混入する。

4 IOYR2/3 黒褐色 砂質シルト

5 IOYR2/3 黒褐色 シルト質砂 酸化鉄を多鶯に混入する。

6 IOYR2/ I 黙色 シルト 酸化鉄を多量に混入する。

層No 土 色 土性 特 徴

I IOYR2/2 凩褐色 砂質シルト 酸化鉄を若干混入する。

2 IOYR2/3 黒褐色 シルト質砂 酸化鉄を多量に混入する。

3 IOYRI 7 / I 黒色 粘土 酸化鉄を比較的多く混入する、＇

4 IOYR2/ I 黒色 砂賓シルト 酸化鉄を斑状に若干混入する。

5 lOYR4/ l 灰臼色 粘土 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。

6 lOYR3/2 黒褐色 砂 酸化鉄を斑状にi屁入する。

7 IOYR2/ I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。

8 IOYR2/ I 黒色 シルト 酸化鉄を多量に混入する。

， IOYR2/ I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

2M 翠蒻
臨，……礫断面

第12図 3号井戸跡上面土坑
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庖No 土 色 土 性 特 徴

I lOYR2/2 黒褐色 シルト 酸化鉄を斑状に若干混入する。

2 IOYR3/ I 黒褐色 粘土 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。

3 IOYR4/ I 灰白色 粘土 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。

4 IOYR3/2 黒褐色 砂 酸化鉄を斑状に多嚢に混入する。

5 IOYR2/ l 黒色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に若干混入する。

6 IOYR3/ I 黒褐色 粘土 酸化鉄を若干混入する。

7 IOYR2/3 灰黄褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に比較的多く混入する。

8 IOYR2/2 黒褐色 シルト打砂 酸化鉄を比較的多く混入する。

陪No 土 色 土 性 特 徴

， IOYR3/ I 黒褐色 砂質粘土 酸化鉄を斑状に混入する。

IO IOYR4/l 灰白色 粘土 酸化鉄を比較的多く 混入する。

II JOYR3/ I 黒褐色 砂質シルト

12 IOYR3/3 暗褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に混入する。

13 10YR4/ l 褐灰色 砂質シルト 酸化鉄を若干混入する。

14 !OYR2/ I 黒色 シルト

15 !OYR5/6 黄褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状混入する。

第13図 3号井戸跡
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層No ± 色 土 性 特 徴

I a IOYR2/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を斑状に混入する。

lb l0YR2/ l 黒色 砂四シルト 酸化鉄を斑状に混入する。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂 酸化鉄を斑状に混入する。

3 IOYR4/6 褐色 砂 酸化鉄を斑状に混入する。

第14図 第3号井戸跡ピット土層断面図

台、歯ともに柾目取りであり、前緒孔が前歯の前部に、後緒孔が後歯のやや後方に位置している。4

は漆塗りの杯であり、高台部は欠損している。外面は黒漆によって、内面は赤色に塗られており、外

面三方に家紋が配される。家紋は、「三つ引き」である。樹種同定の結果、 3、4ともブナであるこ

とが判明した。第3号井戸の覆土からは、以上の他に須恵器片と瓦質土器と思われる破片がそれぞれ

l点ずつ出土している。

第4号井戸跡（第16図、第6図版）

〔位置・検出状況〕 第1号方形周溝墓方台部中央南西寄り、 BS-6、7グリッドから BT-7、8

グリッド中において検出された。

〔重複関係等〕第1号方形周溝墓を切っている他、 外縁部をピッ トによって切られる。

〔平面形・規模〕 東西1.7m、南北1.7mの不整形

を呈する。深さは確認面から90cmであ り、曲

げ物状の井戸枠を伴っている。

〔内部の状況〕 壁は、 内湾しながらほぼ直立して

立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

井戸枠は曲げ物で、掘り方の中央北寄りに据

えられており、下部は地山直下の砂層まで及ん

でいた。井戸枠の直径は50cmであり、高さも ＿ 

50cmある。井戸枠は腐食が進んでおり、内皮が部分的に堆積土に貼り付いた状態で検出されたが、

全体の形状は把握することができず、取り上げることができなかった。掘り方埋土は、 地山ブロ ック

を含む黒褐色土である。

〔出土遺物〕 井戸枠の他、掘り方底面から花岡岩と考えられる大型の礫が出土している。花岡岩は、

周辺地域には見られないものであり、持ち込まれた可能性がある。
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器種 法 困 (cm)
No 
（材 'l'f)
器形 出土場所 特 徴 残存 写耳図版

器 麻口 径底 径

I 磁器 甜台付 底面付近 灰釉 12.1 76 4/5 
壺

2 安山岩 石鉢 底面付近 131 22.8 10.8 2/3 40 

No 種 別 I 遺 構 ・ 府 位 |残 叫 計 測 値 I樹 種 1 時期 ・年代 備 考 写其図版

3 下駄 1第3号井戸底面付近 I 1/1 I 23 ]Xl2 3X3 051 I 41 

器種 法 屈 (cm)
No 
（材打）
器形 出土場所 特 徴 残存 写真図版

器 莉口 径底 径

4 
漆器 高台付

底面付近 （外面）黒漆，（内面）漆， ※外面三方に家紋「三つ引きJ を漆で描く。 (2 8) (4 3) 3/4 41 
（プナ） 杯

第15図 第3号井戸跡出土遺物
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柱跡群 （第2図、第7図版）

A-1地点の全域からは、100個余りのピットを検出してい る。そのほとんどが、深さ10cm------

20cmほどの浅いものであり、堆積士等から柱の連接関係を確認し、建物の規模を推測することがで

きたのは、 一部のみであったが、ピットの中には、平面形が長楕円形を呈し、 一定の方向性を持って

並ぶものが見られた。これらは、20cm------30cmの深さを測 り、堆積土は基本土層中の第田層である

と考えられる。第2図のA-1地点遺構全体図中に、 それらピットの中で建物跡として判断されたも

のを図示した。

まず、 第 1号方形周溝墓方台部上に 2棟確認した。第 1号建物跡は東西方向に長く、柱間は北側で

3.4m、東側で1.9mを測る。第2号建物跡はやや南北方向に長く、柱間は北側で1.8m、東側で2.0m

を測る。

第3号建物跡はBP-4から BP-5グリッド中において確認し、南北方向に長く、北西を向く 。

柱間は北西側で1.7m、北東側で1.8mを測る。

第4号・ 5号建物跡は調査区北西隅付近において確認した。第4号建物跡は南北方向に長く、北西

を向く 。柱間は北西側で1.3m、北東側で2.2mを測る。また、第5号建物跡はほぼ正方形を呈し、柱

間は北西側で1.4mを測る。

第6号建物跡はBP-11からBQ-11グリッド中において確認した。ほぼ正方形を呈し、北西ー南

東方向を向く 。柱間は北西側で2.3mを測る。

第7号建物跡はBL-10からBN-10グリッド中において確認し、検出した建物跡の中では最大の

ものである。南北方向に長く、やや北東を向く 。柱間は北東側で2.2m、北東側で4.0mを測る。

当調査区では、この他にBP-6------10グリ ッドにおいて、東西に延びる柱列もしく は柵列と考えら

れる4間の遺構を検出しており（ピット列）、柱間は西から2.lm・2.4m・2.0m・1.9mである。

以上の遺構内からの遺物の出土は見られなかった。

溝跡 （第17図、第7図版）

〔位置・検出状況〕 調査区北端に位置し、調査区の西壁から

北東隅へ抜ける溝である。

〔重複関係等〕 A-2地点までおよぶ土坑によ って切られて

いる。

〔方向・規模〕 やや蛇行しながら走行しており、方向はN-

74°-Eである。確認した長さは20mであり、最大幅I.Om

以上、深さは20cmを測る。

〔堆積土〕黒褐色を基調とする単一土層である。

〔内部の状況〕壁は緩やかに開きながら立ち上がり、底面は

ほぼ平坦であり、全体的に東方向に下降している。

〔出土遺物〕出土していない。
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IV. A-2地点の調査

A-2地点はほ場整備の工事対象域にならなかった地点である。しかしA-1地点と B地点との間

の遺構・遺物の存在を確認しておく 必要があったため、確認調査を実施した。調査は平成8年10月7

日から開始し、西側と東側に 2本の トレンチを掘削した後、土層の観察および図化、遺構の検出およ

び図化、 写真撮影等を実施したが遺構は掘削していない。調査は12月9日に終了した。総掘削面積は、

370m2である。

A-2地点の層序は、基本的には 5層に分けられ、ほぼ水平堆積の様相を呈している。

第 1層は表土層であり、全体的にしまりは弱い。A-1地点も含めてこの地点域にほぼ普遍的に見

られる耕作土であり、黒褐色を呈する。第II層は黒褐色のシルトであり、し まりがある。また、灰白

色火山灰を混入し、水性堆積の様相を呈している。第Ill層は酸化鉄を多量に含む暗灰色のシルトであ

る。しまりは強く、明らかに水性堆積の様相を呈している。A-2地点で検出した遺構のほとんどは、

この土層から掘り込まれており、遺構や遺物の包含層であると考えられる。第IV層は地山漸移層であ

る。A-2地点の地山は、暗黄褐色の砂質シルトであるが、後世の湧水や河川等の氾濫によって様々

な影響を受けていると考えられる。このため第III層との土の混在が顕著である。第V層は黄褐色の砂

質シルトである。浜堤上の堆積であり、上面には、アシ等の植物の痕跡が見られる。地山と考えられ

る。

A-2地点の遺構は、西側にはピッ ト等と考えられるものが散見されるだけであるが、東側には大

型の土坑や溝跡と考えられるものが検出された。また、包含層から凹石が出土している。

ーロー
゜

5
 

10cm 

NO I : : I閂；::; 包I長7t,.(:m) I :(c:) I厚:(c;) I表：:: 等I側面： 整等 I裂面敲:; 存,I写::版
第19図 A-2地点出土遺物
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I . 調査の経過

B地点は、 A地点の北方に位置する。ほ場整備による水路の掘削によって破壊されて しまう部分に

ついて、輻5mのトレンチを掘削して調査を実施した。総掘削面積は280m2である。調査は、平成8

年12月10日から実施し、 重機による表土掘削の後、個々の遺構の検出、掘削、 平断面図の作成、写真

撮影等の記録保存を実施した後、翌年の 1月28日に終了した。調査の結果、井戸跡2基、上坑2基、

溝2条などとともに、若干のピットを検出し、 平安～中世と考え られる土器片や木製品等が出土した。

C地点は、西側でB地点の北側とつながり、東方へと延びる地点である。調査は平成9年 1月28日

に開始し、 3月28日に終了した。総掘削面積は460m2である。C地点の調査では 5基の土坑ととも

に溝跡が14条、 他に多数のピッ トが検出された。なお、 C地点の西側の一部分については、工事の関

係上、遺構が一部しか破壊されないため、部分的な調査にとどめ、埋め戻した。

II. 基本層序

1 . B地点 （第1図）

B地点の層序は、 3層に分けられ、北に向かって下降している。

第 1層： 表土であり、 全体的にしまりは弱い。A-2地点からこの地点域にかけて、ほぼ普遍的に

見られる耕作土であり、黒褐色を呈する。

第 II層： 黒褐色のシルトであり、ややしまりがある。灰白色火山灰を混入し、多数の木根が見られ

る。B地点における遺構は、この層の上面から掘り込まれている。遺構 ・遺物包含層であると考えら

れ、平安時代以降の堆積土であると考えられる。

第Ill層 ：黄褐色の砂質シルトであり、地山と考えられ、浜堤上を構成する土である。

2. C地点 （第2図）

遺跡の東西におよぶC地点の層序は、4層に分けられ、東に行くに従って下降している。

第 1層： 表土であり、全体的にしまりは弱い。現在の耕作土であり、黒褐色を呈する。

第II層： 暗灰褐色のシルトであり、しまりは良い。水田の最下層である。

第Ill層： この層は灰白色火山灰をブロ ック状に混入しており、 水性堆積の様相を呈する。時期的に

は、平安時代以降の堆積土であると考えられる。

第IV層：地山への漸移層であ り、 黄褐色の砂質シルトである。地点によっては、酸化鉄を多量に含

み、水性堆積の様相を呈する。この層から掘り込まれている遺構も存在し、その覆土中には、氾濫に

よるものと考えられる黒褐色土のブロッ ク状の堆積が見られる。
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Ill. 発見された遺構と遺物

1. B地点

第1号・ 2号土坑（第5図、第9図版）

〔位置・検出状況〕調査区中央、 AK・AL-2,.....,3グリッド中において重複関係を持って検出され

た。

〔重複関係等〕第2号土坑が第 1号上坑を切っている。

〔平面形・規模〕 第 1号土坑は東西2.7m、南北の残存部分2.4mの規模を持つ不整楕円形を呈する。

北側は第2号土坑に切られている。また、第2号土坑は東西1.6m、南北1.5mの不整形を呈し、 第 l

号井戸跡よりも小型である。また、深さは第 1号土坑、第2号土坑とも確認面から50cmを測り、比

較的浅い。

〔内部の状況〕第 1号、 2号土坑とも断面形はすり鉢状を呈し、 壁は緩やかに開いて立ち上がる。ま

た、底面からは多量の湧水があり、水溜等の施設があった可能性があり、井戸跡とも考えられる。し

かし、断面からの確認は不可能であった。これらの土坑は、廃絶後自然堆積により埋没したと考えら

れる。

〔出土遺物〕遺物は出土していない。

第1号井戸跡（第6図）

〔位置・検出状況〕調査区中央北寄 り、 AG-2・3、AH-2・3グリッド中において検出された。

〔重複関係等〕南側の一部が土坑によって切られている。

〔平面形・規模〕 l.4mxl.5mの不整形を呈し、深さは確認面から70cmを測る。

〔内部の状況〕内部はすり鉢状を呈し、壁は北側に開いて立ち上がる。底面はほぼ平坦である。また、

堆積土は、井戸廃絶後、 壁面崩壊によって自然堆積したものと考えられ、構造の詳細は不明である。

〔出土遺物〕 覆土中から自然木、並びに加工されたと考えられる木片等が出土した。これらの木片は
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陪No 土 色 土性 特 徴

1 IOYR6/4 にぶい択橙色 砂質シル ト 酸化鉄を多蜃に混入する。

2 IOYR3/2 黒褐色 砂買シル ト 酸化鉄を多塁に、灰白色火山灰を混入する。

3 !OYR5/ I 褐灰色 砂 酸化鉄を多屈に混入する。

第 1号土坑

層No ± 色 土性 特 徴

I IOYR3/ I 黒褐色 砂灯シルト 酸化鉄を多位に混入する。

2 lOYR3/ l 黙褐色 シル ト 酸化鉄を多窟に、炭化物を若干混入する。

3 IOYR2/ I 黒色 砂質シル ト 酸化鉄を多阻に、灰白色火山灰を混入する。

第2号土坑

第5図第1号・ 2号土坑

井戸跡底面に列をなして突き刺さっており、恐らく井戸枠として使用されたものである と考えられる。

また、製品の一部と考えられる木片も出土しているが、時期決定の根拠となりうるような遺物は出土
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しなかった。

〔出土遺物〕図示できた木製品は加工木片である。 1は上端部側縁が台形状の加工された木片で、木

取りは板目である。斎串、もしくは形代ではないかとも考えられる。2は蓋板の一部と考えられ、木

取りは板目である。また 3は端部に孔を有する加工木片である。

第 2 号井戸跡（第 8 図• 第10図、第9図版）

〔位置・検出状況〕調査区北側、 AE-2、3グリッ ドからAG-2、3グリッド中において検出され、

東側の一部が調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕 第1号 ・2号溝との重複が若干見られ、第 1号溝跡を切っているが、第2号溝跡との

新旧関係は不明である。

〔平面形・規模〕 東西3.6m、南北4.3mの南北に長い長楕円形を呈する。掘り方を掘り、その中に曲
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NO 種 別 遺 構 ・層 位 残 存 計 測 値 樹 種 I時期 ・年代
l 加工木片 第3号井戸底面 (24.5) xs sxo 8 ス ギ

2 加工木片 第3号井戸底面 (14 7) X (3.7) XQ 8 サクラ

3 加工木片 第3号井戸底面 (12.4) X (5.7) XO 9 サクラ

備 考 I写真図版

孔あり (Iヶ所）

42 

42 

第 7図 第 1号井戸跡出土遺物

げ物の井戸枠が据えられた井戸跡で、掘り方

は2.5mxl.7mの不整形を呈し、深さはI.Om

を測る。

〔堆積土〕掘り方埋土は、地山を斑状に混入

する黒褐色土であり、井戸枠内は 2層に分け

られ、下層は暗褐色の砂質シルト、上層は灰

白色火山灰を含む黒褐色シル トが堆積してい

た。井戸跡の覆土には人為的に埋め戻された

痕跡はない。また堆積土は、 灰白色火山灰をブロッ ク状に多量に混入する自然堆積層である。

〔内部の状況〕壁は緩やかに外側に開いて立ち上がり、底面はほぼ平坦である。井戸枠底面は地山の

砂層までおよんでいる。

〔出土遺物〕曲げ物状の井戸枠の他、 覆土から加工木片が出上している。
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第 8図 第4号井戸跡平面図
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NO 種

加工木片

別 遺構・

第4号井戸底面

層 位 残存 計 測伯

(32.Q) X 16.9 X 1.3 

樹種

サクラ

時期・年代 備 考

開次穴(Iヶ所），孔(3ヶ所）
あり。火鑽臼に転用か。

写真図版
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第9図 第2号井戸跡 出土遺物
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lは、加工木片である。木目は板目であり、外面、内面ともに孔が開けられている。また謄穴も確

認され、組物であった可能性が強い。また、表裏に見られる孔は、火鑽臼として転用された可能性を

想定しうるものである。

2. C地点

第 1号溝跡 （第12図）

〔位置・検出状況〕 調査区西端、 AK-2・3、AL-3・4グリッド中において検出され、北側お

よび南側は調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕 北西側の一部がビットに切られるのみで、他に切合い関係は認められなかった。

〔断面形・規模〕 上幅1.2m"-'l.5m、下幅50cm、断面形は緩やかに外側に開く 「U」字形を呈し、深

さは確認面から70cmを測る。また方向はN-63°-Wである。

〔堆積土〕5層あり、いずれも自然堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕 遺物は出土していない。

第2・3・4号溝跡 （第13図）

〔位置・検出状況〕 調査区西側、 AJ"-'AK-6グリッドラインからAK-9グリッドラインにかけ

て検出され、北側、南側は調査区外におよんでいる。ほ場整備の工事の関係から、検出部分全てを掘

削 ・調査せず、中央部分の調査のみにとどめた。

〔重複関係等〕第4号溝跡が第3号溝跡を切っている。

〔断面形• 規模〕 第2号溝跡は上幅60cm、下幅50cmを測る。断面形は「U」字形を呈し、深さは確

認面から50cmを測る。方向はN-11°-Eである。第3号溝は上幅1.2m、下幅I.Om、壁は緩やかに外

側に向かって立ち上がる。方向はN-18°-Eである。第4号溝は上幅70cm、下幅50cm、断面形は

やや外側に開く 「U」字形を呈し、方向はN-65°-Wである。

〔堆積土〕第2号溝跡 ・第3号溝跡とも 3層で構成され、自然堆積である。第4号溝跡は 6層確認で

き、自然堆積であり、灰白色火山灰を確認した。

〔出土遺物〕出土していない。

第5号溝跡 （第14図）

〔位置・検出状況〕 調査区西側、 AI-9グリッドからAJ -10グリッドにかけて検出され、北側お

よび南側は調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔断面形・規模〕上幅I.Om、下幅90cm、壁は緩やかに外側に向かって立ち上がり、 深さは確認面か

ら70cmを測る。方向はN-50°-Wである。

〔堆積土〕7層あり、第4層、第5層中に灰白色火山灰を含む。特に第5層中の灰白色火山灰はレン

ズ状に堆積し、水性堆積の様相を呈していた。全体的な層の堆積状況は自然堆積の様相を呈している。

〔出土遺物〕出土していない。
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層No 土 色 土性 特 徴

I !OYR2/I 黒色 シルト 酸化鉄を比較的多く 混入する。

2 10YR3/ l 黒褐色 砂質シルト IOYR6/ 4 (地山）との混砂層。酸化鉄を
多量に混入する。

3 10YR6/4 にぶい黄橙色 砂 10YR3/ lとの混土肘。酸化鉄を多揖に混
入する。

4 IOYR4/ I 褐灰色 シルト 酸化鉄を比較的多く 混入する。

5 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 10YR6/4 (地山）との混砂層。酸化鉄を
比較的多 く混入する。

第12図第1号溝跡

第 1号土坑（第15図、第10図版）

〔位置 ・検出状況〕 調査区中央南西寄り、 AI -11・12グリッド中において検出された。

〔重複関係等〕第6号溝跡を切っている。

〔平面形 ・規模〕 1.5m x 1.2mの楕円形を呈し、 深さは10cm程度しかない。底部は平坦で、 壁はほぼ

直立して立ち上がる。

〔堆積土等〕 l層確認し、黒色のシル トで構成され、自然堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕遺物は出土していない。

第2号土坑（第15図、第10図版）

〔位置 ・検出状況〕 AH-11・12グリ ッド中において、 第 1号士坑の北側30cmの地点に検出された。
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〔重複関係等〕 第6号溝跡を切っている。

〔平面形・規模〕 l.5mxl.lmの楕円形を呈し、深さは50cm

を測る。断面は、緩やかに外側に開く 「U」字形を呈し、壁

面に内側にハングした部分が認められた。

〔堆積土等〕7層の堆積土を確認し、灰白色火山灰の混入が認

められた。堆積状況は自然堆積であると考えられる。

〔出土遺物〕 遺物は出土していない。

第6号溝跡 （第15図、第10図版）

〔位置・検出状況〕 調査区西側、 AH・AI-10グリッドから

A I -13グリッドにかけて検出され、北西側および南東側は

調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕 第1号 ・2号 ・3号土坑によって切られる。
"'"""" -・  ,.-..... ● . ●●● 

〔断面形 ・規模〕 上幅2.0m"'-'2.5m、下幅l.8m"'-'2.0m、深さは確認面から1.2mを測り、断面形は逆

台形を呈する。方向はN-85°-Wである。

〔堆積土〕堆積士は酸化鉄を多く含む黒褐色のシルトで、灰白色火山灰を粒状に混入する。全体的に

は自然堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕 出土していない。

第3号土坑 （第15図、第10図版）

〔位置・検出状況〕 調査区中央南西寄り、 AG-13-14、AH・AI -13・14グリッド中において検

出され、北側は調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕 第6号溝跡を切っている。

〔平面形・規模〕東西3.6m、南北の確認した

部分で (3.9m)の長楕円形を呈すると考え

られ、深さは確認面から1.2mを測る大型の土

坑で、断面形はすり鉢状を呈する。

〔堆積土〕10層の堆積層を確認した。堆積土

は酸化鉄を多く含む黒褐色のシルトで、灰白

色火山灰を粒状に混入する。全体的には自然

堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕出土していない。

第7号溝跡 （第16図、第10図版）

〔位置・検出状況〕 調査区中央、 AG-17からAF-18グリッドにかけて検出され、北側および南側

は調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕第8号 ・第9号溝を切っている。
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未戴 プロック
B 1 500m I-

層No 土 色 土 性 特 徴

1 IOYR I 7 / I 焦色 シルト 炭化物を若干混入する。

2 l0YR2/ l 黒色 シル ト 炭化物を若干混入する。

3 IOYR I 7 / I 黒色 シルト 炭化物を若千混入する。

4 10YR2/ 1 黒色 シル ト 灰白色火山灰を粒状に若干混入する。

5 IOYR5/l 褐灰色 シルト 灰白色火山灰、酸化鉄を多屈に混入する。

6 IOYR3/ I 黒褐色 シルト IOYR6/6 (シルト）を斑状に混入する。

7 IOYR2/ I 黒色 シル ト IOYR6/2 (砂） を斑状に混入する。

第14図第5号溝跡
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〔断面形・規模〕 上幅l.2m"'1.3m、下幅50cm"-'80cm、深さは確認面から60cmを測り、断面形は

逆台形を呈する。方向はN-25°-Eである。

〔堆積土〕 6層に分けられ、第2層から第6層までに灰白色火山灰を混入する。

〔出土遺物〕 底面から須恵器片が出土しているが、時期は不明 ぶ

である。

第8号溝跡（第16図、第10図版）

〔位置 ・検出状況〕 調査区中央、 AG-19からAF-18グリ

ッドにかけて検出され、北側および南側は調査区外におよん

でおり、南側で第7号溝跡と切り合っている。

〔重複関係等〕 第7号溝跡に切られ、第9号溝跡を切っている。

〔断面形・規模〕 上幅l.3m"-'1.7m、下幅80cm"-'l.lm、深さ

は確認面から20cmを測り、比較的浅い。断面形は逆台形を

呈し、方向はN-55°-Wである。

〔堆積土〕 4層に分けられ、黒褐色シル トを墓調としている。

〔出土遺物〕 底面から須恵器片が出土しているが時期は判然と

しない。

第9号溝跡（第16図）

第7・8・9号溝跡

〔位置 ・検出状況〕 調査区中央、 AG-19グリッドで第8号溝跡に切られ、 AF-17グリッドでさら

に第7号溝跡に切られ、 AF-16グリッドで調査区外におよぶ布堀状の溝である。

〔重複関係等〕 第7号 ・第8号溝跡によって切られている。

〔断面形・規模〕 上幅40cm、下幅10cm"-30cm、深さは確認面から底面まで25cmを測り、方向は

N-85°-Wである。

〔構造〕 第9号溝跡は幅40cm程度の布堀状の掘り方に丸太材を並べたものと考えられる。間隔は不規

則であり、材は抜き取られてしまっている。上部の構造は判然としない。

〔出土遺物〕 出土していない。

第5号土坑（第17図）

〔位置・検出状況〕 調査区東側、AD-27グリッドで検出された。

〔重複関係等〕第11号溝跡を切っている。

〔平面形 ・規模〕 直径70cmx70cmの楕円形を呈し、深さは10cm程度しかない。底部は平坦で、 壁

はほぼ直立して立ち上がる。

〔出土遺物〕出土していない。

第10号溝跡 （第17図）

〔位置 ・検出状況〕調査区東側、 AE-24グリッ ドからAD-26グリッドにかけて検出され、西端は

削平され、東端は第12号溝跡によって切られている。

78 



＋ |
|J
-―|
 

10 ＋
 

1 1 ＋ 12 ＋ 13 ＋ 14 ＋ 
C
T
 

AG 

／ 

第3号士坑

＋
 

＋ ＋ ＋
 

／ 

AH AH 

口
口
+cj 

Al 

口 O゚-

十

／ 
----------ーーシ

＋
 

十

゜AJ 

-------
---------―---= 

＋ 10 

＋ 

＋
 

1 1 

゜
----------
ー

／ 
___,, グ

／ニジ：

AT
 

12 ＋
 

第6号溝跡（底面）

ー
第1号土坑

B 1.000m トー

2M 

第15図 第1 号土坑•第2号土坑・第3号土坑•第6号溝跡

79・80 



＋ 16 ＋ 17 ＋ 18 

AF 

/
o
 
＋ 
／慮グ

AG 

＋ 16 

AT
 

B 1 500m 
f-

＋
 

I 
ヽ
,'n 

AF 
lfiNo 土 色 I:: 性 特 徴

I 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト 酸化鉄を1ヤl'i昆入する。

2 10YR3/ I 黒褐色 シルト 灰白色火山灰，スクモをラミナ状に多星に混

人する。

3 IOYR2/I 黒色 シルト 灰H色火山灰，スクモを斑状に多蘭に混入する。

4 10YR3/l 黒褐色 シルト 灰白色火山灰，スクモをラミナ状に多鼠に混入

する。

5 10YR2/l 黒色 砂質シルト IOYR6/4 (砂）を斑状に，酸化鉄を比較的多く

混入する。

f, lOYKl 7 /1 黒色 シルト 灰白色火iii灰，スクモをラミナ状に混入する，

第7号溝跡

AG 
c
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D 1.500m 
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。こ

Mーー・2 

/r1No L 色 _[_-_ 件 特 徴

I JOYR3 / 2 黒褐色 砂四シルト 酸化鉄を比較的多く i!t人する。

2 IOYR4/ cl にぶい黄褐色 砂四シルト 酸化鉄を比較的多く混人するC

3 IOYR3/ l 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混人する。

4 IOYR2/ I 黒色 砂質シルト
JOYR6/ 4 (砂）との混砂屑。酸化鉄を

比較的多く混人する。

第8号溝跡

第16図第7号溝跡・ 8号溝跡.9号溝跡
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第11号溝跡

屑No 土 色 土 性 特 徴

1 IOYR 3/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

2 IOYR 3/ I 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く 混入する。

3 IOYR 2/2 黒褐色 砂質シル ト
灰白色火山灰を粒状に若干、酸化鉄を

比較的多く混入する。

4 lOYR 2/3 黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を比較的多く混入する。

5 IOYR 2/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

6 lOYR 3/3 暗褐色 砂質シルト
IOYR 6/6 (砂）と の混砂層。灰白色火山
灰を粒に、酸化鉄を比較的多く混入する。

第12号溝跡

第17図第5号土坑• 第10号溝跡・ 11号溝跡・ 12号溝跡
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〔重複関係等〕第12号溝跡や複数のピッ トによって切られている。

〔断面形・規模〕 上幅l.Omを測り、深さは10cmに満たない。方向はN-60°-Eである。

〔出土遺物〕出土していない。

第11・12号溝跡 （第17図）

〔位置 ・検出状況〕調査区東側、AD-25・26グリッドからAD・AE-27グリッドにかけて検出

され、 両溝跡とも北側 • 南側が調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕第 11号溝跡は、第5号土坑に

よって切られる。また、第 11号溝跡が第12

号溝跡に重なった状況を呈し、第 11号溝跡

が第12号溝跡を切っている。方向は両溝跡と

もN-47°-Wである。

〔断面形• 規模〕第 11号溝跡は上幅90cm"-'

1.5m、下幅60cmを測り、断面はすり鉢状を

呈する。底面は平坦で壁の各所にテラスが見

られる。第12号溝跡は上幅2.0mを測り、壁は 第 5 土坑• 第11・12号溝跡

大きく開いて立ち上がり、底面はおおむね平坦であると考えられる。

〔堆積土〕第 11号溝跡 ・第12号溝跡とも黒褐色土を基調とし、自然堆積の様相を呈する。両溝跡とも

覆土中に灰白色火山灰を混入するが、特に第 11号溝跡中からは多量の灰白色火山灰が確認された。

〔出土遺物〕第12号溝跡覆土中から、土師器片が出土しているが、時期は判然としない。

第14号溝跡 （第18図、第11図版）

〔位置 ・検出状況〕 調査区東端、 AB-32グリッドからAC-30グリッドにかけて検出され、北側お

よび南側は調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕若干、小ピットによって切り合い関係があるの

みで、ほとんど確認されなかった。

〔断面形 ・規模〕上幅l.4m"-'2.0m以上、 下幅は70cm"-'l.lm

以上を測り、深さは確認面から20cmを測る。方向はN-

50°-Eである

〔堆積土〕 4層に分けられる。黒色を基調とし、自然堆積である。

〔構造〕底部東側側縁部に材木列を確認し、部分的に木材も出

土している。確認し得た掘り方の深さは、 5""10cmと極めて

浅かったため、本来布堀り状を呈していたのかどうかは判然と

しない。しかし、材木列は、溝跡の側縁に沿ってほぼ隙間無く

並べられており、その直径はl5"-'40cmを測る。また材木列は、 緩やかに屈曲している溝跡の北壁に

沿う状態で検出されたため、これに伴うものであると考えられ、柵等の施設ではないかと考えられる。
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料No ± 色 土性 特 徴

I IOYR3/I 黒褐色 シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

2 IOYR2/I 黒色 シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

3 IOYR I. 7 /3 黒色 シルト 10YR6/3 (シルト打砂）を斑状に若干、
酸化鉄を比較的多く混入する。

4 10YR2/l 黒色 シルト IOYR7/3 (砂）との混砂陪。酸化鉄を比
較的多く混入する。

第18図第14号溝跡

〔出土遺物〕木材が部分的に残存している以外には、時期決定の要因となる遺物は出土していない。
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I . 調査の経過

D地点は、 C地点の北東端部から始まる東西に延びる部分である。この地点の調査は、ほ場整備に

よる水路の掘削によって破壊されてしまう部分について、幅5mのトレンチを掘削して実施した。調

査区は、農道によって分断されてしまう所から西を西側トレンチ、東を東側トレンチとして便宜的に

区分した（第2部第14図）。総掘削面積は、 830m2である。

D地点の発掘調査は、平成9年4月24日から実施し、重機による表土掘削の後、遺構の検出、平断

面図の作成、写真撮影等を実施し、 7月15日に終了した。

調査の結果、竪穴状遺構 l基、井戸跡 l基、土坑8基、溝20条などとともに、多数のピットを検出

し、古墳時代前期、奈良• 平安時代、中世と考えられる土器片や木製品等が出土した。

II. 基本層序

D地点の層序は、 I "'V層に分けられ、地形的には西側トレンチ西端部から東に向かって下降し、

東端部付近でピー クを迎え、東トレンチで再度下降し、また上昇するといった地形の下降 • 上昇の繰

り返しが見られ、高まった部分には、竪穴状遺構や井戸跡、ピットなどが見られ、低い部分からは溝

跡等が検出されている。D地点は遺跡を東西に横切る地点であり、以上の事実は、最も標高が高い西

側トレンチ西部から地形が単純に下降して低湿地におよぶのではなく、東側トレンチの東端に至るま

でに何回かの居住可能域が存在することを示唆するものである。

D地点の基本土層は、 I "'VI層に分けられる。

第 1層 ：表土であり、全体的にしまりは弱い。A-I地点からこの地点域にかけて、ほぼ普遍的に

見られる耕作土であり、黒褐色を呈する。

第II層： 水田の最下面の層であり、しまりがある。灰色を呈し、酸化鉄を多量に混入する。

第Ill層 ：黒色のシルトであり、粘性が強く、酸化鉄を多量に混入する。

第IV層 ：黒色のシルトであり、遺構 ・遺物包含層である。地点によっては、黒色を呈し灰白色火山

灰粒子を混人しており、時期的には、平安時代以降の堆積土であると考えられる。

第v層： 灰黒褐色を呈し、古墳時代のものと考えられる層である。

第VI層：地山漸移層であり、灰色を呈する。地山ブロック（黄褐色）を多量に混入しており、氾濫

による影響を受けていると考えられる。

R ⑱ c ⑪ e 

二ロニニニ亨麟彎髪三□三：
1.000m 

0.500m 

Om • •• 遺構

第 1図層序模式図

89 



また、 地山は、暗灰褐色の砂質シル トであり、酸化鉄を多量に混入する。

Ill. 発見された遺構と遺物

第 1 号井戸跡（第 4 図～第 7 図 、 第12• 27• 45図版）

〔位置・検出状況〕 西側 トレンチ調査区北西隅 -----

付近、 BU-7グリッド中において検出され

北側は調査区の北壁におよんでいる。

〔重複関係等〕 重複は認められなかった。

〔平面形・規模〕 1.8m x 1.8mの隅丸方形に近

い楕円形を呈し、深さは確認面からl.lmを測

る。

〔堆積土〕 掘り方埋土は黒色、暗灰黄色等の砂

質シルトである。井戸枠内堆積土も黒色または灰黄色等の砂質シル トであり、自然堆積土であると考

えられる。

〔内部の状況〕 壁はほぼ垂直、ないしはやや外側に開く形で立ち上がり、底面は平坦である。内部の

北寄りには、 くり抜きの井戸枠が据えられていた。井戸枠の底面は、地山の砂層まで達しており、そ

の大きさは53cmx60cmの楕円形を呈し、高さは30cmを測る。この井戸枠は、中央部に据えられ

ておらず、 北側の壁に近い部分に配されていた。遺物は全て井戸枠の内部からのみから しか発見され

ておらず、当井戸跡に伴うものであると考えられる。井戸枠内での遺物の出土状況は、枠内の上面か

ら底面までほぼまんべんなく出土しており、井戸が使用されている段階で内部に入り込んだものであ

ると考えられる。

〔出土遺物〕底部付近から上器が複数出土している。以下に図示し得たものについて説明を加える。

lは壺の口縁部でありハケ調整の後ミガキが施され、口唇部にはさらにヨコナデが施されている。2

は壺の体～底部である。外面にはミガキが、内面にはヘラナデが施されている。3はやや大型の甕で

あり、底部を欠く。口縁部は短く、やや内湾気味に立ち上がる。外面には深いハケメが全面に施され、

胴下部には輪積痕を残す。内面は口縁部がハケ調整、 胴部はヘラナデがそれぞれ施されている。特に

2、3は体（胴）部～底部にかけて、ススが多量に付着しており、このようなことから、日常生活に

使用されていたと推測される。これらの土器は、みな古墳時代前期の塩釜式に位置づけられると思わ

れ、第 1号井戸跡からは、以上の他にも土器片が出土しているが、いずれも小片であり、器形を推測

し得るものはなかった。また、井戸跡の覆土（第 l層）から玉状の土錘が1点出土しているが、恐ら

＜井戸跡の廃絶後流れ込んだものと考えられる。4 (第7図）は井戸枠であり、材質はクリである。

平面形は楕円形を呈し、大きさは外径が53cmx60cm、内径は3lcmx39cmあり、厚さ は最も厚い

部分で8.4cm、薄い部分で2.5cmを測る。最も厚い部分は枠の底面にあり、薄い部分は上部にある。
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陪No 土 色 士性 特 徴

l IOYR2/3 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

2 2.5Y4/2 暗灰黄色 砂質シルト 2.5Y7 /6 (砂）との混土附。

3 2 5Y3/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を若干混入する。

4 2.5Y3/ 1 黒褐色 砂質シルト 2 5Y7 /6 (砂）を斑状に若干混入する。

5 10YR3/ 1 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を若干混入する。

6 2 5Y4/2 暗灰黄色 砂質シルト 2 5Y7 /6 (砂）と の混土層。

7 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト 2.5Y7 /6 (砂）を斑状に若干混入する。

8 2.5Y4/2 暗灰黄色 砂質シルト 2.5Y7 /6 (砂）との混土摺。

， 7.5Y2/ I 黒色 砂質シルト 25Y7/6(砂）を斑状に若干混入する。

10 5Y2/l 黒色 砂買シルト 2 5Y7 /6 (砂）を斑状に混入する。

II 2.5Y4/2 暗灰黄色 砂質シルト 2.5Y7 /6 (砂）との混合層。

12 7.5Y2/l 黒色 砂質シルト

13 5Y3/l オリープ黒色 砂質シルト 2.5Y7 /6 (砂）を斑状に若干混入する。

第4図 第 1号井戸跡平断面図

井戸枠の底部はおおむね平坦である。また切り離されたと考えられる部分が認められた。枠の内部は

くり抜かれているが、内部のエ具痕跡は判然としない。また外面には表皮が残存している部分が認め

られた。
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外 面 内 面 器高 口径 底径

l 土師器 壺 第1号井戸 ［口］ハケ メ→ミガキ→ヨコナデ ［口］ミガキ→ヨコナデ (JO 5) (214) - 口縁郎
27 

跡底而 破片

2 土師器 壺 第1号井戸 ［体］ミガキ、［底］ヘラケズリ ［体］ヘラナデ、 ［底］ヘラナデ 02 0) (5 0) 口縁部 27 
跡底面 欠lfl

3 土師器 甕 第J>}井戸 ［口］ハケメ［胴］ハケメ ［口）ハケメ［胴］ヘラナデ (23 0) (17 5) - 底部 27 
跡底面 欠柑

No 種別 形状 出土場所 讚 整 の 特 徴 法量 (cm) 残存 写真図版

4 土錘 土玉状 第1号井戸 45X45X(孔径）07X06 完形
跡覆士

第 6図第 1号井戸跡出土遺物

第 1号土坑（第 8図）

〔位置・検出状況〕 調査区西側、 BT-10グリッド中において検出され、北側は調査区外におよんで

いる。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔平面形・規模〕北側が調査区外におよんでいるため、 全体は判然としないが、東西2.5mの楕円形を

呈する と考えられ、深さは確認面から90cmを測る。

〔内部の状況〕 壁は緩やかに外側に開いて立ち上がり、底面は平坦に近い。

〔出土遺物〕出上していない。

竪穴状遺構（第 9 図～第10図、第13• 28図版）

〔位置・検出状況〕西側トレンチ調査区の西側、 BSから BT-12グリ ッドにおいて検出され、遺構

の北側は調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕 南側の一部をピットによって切られる。

〔平面形・規模〕北側が調査区外におよんでいるため、全体の規模は不明であるが、東西2.8m、南北

(2.0m)の不整形を呈する。
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第7図 第 1号井戸跡井戸枠実測図
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〔堆積土〕 黒褐色の砂質シルトを基調とし 6

層に分けられる。堆積土中に炭化物を含む

層が認められた。

〔内部の状況〕 壁はやや外側に開く形で立ち

上がり、底面はほぼ平坦である。床面と認

定し得る硬質の部分は発見することができ

なかった。また柱穴等の施設も発見されな

かったが、底面の周囲に周溝状の小溝を確

認している。

〔出土遺物〕覆土及び底面直上から土師器片および器台が出土している。器台は内外面ともミガキが

施され、脚部には円窓が認められない。古墳時代のものであると考えられる。この他にも、赤彩され

ミガキが施された壺の口縁部や体部の破片や、ハケメを有する甕の胴部・底部破片などが出土してい

る。これらは、その特徴から、古墳時代前期のものであると考えられる。

第4号溝跡 （第11図）

〔位置・検出状況〕調査区西側、 BS "'BU -12"-'13グリッド中において検出され、南側は調査区外

におよんでおり、北側は調査区の壁付近で収束する。

〔重複関係等〕 認められなかった。

〔断面形・ 規模〕 上幅20cm"-'60cm、 下幅15cm"-'40cmを測り、 断面形はすり鉢状を呈する。方向

はN-25°-Eである。

〔出土遺物〕 出土していない。

第 5 号溝跡 （第12図～第14図 、 第13• 28・45図版）

〔位置・検出状況〕 調査区西側から南へ延びるトレンチを掘削した。このトレンチは、当初E地点と

して調査していたが、 D地点として取り扱うこととしたい（南側トレンチ）。第5号溝跡は、このト

レンチ内のBU"-'BW-15グリッド中において検出した南西から北東へ延びる溝跡であり、東側およ
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層No 土 色 土 性 特 徴

I a 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト 炭化物、焼土粒を若干混入し、酸化鉄を若干

混入する。

I b IOYR2/ I 黒色 砂質シルト 炭化物、焼土粒を若干混入し、酸化鉄を若千

混入する。

2 IOYR2/ I 黒色 砂質シル ト 2.5Y7 /6 (砂）を斑状に多位に混入し、

酸化鉄を比較的多く混入する。

3 IOYR3/l 黒褐色 砂質シルト 25Y7/6 (砂）を斑状に多且に混入し、

酸化鉄を比較的多く混入する

調 整 の 特 徴

NO I器種I器形I出土場所
外 面 内 面 底径

残存I写立図版

I I土師器I器 台I竪穴状副 ［口〕ヨコナデ、 ［器受］ミガキ、 ［脚］ミガキ
構

［口］ナデ、 ［器受］ミガキ、
［脚］ミガキ

裾部欠 I 2s 
捐

第9図 竪穴状遺構
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第10図竪穴状遺構遺物分布図

び西側は調査区外におよんで

いる。

〔重複関係等〕 認められなか

った。

〔断面形・規模〕上幅3.4m、

下幅3.lmを測り、 北側に向

かって非常に緩やかに立ち上

がる。

〔出土遺物〕 第5号溝跡から

は、土器、木製品などが出土

している。 1は南西端部から

出土した土師器内黒の坪であ

る。底部はヘラケズリであり、外面は丁寧なミガキによって調整が施されている。内面は、黒色処理

されており、奈良時代の国分寺下層式と考えられる。2は鉢である。口縁部に指頭による溝が作出さ

れ、球胴形の体部を持つ。外面は磨滅しているが、内外面ともに丁寧なミガキが施され、黒色処理さ

れている。3は袋状鉄斧の柄と考えられる。材質はカヤであり、幹を斧台部とし、そこから外側に延
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附Nol ± 色 I士性 特 徴

1 I 2.5Y3/ 1 黒褐色 砂質シルト12.SY6/6(砂）を斑状に若干混入し、酸

化鉄を比較的多く混入する

第11図第4号溝跡

びた枝を柄部として作出しており、斧台部の裏面が欠損している。全長は57.5cmを測り、 斧台部の

長さは17.6cmである。斧台部は先端から3.8cmのところまで装着用の削り込みがなされ、細くなっ

ている。また、柄部には所々に指頭大の扶りが入りその周囲は焦げている。滑り止めのために造出さ

れたものであるとも考えられる。斧台部は、横幅よりも縦軸方向の長さが長く作られていることから、

縦斧状の柄であると考えられる。
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第12図第5号溝跡

10cm 

の
NO I器種I器形I出土場所

調 整 特 徴

外 面 内 面

I I土師器I杯 I底 面 I[口］ ミガキ、［体］ミガキ、［底］ヘラケズリ
2 土師器 鉢 底面 ［口］ミガキ、［体］ミガキ（黙色処理）

［口］～［底］ミガキ（黒色処埋）

［口］～［底］ミガキ（黒色処理）

醗 …黒色処理

法Ii!(cm) 
残存 写真図版

口径 底 径

4 o I 13.3 97 完形 28 

11.0 I 10.4 6.3 8/10 28 

第13図第5号溝跡出土遺物
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NO I種別I器 種
全 長I斧台長I斧台幅I斧台厚I柄部長I柄部径I装行長I起行附iJI装府厚I装沼財

こ
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／
 

゜
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10cm 

(cm) 
特徴・備考 暉渭貫I写真図版

3 I斧柄I斧頭柄I57.5 I 17.6 I 6.o I s.o 2.5 I 4.o I 0.5) I 2.3 I 2.5 I 斧台部吸面欠損。柄部に指頭大の扶りあり。 IヵャI奈良I45 

第14図 第5号溝跡出土手斧柄
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第10号溝跡 （第15図）

〔位置・検出状況〕 調査区西ト レンチ西側BR"-'BT-16"-'17グリッド中において検出され、北側お

よび南側は調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕第8号溝跡と調査区の南壁に

かかって検出されだ性格不明遺構を切って

いる。

〔断面形・規模〕 上幅2.7m,--..,3.lm、下幅

l.3m,--..,2.3mを測り、壁は外側に向かって

緩やかに開く形で立ち上がる。また、深さ

は、確認面から50cmを測る。

〔堆積土〕 5層に分けられ、黒色を基調とした砂質シル トの自然堆積層である。

〔出土遺物〕出土していない。

第11号溝跡・第12号溝跡 （第16図、第14・41図版）

〔位置 ・検出状況〕 調査区西トレンチ西側、 BQ,..__,BS-18,--..,20グリッド中において検出され、北側

および南側は調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕第 11号溝跡と第12号溝跡は

Y字状に連接した状態で検出されたが、切り

合い関係は不明であり、同時期に存在した

可能性も考えられる。

〔断面形・規模〕 第 11号溝跡は上幅2.3m,..__,

2.5m、下幅50cm,..__,l.lm、第12号溝跡は上

幅I.Sm、下幅90cmを測り、ともに壁は外

側に向かって緩やかに開く形で立ち上がる。また、深さは、確認面から30cmを測る。

〔出土遺物〕覆土上面から石鏃が1点、またその下方からハケメが認められる土器片や赤彩された土

器の破片が出土しており、古墳時代前期のものと考えられる。

第13·14号溝跡 （第17図 、 第14• 28• 46図版）

〔位置・検出状況〕 西側トレンチ調査区中央

東寄り、BP,--..,BR-20,--..,22グリッド中に

おいて、切り合い関係をもって検出した。第13

号溝跡はU字状に屈曲し、その両端部とも調

査区の南壁外におよんでいる。また、第14号溝

跡は、調査区を南北に横切り、両端部はそれぞ

れ調査北および南壁外におよんでいる。第

14号溝跡の方向はN-35°-Wである。
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No 器 種 出上地点 計測値 (cm) 石 材残 存
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備 考 写兵図版

41 

第16図第11・12号溝跡

〔重複関係等〕 第13号溝跡の東側端部におい

て切り合い関係が認められ、第14号溝跡が

第13号溝跡を切っている。

〔断面形・規模〕 第13号溝跡は上幅l.lm"-'

2.9m、下幅40cm"-'l.8m、断面形は逆台形

を呈し西壁は緩やかに外側に開く 。また、

確認面からの深さは40cmを測る。第14号

溝跡は上幅l.Om"-'l.3m、下幅50cm"-'

80cmを測り、断面形は逆台形を呈する。確認面からの深さは20cm"-'30cmを測る。両溝跡とも底

面は比較的平坦である。
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〔堆積土〕第13号溝跡はV層下面から掘り込まれており、古墳時代の遺構の可能性がある。当溝跡が

大きく屈曲していることも加味した場合、方形周溝墓の可能性も考えられる。堆積土は4層確認され、

砂質シルトである。第14号溝跡は3層の堆積土が確認され、自然堆積の様相を呈している。

〔出土遺物〕第13号溝跡からは古墳時代前期のもの と考えられる土器片がまとまって出土している。

第14号溝跡からは、底面直上付近から土器、土製品、木製品が複数出土している。 lは小型の高杯と

考えられる。 比較的丁寧な ミガキが施され、内外面ともに赤彩されている。 2は玉状の土錘である。

3は挽物の椀であり、口縁部および高台部の一部を欠損している。4"-'6は板状の加工木片である。

共に柾目であり、 5と6は湾曲している。

第15・16号溝跡（第18図、第15・28図版）

〔位置・検出状況〕 西側トレンチ調査区東側 BO""'BR -21 "-'25グリッド中において、切り合い関係

をもって検出し、両溝とも調査区の北および南壁外におよんでいる。方向は第15号溝跡がN-70°― 

W、第16号溝跡がN-45°-Eであり、第15号溝跡に切られる形で検出した。

〔重複関係等〕 第15号溝跡が第16号溝跡を切っており、第16号溝跡の南側端部は第15号溝跡に切られ

て終了している。

〔断面形・規模〕 第15号溝跡は上幅1.2m""' 

2.4m、下幅l.Om"-'2.lm、断面形は逆台形

を呈し、確認面からの深さは60cmを測る。

第16号溝跡は上幅l.Om"-'l.3m、下幅80cm

"-'l.lm、断面形は逆台形を呈し、確認面か

らの深さは25cmを測る。

〔堆積土〕 第15号溝跡はV層下面から掘り込まれており、古墳時代の遺構と考えられる。堆積土は2

層確認され、砂質シルトである。

〔出土遺物〕第15号溝跡の覆土から円形浮文を持つ土師器の破片が出土しており、外面に撚糸文 (L

R)が施文されている。 また、第16号溝跡の覆土からも、ハケメが施された土器片が出土しているた

め、古墳時代前期と考えられる。 一 直＂り；

土器集中地点（第19図、第15・29図版）

第15号溝跡および第16号溝跡の東側に土

器の集中地点を確認した。この集中地点は

B P ""'BR -24"-'26グリッド中において、

2.0X6.5mの範囲に広がってお り、掘り込

みは確認していない。土器はほとんどが破

片であり、土師器である。一部に器台の脚部や甕の口縁部と考えられる土器も見られるが、表面の磨

滅が激しく、器形等から古墳時代のものと考えられる。多 くの破片が第V層中から発見されているが、

その上層 （第 I層、第II層）にも認められた。後世の攪乱によって混入した可能性も考えられる。
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第2号土坑 （第20図～第21図、第41・47図版）

〔位置・検出状況〕 西側トレンチ調査区東側

BM"'B N-30"-'32グリッド中において検

出し、北側は調査区の北壁外におよんでい

る。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔平面形・規模〕 不整形を呈すると考えられ

東西4.7m、南北 (2.4m)を測り、確認面

からの深さは80cmを測る。
""'""""'''' 

〔堆積土〕7層確認され、ともにシルト質の土層で自然堆積の様相を呈する。

〔内部の状況〕 壁は外側に開きながら立ち上がり、南側から東側にかけて、テラス状の平坦面を有す

る。また、井戸枠の一部と考えられる板材が出土しており、井戸として機能していた可能性がある。

〔出土遺物〕 土器、石製品、木製品等が出土しており、 土坑の東側テラス部分に集中して発見された。

lは中世陶器の甕の口縁部破片である。口径が55cm以上あり、大型の土器である。2は加工痕があ

る石製品であると考えられる。3"'5、7は加工された板材であり、 5は中央部に孔を有する。6は

曲物の一部であり、井戸枠であった可能性が考えられる。

柱跡群 （第2図）

西側トレンチ調査区の西側と東端部から多数のピットが検出された。これらのピットは調査区の他の部

分からはほとんど検出されておらず平面形が

長楕円形を呈し、配列に規則性が見られるも

ので、柱跡群としてとらえることとした。し

かし調査区全体の高低差を考えた場合、これ

らのピットは地山直上から検出されたものの

みである。

〔調査区西側の柱跡群〕柱跡群は調査区西側

端部から E地点との合流点 (BT"-'BU-13

"'14グリッド）あたりまで広がっている。ピ

ットの形状は円形の小型のものや楕円形、不

整形のもの等さまざまであるが、A地点にお

いても検出された特徴的な長楕円形のピッ

トが多数検出されている。規模は20cm"-'

40cmのものがほとんどであり、一定の方向

を持って並ぶ可能性をもった複数のピット

が確認された。しかし、明瞭なつながりを持っ
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ll'!No 土 色 土性 特 徴

I l0YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 酸化鉄を若干多く混入する。

2 IOYR3/2 黒褐色 シルト 酸化鉄を比較的多く 混入する。

3 IOYR3/3 暗褐色 シル ト 酸化鉄を比較的多く混入する。

4 2 5YR4/ l 黄灰色 砂賀シル ト 酸化鉄を若干混入する。

5 5Y4/2 暗灰色 砂灯シル ト 醸化鉄を比較的多く浪入する。

6 5Y3/l 黒褐色 砂打シル ト 酸化鉄を比較的多 く視入する。

7 5Y2/l 黒色 砂'l'l'シル卜 酸化鉄、 スクモを若干混入する。

第20図第2号土坑
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隕 整 の 特 微 法鼠 (cm)
NO 器種 器形 出土場所

I 器科口径 l底 径
残存 写真図版

外 面 内 面

I 陶器 甕 覆 土 ［口］ロクロナデ、 ［胴lロクロナデ l [口］ロクロナデ、 ［胴Joクロナデ (II 7) (56 01 I -口緑部
破片

2 器 種 出土地点 I 計猜Iii(cm) 石 材 I残存 備 考 写仄図版

石製品 底面 I034) x77x38 スレート 1基韻欠損 41 

NO 1!11 別 遺構 H 位 残存 瀾定frti(cm) 樹種 時期年代 傭 身 写真図版

3 加工木片 底面i 完形 20 7 X 2 6XQ 3 47 

4 加工木片 底面 (155)X37xQ3 47 

5 加工木片 底面 IO 3x3 sxo 9 中央部に孔あ り 47 

6 曲物 底面 4 3 X (13 8) XQ 4 47 

7 加工木片 底面 (9 OJ x 5xO 3 47 

第21図第2号土坑出土遺物

たものは確認することができなかった。しか

し調査区西壁付近から検出されたピッ トに

ば柱痕が残存しているものがあり、何らかの

建物跡の可能性がある。また、時期については

第W層から掘り込まれているこ とから、奈

良 • 平安時代以降のものである可能性が強 守

し)

゜
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〔調査区東側の柱跡群〕この地域から検出されたピッ トにも西側で検出されたものと同様に長楕円形

を呈し、 一定の方向性を有するものが認められ、規模も西側のものに準じている。しかし、建物とし

ての状況を把握するには至らなかった。

第3号土坑.4号土坑.5号土坑（第22図）

〔位置・検出状況〕東側トレンチ調査区西側端部、 BL"'BM -39'"'-40グリッド中においてそれぞれ

隣り合って検出された。

〔重複関係等〕認められない。

〔平面形・規模〕第3・4・5号土坑とも円形

に近い楕円形を呈し、第3号土坑はl.3mx

1.4m、第4号土坑は1.6mx 1.8m、第5号

土坑は2.0mx 2.lmを測る。底面は平坦で

確認面からの深さは第 3・4号土坑が

70cm、第5号土坑が80cmを測る。

〔内部の状況〕 3つの土坑の壁面には全てに

テラスがあり、底部は水溜のような状況になっている。このため、これらの土坑は素掘りの井戸であ

った可能性が強い。

〔出土遺物〕時期を決定するような遺物は出土していないが、第5号土坑の底面付近から比較的大型

の加工された板材が出土している。

第17号溝跡（第23図）

〔位置・検出状況〕東側トレンチ調査区西側BJ"'BL-43"' 

44グリ ッド中において検出し、溝跡の両端部は調査区の北およ

び南壁外におよんでいる。方向はN-16°-W、であり、内部に

布掘状のピットを有する。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔断面形 ・規模〕 断面は逆三角形を呈し、上幅は40cm'"'-80cm、

下幅10cm'"'-40cmを測る。また底面のピットは径10cm"'

25cmを測り、配置に規則性はない。底面から確認面までの深

さは25cmを測る。

〔堆積土〕第m層上面から掘り込まれており、砂質のシルトを基

調とする。

〔出土遺物〕出土していない。

第18号溝跡（第24図、第48図版）

〔位置・検出状況〕東側トレンチ調査区東側BG'"'-BJ -51'"'-53グリッド中において検出し、 溝跡の

両端部は調査区の北および南壁外におよんでいる。方向はN-15°-W、である。
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第22図第 3 号土坑• 第 4 号土坑• 第5号土坑

〔重複関係等〕 調査区南壁の土層断面によれ '' 

ば、第18号溝跡の上層に遺構が存在し、当溝跡

と重複している。断面のみの観察なので、全容

は判然としない。

〔断面形・規模〕 断面は逆台形を呈し、上幅

はl.Om"-'l.4m、下幅60cm"-'90cmを測る。
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/RNo I 土 色 I土性 特 徴

瓢
I I 5Y3/l オリープ黒色 I砂質シル トI酸化鉄を若干混入する。

2 I 5Y6/4 オリープ黄色 Iシル ト質砂

第23図第17号溝跡

底面はほぼ平坦で、確認面からの深さは40cmを測る。

〔堆積土〕 V層中から掘り込まれており、灰色の砂質のシルトである。

〔出土遺物〕 底面付近から加工木片が1片出土している。

第8号土坑 （第24図）

〔位置・検出状況〕 東側ト レンチ調査区東側

B H-53,..._,54グリッド中において調査区の

南壁にかかって検出された。

〔重複関係等〕 認められない。

〔平面形・規模〕円形に近い楕円形を呈し、

直径は約2.5mを測る。底部はほぼ平坦で、
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確認面からの深さは70cmを測る。壁は外側に開く形で立ち上がる。

〔出土遺物〕出土していない。

第19号溝跡 （第25図、第48図版）

〔位置・検出状況〕 東側トレンチ調査区東側BF,.....,BG-56,.....,57グリッド中において検出し、溝跡の

北端部は調査区の北壁外におよび、南側は調査区内で途切れている。方向はN-15°-Wであり、内部

に多数の小ピットを有する。検出状況から見て、溝状遺構の底面部分が検出されたものであると考え

られる。

〔重複関係等〕 認められなかった。

〔断面形・規模〕 底面部分のみの検出であるため、断面形や壁の状況などは判然としない。形状も極

めて不規則であり、確認された幅は20,.....,70cmである。また底面のピットの配列に規則性はない。確

認面からの深さは10cm程度である。

〔出土遺物〕加工された木片が出土している。

十 56 ＋
 

57 ＋
 

BF 

[
‘、――

十
◎ 

@@ g, ;/ 

(P 0 

ーロ一

麿
クロG

:

/

 

B
 

BG 

ct? 
゜

5
 

10cm 

＋
 

2M 

N叶―こ二
1 加工木片

遺構・層位

第19号溝跡底面

残存 I:t測値 (cm) I樹 種 1時期 ・年代 I 備
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考 1写真図版

48 

第25図 第19号溝跡、第19号溝跡出土遺物
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柱跡群 （第3図）

調査区東端部からは、西側トレンチと同様に長楕円形の形状

を有するピット群が多数検出されている。これらピット群はB

G"-'BH-55グリッドから調査区東端部 (BE"-'BG-59グ

リッド）にかけて分布しており、その間には第19号、第20号溝

跡が検出されている。ビットの規模は最大のもので80cmx

50cm、最小のもので30cmx20cmである。しかし、明瞭な

配列を確認できたものはなかった。

遺構外出土遺物（第26図、第29・48図版）

lは土師器の甕の口縁部～頸部の破片である。頸部には、指

頭による圧痕が認められ、外面はナデによる横方向の調整が施

されている。古墳時代前期のものであると考えられる。2は中

央部に径3cm程の孔が穿たれた木製品の一部である。材はス

ギで、両面を削って平坦にしており、方向は柾目である。大き く湾曲した縁辺部にも工具によ る面取

りがなされている。

゜
5
 

10cm 

-(_ )-

調 整 の 特 徴 法屈 (cm)
NO 器種 器形 出士場所 残存 写真図版

外 面 内 面 器高 口径 底径

I 土師器 甕 迫構外 ［口］ヨコナデ、 ［頸］貼付隆帯に指頭圧痕 口緑部 29 
破片

NO 種 別 I 遺 構・ li'J 位 I残存 I測定紺 (cm) I 樹 種 1 時期 ・年代 備 考 写真図版

2 加工木片 I遺構外 I 1/2 I 22 5X9.7Xl.5 I スギ I 中央部に孔 48 

第26図遺構外出土遺物
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I . 調査の経過

E地点は、 D地点の北東端部から始まる。ほ場整備による水路の掘削によって破壊されてしまう部

分について、幅Smのトレンチを掘削して調査を実施した。総掘削面積は、 830m2である。

調査は、平成9年4月24日から実施し、重機による表土掘削の後、遺構の検出、平断面図の作成、

写真撮影等を実施した後、 7月15日に調査を終了した。この結果、土坑2基、溝跡12条、性格不明遺

構3基を検出した。

F地点は、 E地点の北側トレンチ南側から始まる。ほ場整備による当地点の工事は面工事とな り、

多く の部分が削平されてしまうことになっていたため、東西21.0m、南北36.0mの部分を面的に調査

するに至った。総掘削面積は756m2である。調査は平成9年7月16日から実施し、 一連の調査過程

を実施した後、平成9年9月13日に終了した。この結果、 5基の土坑、 4条の溝跡の他、 3ケ所の土

器集中地点を検出した。

なお、 E地点と F地点は接しており、 E地点北側トレンチの第9号溝跡と、 F地点西側の第4号溝

跡は、同一の遺構として扱うこととする。

II. 基本層序

1 . E地点

E地点は南側が低く、北側に向かってやや高く なっている。特に北側 トレンチは、微高地に位置し

ていると考えられ、 多くの遺構が良好な状態で検出されることが予想されたが、 後世の耕作等による

削平が進んでお り、 表土から地山まで30cm程度の深さしかなかった。層序は、 I "'ill層に分けられ、

黒色のシルトを基調とする。

第 l層 ：表土であり、耕作土である。

第II層： 黒褐色を呈し、灰白色火山灰を粒子状に若干混入する。平安時代以降の層である と考えられ

る。

第Ill層 ：黒色を呈し、地山ブロックを比較的多く混入する。古墳時代の遺構はこの層から掘り込まれ

ている。

2. F地点

F地点は中央部がやや高く、縁辺部に向かって若干下降している。F地点の南側土層断面の層序模

式図によれば、当地点の中央部にやや高まった微高地が存在することがわかる。この微高地は、小規

模な浜堤の可能性も考えられる。層序は、後世の削平が進んでいたため、 2層に分けられたのみであ

ったが、黒色のシル トを基調とする砂質のシル トである。

第 1層：表土であり、耕作土である。
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第II層： 黒褐色を呈し、灰白色火山灰を粒子状に若干混入する。平安時代以降の層であると考えられ

る。

なお、古墳時代のものと考えられる士層については、後世の削平等により失われてしまっている。

当地点では、古墳時代前期と考えられる遺構がまとまって発見されているが、それらはみな底面に近

い部分が検出されているのみであり、上部はすでに削平されてしまっていると考えられる。
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c
 

1.500m 

□ 三三三三□二二三二二
…遺構

R 

第 1図 E地点層序模式図

<B) 
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c
 

1.000m 

0.500m 

1.500m 

1.000m 

0 500m 

…遺構

第2図 F地点層序模式図

Ill. 発見された遺構と遺物

1 . E地点

第4号溝跡・ 5号溝跡・ 6号溝跡（第6図）

〔位置・検出状況〕南側トレンチ調査区北

側BK'"'-'BL-11、12グリ ッド中におい

て検出した。

〔重複関係等〕 認められなかった。ただ第

5号溝跡と第6号溝跡は、西側の調査区外

で切り合い関係を有している可能性があ

る。

〔規模〕 第 4 号溝跡は上幅29cm~40cm、

下幅22cm程度、第 5 号溝跡は上幅40cm~80cm、下幅20cm~60cmを測り、深さは20cm~

30cm程度の比較的小規模な溝跡である。方向は第4号溝跡がN-75°-W、第5号溝跡がN-62°― 

W、第6号溝跡がN-80°-Wである。

〔出土遺物〕 遺物は出土していない。
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調 整 の 特 徴 法屈 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残 存 写且図版

外 面 内 面 器 高 口径 底径

l 土師器 壺
土器集中

［口］ハケメ→ヨコナデ→ミガキ ［口］ ヨコナデ→ミガキ (7 I) 13 4 
口縁部 29 

地点 破片

2 土師器 壺 土器集中 ［口］ヨ コナデ、［頸］ヘラ状工具による圧痕 ［口］～［類］ヨコナデ (6 2) (14 8) 口緑部 29 
地点 破片

3 士師器 器台
土器集中

［脚］ミガキ ［脚〕ヨコナデ、ケズリ (6 4) （裾径） 脚部 29 
地点 16.7 破片

第6図 第4号溝跡・ 5号溝跡・ 6号溝跡、土器集中地点出土遺物
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土器集中地点 （第6図、第16・29図版）

〔位置・検出状況〕 南側 トレンチ調査区北

側BJ-11グリッド中において土器がまと

まって出土した。 これらの土器は東西

80cm、南北60cmの範囲から出土してい

る。明確に掘り込みと判断し得るものは検

出されなかったため、土器集中地点として

扱うこととした。

〔出土遺物〕 図示できたものは 3点である。

lおよび2は壺の口縁部である。1は口縁部は直立し、外面はハケメ、ナデ、ミガキが、内面はナデ、

ミガキが施される。2は内外面ともヘラナデが施され、頸部付近にヘラ状工具によるものと考えられ

る圧痕が見られる。3は器台の脚部である。裾は大きく外側に広がり、円窓は3つ存在する。外面に

は比較的丁寧なミガキが施され、内面はヘラナデがはいる。以上の土器は全て古墳時代前期に位置づ

けられると思われる。

第9号溝跡 （第7図、第16図版）

〔位置・検出状況〕北側 トレンチ南側、 AU'"'-'AX-7'"'-'9グリ ッドにおいて検出され、西側は調査

区外に、東側はF地点におよんでいる。第9号溝跡は、 F地点においては第4号溝跡として検出した。

この溝跡は、 F地点を南北に横切り、南端部は南壁に至って調査区外に及んでいる。

〔重複関係等〕 認められなかった。

〔断面形・規模〕 断面形は逆台形を呈し、壁は大きく外側に開き

ながら立ち上がる。底面は平坦で湧水が認められ、確認面からの

深さは50cmである。溝跡の上幅はl.9m'"'-'2.5mであり、下幅は

l.4m'"'-'l.2mである。

〔堆積土〕第9号溝跡は時期的には新しいものである可能性が高

い。堆積土は黒褐色を基調とするややグライ化した腐食土であり、

基本土層中には見られない土層である。

〔出土遺物〕 覆土中から砥石と木製品などが出土している。 1は

砥石であり、珪質頁岩製である。長方形を呈し、表裏および側縁

に擦痕が認められる。2は杭状の木製品であり、柾目で面取りが

なされ、先端部は削って尖らせている。第9号溝跡からは、この

他にも陶器類の破片が出土しているが、新しいものであり、近世

以降のものであると考えられる。
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第7図 第9号溝跡・出土遺物
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第10号溝跡（第8図）

〔位置・検出状況〕北側トレ ンチ北側、 A

J"-AK-4"-5グリッド中において検出

され、西端および東端はそれぞれ調査区外

におよんでいる。

〔重複関係等〕 認められなかった。

〔断面形・規模〕断面形は逆台形を呈し、

壁は南側がやや広がりながら立ち上がる。

底面はおおむね平坦で、確認面からの深さ

は50cmを測る。

〔堆積土〕 黒色ないしは黒褐色の砂質シルトを基調とし、自然堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕 土師器、須恵器、木製品、破砕礫等が出土した。 土器は全て破片であ り 、奈良• 平安時

代の物と考えられるが、図示し得た物は木製の椀のみである。遺物は溝跡の検出部分の中央部に集中

しており、断面上では、底面から覆土全域で出土している。 1は、挽物の白木の椀の底部であり、高

台があったと思われるが欠損してしまっている。

第2号土坑（第10~12図、第17•18• 30図版）

〔位置・検出状況〕北側トレンチ調査区北端部付近、 AD-I"-

2グリッドにおいて検出され、遺構の西側の一部分は調査区西壁

外におよんでいる。

〔重複関係等〕 認められなかった。

〔平面形・ 規模〕 東西 (1.4m)、南北1.8mの不整形を呈し、壁は

大きく外側に開く形で立ち上がる。底面には若干の凹凸が見られ

るが、おおむね平坦で、確認面からの深さは30cmを測る。

〔堆積土〕 6層に分けられ、黒褐色土の砂質シルトを基調と し自

然堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕第2号土坑からまとまった土器の出士が見られた。

遺物は平面的には土坑の中央から南西寄りに散布しており、覆土

全域に見られる。 lは壺の体部～底部と考え られる。外面は比較

的丁寧なミガキが施され、ススが付着しており、内面はミガキとヘラナデが施される。 2は複合口縁

の壺の口縁部から頸部の破片である。外側に大き く開く複合口縁を持ち、外面はナデ、内面にはミガ

キとヘラナデが認められる。3は甑であり、外面はヘラナデ、内面はヘラナデとケズリによって調整

されている。以上の土器は全て古墳時代前期に位置づけられる。
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第11号溝跡 （第10図、第18図版）

〔位置・検出状況〕 北側トレンチ北端部、 AC-1"--'2グリ ッド

中において検出され、西端および東端、北側の半分はそれぞれ調

査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔断面形 ・規模〕 壁は大きく外側に開く形で立ち上がると考え ら

れ、底面はおおむね平坦で、確認面からの深さは32cmを測る。

〔堆積土〕黒色ないしは黄灰褐色の砂質シルトを基調とし、自然

堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕覆土中から土師器の破片が、底面付近から須恵器の

破片がそれぞれ出土している。 lは土師器の口縁部であり器種は

不明。外面には細かい刺突痕が認められるが調整も しくは文様と

して施されているのかどうかは不明である。また、この土器片は

覆土中から出土したため、 当遺構に伴うものかどうかは判然とし

ない。2は須恵器甕の口縁部であり、ロクロ調整である。

その他の出土遺物（第14図、第29,.._,30図版）

lは北側トレンチのピット199から出土したやや小ぶりの土師器甕の口縁部破片である。口縁部外

面には横ナデが、胴上半部にはハケメが施される。また内面はヘラナデによ って調整されている。2

は遺構外出土の器台である。内外面とも摩滅が激しく、 調整は不明。円窓は3つある。3も遺構外出

土の複合口縁壷の口縁部～頚部の破片である。口縁部には横ナデが施されている。
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暦No 土 色 土 性 特 徴

I IOYR4/ I 褐灰色 砂灯シル ト 酸化鉄を斑状に若干混入する．

2 IOYR3/l il,¥褐色 砂'l'fシル 卜 殷化鉄を斑状に比較的多く混入する。

3 IOYR2/l 黒色 砂四シル ト 酸化鉄を斑状に若干混入する。

4 IOYR2/ I 馬褐色 砂質シル ト 酸化鉄を斑状に若干混入する。

5 IOYRI 7/ I 黒色 砂灯シル ト 酸化鉄を斑状に若干混入する。

6 IOYR4/2 灰黄褐色 シルト灯砂 酸化鉄を若干混入する。

第2号土坑

層No 土 色 土 性 特 徴

I IOYR2/ I 瓜色 砂'l'Iシル 卜 酸化鉄を斑状に若干混入する。

2 IOYR3/I 県褐色 砂灯シルト 酸化鉄を斑状に比較的多く 混入する。

3 IOYR4/2 灰黄褐色 シル ト四砂 酸化鉄を若干混入する。

4 IOYR2/I 黒褐色 砂宜シル ト 酸化鉄を斑状に若干混入する，

5 IOYR4/2 灰黄褐色 シルト買砂 酸化鉄を若干混入する。

6 JOYRI 7/ I 黒色 砂門シル ト 酸化鉄を斑状に若干混入する，

第11号溝舒

第10図第11号溝跡・第2号土杭
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第11図第2号土坑遺物分布図

゜
5
 

10cm 

調 整 の 特 徴 法屈 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写立図版

外 面 内 面 器 高 口径 底径

I 土師器 壺 底面 ［胴］ミガキ、 ［底］ハケメ ［胴］ヨコナデ→ミガキ、 ［底］ナデ (20.0) 5.2 ロ縁部 30 
欠損

2 土師器 壺 底面 ［口］ ヨコナデ ［口］ミガキ、ヨコナデ (5.5) 16.8 
口緑部

30 
破片

3 土師器 有孔鉢 底面 ［口］ヨコナデ、［体］ヘラナデ ［口］～［体］ヘラナデ、［底］ケズリ IO I 19.5 57 完形 30 

第12図 第2号土坑出土遺物
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ロニ ／ 
0 5 10cm 

I I I I I I I I I I I 

調 整 の 特 徴 法阻 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写真図版

外 而 内 面 器高 口径 底径

I 土師器 第]I号溝跡 ［口］刺突→ヨコナデ ［口］ヨコナデ→ミ ガキ 22 7 
口緑部

31 
破片

2 須恵器 甕 第II号溝跡 ［口］ロクロナデ ［口］ロク ロナデ 29.3 
口縁部 31 
破片

第13図第11号溝跡出土遺物

G 

゜
5
 

10cm 

調 整 の 特 徴 法屈 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写立図版

外 面 内 面 器謡 口径 底 径

I 土師器 甕
北トレンチ

［口］ヨ コナデ、［胴］ハケメ ［口］ヘラナデ、［胴］ヘラナデ (8.8) 18.7 2/8 29 
ビット199

2 土師器 器台 追構外 磨滅が激しく不明 磨滅が激しく不明 8.0 79 
（裾経）
4/5 29 

II.I 

3 土師器 壺 遺構外 ［口］ヨコナデ、 ［体］ハケメ→ミガキ ［口］～［体］ヨコナデ→ミガキ (4 0) 15.1 
口縁部 30 
破片

第14図 その他の出土遺物
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2. F地点

第 1号溝跡（第17図、第19・20・31図版）

〔位置・検出状況〕調査区東端、 AW"-'BA-19"-'20グリッドに

おいて検出され、南北端部および東側は調査区外におよんでいる。

また、方向は、 N-20°―Eである。

〔重複関係等〕部分的に小ピットに切られるのみである。

〔断面形・規模〕上幅は最も広い部分の確認部分で1.5mを測り、

下幅はl.lmを測る。壁は外側に開きながら立ち上がり、底面は比

較的平坦であると考えられる。また確認面からの深さは70cmで

ある。

〔堆積土〕 黒色およびオ リーブ色の砂質シルトを基調とし、 4層

確認された。第2層には灰白色火山灰を多量に混入する。堆積状

況は自然堆積であると考えられる。

〔出土遺物〕底面付近から土器が出土している。図示できたものは4点である。 1およ び2は須恵器

坪で調整はロクロナデ、底部は回転糸切である。3は高台付の坪であり、ロクロナデである。また4

は蓋でロクロ調整がなされ、 3と対になると考えられる。以上の須恵器は奈良時代のものであると考

えられる。溝跡内に堆積している灰白色火山灰とも考え合わせると、当遺構の時期は奈良時代から平

安時代であると思われる。

二
_

-

[

 

ー 4

゜
5
 

10cm 

調 整 の 特 徴 法虻 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写真図版

外 面 内 面 器高 口径 底径

l 須恵器 坪 底面 ［口］～［体］ロクロナデ、［底］回転糸切り ［口］～［底］ロクロナデ 36 12.4 78 3/5 31 

2 須恵器 坪 底面 （口］～［体］ロクロナデ、 ［底］回転糸切り ［口］～［底lロクロナデ 43 15 9 II I 3/5 31 

3 須恵器 科台坪 底面 ［口］～［底］ロクロナデ ［口］～［底］ロクロナデ 76 16.2 
（麻台径）

31 
12 I 

4 須恵器 滋 底面 ロクロナデ ロクロナデ 41 
（蓋径）

31 
18.0 

第15図第 1号溝跡出土遺物
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第 1 号土器集中地点 （第16図、第20• 32図版）

〔位置・検出状況〕第 1号溝跡の西側側縁部のAZ-19グリッド中において検出され、土器は東西

1.3m、南北90cmの範囲に広がっており、掘り込みを伴っていない。

〔出土遺物〕出土した土器は全て土師器の破片であり、図示できたものは 3点である。 1は甕で口縁

部は大きく外反しながら立ち上がる。磨滅が激しく、 全体の調整は判然としないが、 外面はハケメの

後ヘラナデ、内面はヘラナデが施されている。古墳時代前期と思われるが、他の土器と異なり、胎土

が白色を呈する。2は口縁部が直立に近い形で立ち上がる甕である。内外面ともハケメの後ヘラナデ

が施されている。3は鉢である。比較的厚手で、口縁部にはヨコナデ、体部にはミガキとケズリが入

る。以上の土器は全て古墳時代前期のものであると考えられる。

゜
5
 

10cm 

2 

閥 整 の 特 徴 法豆 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写立図版

外 面 内 面 器高 口径 底径

1 土師器 甕 第1号土器 ［口］ハケメ→ヨコナデ、［胴］ハケメ、ヘラナデ ［胴］～［底］ヘラナデ 24.0 181 73 4/5 32 
集中地点

2 土師器 甕 第1号土器 ［口］ハケメ→ヨコナデ、［胴］ハケメ ［口］～［胴］ヘラナデ (6.8) (17 l) 
(OIi笛暑

32 
集中地点 上半訊厳片）

3 土師器 鉢 第1号土器 ［口lョコナデ、［体］ケズリ、ミガキ ［口］ヨコナデ、 ［体］ミガキ (7.6) 14 0 
底部欠

32 
集中地点 損

第16図 第 1号土器集中地点出土遺物

第 1 号土坑（第18 • 19• 20図、第20・32図版）

〔位置・検出状況〕第 1号溝跡の西側、 AX"'-'AY-18"'-'19グリッドにおいて検出され、第2号溝跡

と近接関係にある。

〔重複関係等〕 認められなかった。

〔断面形• 規模〕 東西に長い不整長楕円形を呈し、規模は2.6mx 1.4mを測る。壁は大き く外側に開
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I 5Y3/2 オリープ黒色 砂買シルト
酸化鉄を若-fi昆人し、5Y7/6(砂）を

斑状に比較的多く混入する。

2 5Y2/ I 限色 砂質シルト
酸化鉄を若干混人しJ火白色火山灰、5Y7/

6 (砂） を斑状に比較的多く混入する。

3 5Y4/2 灰オリープ色 砂宜シル ト
酸化鉄を比較的多く混人し.5Y7/6(砂）

を斑状に若干混入する。

4 5Y3/2 オリープ黒色 砂質シルト
酸化鉄を若干混入し、5Y7/6(砂）を

斑状に若干混入する。
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第17図 第 1 号溝跡•第 1 号土器集中地点
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第18図第 1 号土坑• 第2号溝跡

きながら立ち上がり、底面には凹凸が見られ

る。確認面からの深さは30cm程度で浅い。

土坑内全面から多量の士器片が出土してい

る。

〔出土遺物〕出上した遺物は土師器片と石器

であり、図示できたものは 5点である。

lは土師器甕であり、胴下半部を欠損する。

ロ唇部は面取りされており、外面はハケメと

ョコナデが、内面にはハケメ、ナデ、ミガキが施されている。2は胴下半部欠損の土師器甕である。

内外面とも比較的深いハケメが施され、外面頸部に ヨコナデが巡る。球胴形を呈する土器である。3

は体口唇部並びに下半部欠損の球形の体部を呈する壺である。口縁部の中心軸がややずれている。表

面の剥落が激しいが、外面には比較的丁寧なミガキが施されていたと考えられる。4は甕の底部であ

ると考えられる。底部は上げ底で、外面はヘラナデとハケメ、内面はヘラナデによって調整されてい

る。5は砥石である。自然石（粘板岩）を利用し、外面には敲打痕が認められ、内外面ともに多くの

149 



J_C 

l
|
|J‘‘

_＿
 

A
T
 

A
T
 

B 1.200m 

← 

゜
2M 

第19図 第 1号土坑遺物分布図
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／
 

＼ 

5 10cm 

調 整 の 特 徴 法関 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写兵図版

外 面 内 面 器高 口径 底径

l 士師器 甕 底面 ［口］ハケメ→ヨコナデ、 ［胴］ケズリ→ハケメ ［口］ハケメ、 ［胴］ナデ、ミ ガキ (17.0) 16 2 
胴下半

32 
部欠捐

2 土師器 甕 底面 ［口］ハケメ、［頸］ ヨコナデ、［胴］ハケメ （口］～［胴］ハケメ (23.1) 14 8 
胴下半

32 
部欠損

3 士師器 壺 底面 ［口］ハケメ→ミガキ、［体］ミガキ 17 0 4/JO 32 

4 土師器 甕 底面 ［胴］ヘラナデ ［胴］ヘラナデ 51 5.1 
底部

破片

器 種 出土地点 I 計測値 (cm) I石 材 I残存 I 備 考 写真図版

5 
底面 I I 粘板岩 I 完形 I 砥石 16 SxIO 7x5 9 41 

第20図 第 1号土坑出土遺物
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擦痕が観察される。 1から4までの土器は全て塩釜式期に位置づけられ、当土坑の時期は古墳時代前

期であると考えられる。

第2号溝跡（第18図、第21図版）

〔位置・検出状況〕調査区東側、 AX-----AY-18グリッドで第 1

号土坑の西側において検出され、北側および南側は調査区外にお

よんでいる。

〔重複関係等〕 認められなかった。

〔規模• 形態〕 溝跡の方向はN-15°-Eで、上幅は40cm-----

70cm下幅は10cm-----44cmを測り、内部に布掘上のピットを多

数検出している。ピットの直径は15cm-----24cmであり、円形な

いしは楕円形を呈し溝跡の底面に一列に配置されている。間隔は

不規則である。また方向が第 1号溝跡とほぼ一致するため、並行

して構築されていた塀などの施設の可能性が考えられる。

〔出土遺物〕遺物は出土していない。

第 2 号土器集中地点（第21 ・ 22図、第22• 23固版）

〔位置・検出状況〕 調中央部、 AZ-----BA-

14-----15グリッドにおいて検出した複数の土

器片が集中して出土した地点である。

〔規模・形態〕 土器片は北東ー南西方向に

1.4m、北西ー南東方向に80cmの範囲に広

がっており、底面に若干の凹凸が見られるが、

明確な掘込は確認することができなかった。

〔出土遺物〕出土した遺物は全て土器で図示

できたものは 1点である。 1は土師器の甕口縁部～胴上半部である。外面口縁部はハケメの後ヨコナ

デ、胴部にはハケメが施され、内面口縁部にはハケメの後ヨコナデ、胴部にはヘラナデがそれぞれ観

察される。古墳時代前期のものであると考えられる。

第3号溝跡 （第21・23図、第33図版）

〔位置・検出状況〕調中央部、 AZ-----BB-

15-----16グリッド中において検出され、北側

は第3号土坑に切られ、南側はBB-15グリ

ッドで収束している。

〔重複関係〕北側が第3号土坑に切られてい

る。

〔断面形・規模〕上幅はl.Om"-'l.4m、下幅
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第21図第2土器集中地点第3号溝跡
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NO I器釦器刷出土場所
外 面

I I土師器I甕 I底 面 I[口）ハケメ→ヨコナデ、［顎］ヨコナデ、［胴］ハケメ

゜
5 10cm 

』
徴 法鼠 (cm)

残存写真図版

内 面 器高 口径 底 径

［口］ハケメ→ヨコナデ、 (13.9) 17 I I嗣下半 I33 
［胴］ヘラナデ 部欠損

第22図 第2号土器集中地点出土遺物

゜
5
 

10cm 

調 整 の 特 徴 法針 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写其図版

外 面 内 面 器 高 口径 底径

I 土師器 壺 底而 ［口］ヨコナデ、［体］ハケメ ［口］～［体］ヘラナデ (7.6) 17 0 
口緑部

33 
破片

2 土師器 鉢 底面 ［口］ヨコナデ、［体］ケズリ ［体］ミガキ 5.2 II 2 34 完形 33 

第23図第3号溝跡出土遺物

は50cm"-'l.Omを測り、底面には若干の凹凸が見られるが浅く、確認面からの深さは30cm程度しかない。

〔出土遺物〕 遺物は土器で図示できたものは2点である。 1は複合口縁壺の口縁部である と考えられ、

外面にはハケメとヨコナデが、内面にはヘラナデがそれぞれ施されている。2は小型の浅い鉢で、ロ

唇部に屈曲が見られ、ヨ コナデが施され、体部にはヘラケズリが見られる。また内面にはミガキが施

されている。以上の土器は古墳時代前期と考えられる。

第 3 号土坑（第24·25図、第21• 33図版）

〔位置・検出状況〕 調査区東側、 AY"-'A

Z -16"-'17グリッド中において検出された。

〔重複関係〕 第3号溝跡を切っている。

〔平面形・規模〕 直径1.5mの不整形を呈し、

断面形は浅いすり鉢状を呈する。壁は凹凸を

持ちながら外側に開く形で立ち上がる。また、

底面にも凹凸が見られ、確認面からの深さは

50cmである。

〔出土遺物〕 遺物は土器で、中央部南西側の覆土から底面全域において出土した。図示できたものは
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第24図第3号土坑
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゜
5
 

10cm 

3 

調 整 の 特 徴 法鼠 (cm)
NO 器種 器 形 出土場所 残存 写真図版

外 面 内 面 器 高 口径 底 径

I 土師器 甕 底面 ［口］ハケメ、指頭圧痕、［胴］ハケメ→ヘラナデ ［口］～［胴］ヘラナデ (17 9) 15.6 
胴下半

33 
部欠担

2 土師器 甕 底面 ［口］ヨコナデ、 ［胴］ヘラナデ ［口］ ヨコナデ、 ［胴lヘラナデ (17 5) 17.4 
胴下半

33 
部欠捐

3 土師器 器台 底面 （器受］ケズリ→ヘラナデ、 ［脚］ヘラナデ
［器受lヘラナデ、［脚］ケズリ→

10 7 ll 2 10.8 完形 33 
ヘラナデ、指頭圧痕

第25図第3号土坑出土遺物

3点である。 1は甕であり胴下半部を欠損する。口縁部は短く、やや外側に開きながら立ち上がる。

胴部は球形に近い形を呈すると考えられる。外面にはハケメの後ヘラナデが、内面にはヘラナデがそ

れぞれ観察される。2も甕であり、 2次焼成等に伴う剥落が激しく 、調整の詳細は不明である。内外

面ともにヘラナデが観察される。3は粗製の器台である。第3号土坑では、この土器のみが完形で出

土した。内外面ともヘラナデ、ケズリが施されている。

第 3 号土器集中地点 （第26• 27図、第34図版）

〔位置・検出状況〕調査区西側、 AY'"'-'BA-ll'"'-'12グリッドに

おいて検出された土器片が集中して出土した地点で、 若干の掘り

込みを持つ。

〔重複関係〕第3号遺構と重複関係にあると考えられるが新旧関

係は不明である。

〔規模 ・形態〕掘り込みは東西2.0m、南北2.8mであり、北側は

調査区外におよんでいる。深さは確認面から15cm程度しかない。

土器片はこの掘り込みの中央部分から南西側に広がっており、 底

面部分に集中している。

〔出土遺物〕 図示可能なものは2点である。 lは土師器長胴甕で
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ある。内外面とも口縁部にヨコナデ、胴部にはヘラナデが施されている。2は甕の口縁部破片である。

内外面ともハケメの後ヨコナデヘラナデが施されている。以上の土器は古墳時代後期の可能性がある。

潤 整 の 特 徴

NO 器種 器形 出土場所
外 面 内 面

I 土師器 長胴甕
第3号土器

［口］ヨコナデ、［胴］ヘラナデ ［口］ヨコナデ、［胴］ヘラナデ
集中地点

2 土師器 甕
第3号土器

［口］ハケメ→ヨコナデ、［胴］ハケメ→ヘラナデ
［口］ハケメ→ヨコナデ、［胴］ハケメ

集中地点 →ヘラナデ

第27図 第3号土器集中地点出土遺物

第 4 号溝跡 （第28図、第23• 34図版）

〔位置・検出状況〕調査区西側、 AZ-----B

c-9-----12グリッドにおいて検出され、南側

は調査区南壁外におよび、北側は調査区北壁

から E地点北側トレンチヘと抜け、第4号溝

跡と なる。

〔重複関係〕認められなかった。

〔断面形 ・規模〕 上幅2.2m-----2.8m、下幅

l.6m-----2.0mを測り、壁は大き く外側に開き

ながら立ち上がる。底面は平坦で、確認面からの深さは40cmを測る。

0 5 10cm 

I I I I I I I I I I I 

法罰 (cm)
残存 写真図版

器莉 口径 底径

(27 2) (21.1) 3/5 34 

(5.l) (204) 
U翡項」： 34 
辛翡片

〔堆積土〕黒褐色の砂質シルト であり、 基本土層第 I層下面から掘り込まれている。E地点の第4号

溝跡の時期的な判断は、近世以降であり、この土層堆積状況はF地点においてもそれを肯定し得る と

考えられる。
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I I IOYR3/ I 黒褐色 粘 土 I酸化鉄を斑状に混入する。

第28図第4号溝跡

〔出土遺物〕覆土から、古墳時代前期と考えられる土器片が出土しているが、溝跡の土層から見て、

流れ込みの可能性が強い。 1はやや小ぶりの甕の口縁部～胴上半部の破片である。外面口縁部はハケ

メの後ヨコナデ、胴部はハケメがそれぞれ施されている。内面口縁部はハケメ、胴部はヘラナデがそ

れぞれ観察される。2は壺の口縁部～頸部破片である。膨らみを持つ口縁を有し、外面はミガキの後

ヨコナデ、 内面はヨ コナデ、ヘラナデの後ミガキが施されている。

゜
5
 

10cm 

調 整 の 特 徴 法拭 (cm)
NO 器 種 器形 出土場所 残存 写立図版

外 面 内 面 器高 口径 底 径

I 土師器 甕 覆土
［口］ハケメ→ヨコナデ、［類］ヨ コナデ、 ［口］ハケメ→ヨコナデ、 (61) 16 0 

暉昴～舅
34 

［胴］ヘラナデ ［胴lヘラナデ 上半思破片

2 土師器 壺 覆 土 ［口］ヘラナデ、［類］ミガキ、［胴］ヨコナデ
［口］ヘラナデ、［頸］ミガキ、 (6.1) 15 6 

口鼠器～
34 

［胴lヘラナデ→ミガキ 原邸破片

第29図 第 4号溝跡出土遺物
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第5号土坑（第30,....,40図、第23・34,....,3a図版）

〔位置・検出状況〕 調査区西端、 AZ-----BA-8-----9グリ ッドにおいて検出された。

〔重複関係〕 性格不明の掘り込みを切っている。

＋
 

8
 

AZ 

＋
 

BA 

＋ 十

9|

|
し
二＿＇

A
T
 

f-
B 2.000m 

゜
2M 

府No 土 色 土 性 特 徴

l lOYR3/ l 黒褐色 砂質シルト
酸化鉄を若干混入し、IOYR7/4 (砂）を

斑状に若干混入する。

2 5Y2/I 黒色 砂質シル ト
酸化鉄を若干混入し、IOYR7/4 (砂）を

斑状に比較的多く混入する。

第30図 第 5号土坑
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〔平面形・規模〕2.3m x 1.8mの不整楕円径を呈し、断面はすり鉢状で、壁は南側が緩やかで北側が

急な傾斜を持って立ち上がる。底面は比較的平坦で、 一段低くなったビット状の落ち込みが見られ、

確認面からの深さは40cmを測る。

〔堆積土〕 2層に分けられ、黒褐色土、黒色土の砂質シルトであり、自然堆積の様相を呈する。

〔内部の状況〕土坑内部からは極めて多量の土器片が出土した。遺物の面的な広がりは、土坑の北側

に多く、南側にはやや少ない。また、南東側では土坑の外部にまで遺物の出土がおよんでおり、この

土坑の上面はすでに削平されてしまっていると考えられる。断面での遺物の分布状況は、北側が上面

に近い部分に、南側は底面に近い部分にそれぞれ遺物の集中が見られる。

これを接合関係を示した図に表現してみると、北側と南側双方から出土した土器片に接合関係が見

られ、当土坑の出土遺物は一括性が極めて高いものであると言える と同時に、土器片が北側から南側

へ流れ込んだ状況が見受けられる。一方、比較的離れた場所での土器片が接合関係を持つものがある

ことから、破片の状態で土坑内に廃棄されたものがある ことを示唆できる。

〔出土遺物〕 第5号土坑からは極めて多量の土器ならびに土器片が出土した。これらの土器のうち図

示できたものは36点におよぶ。

第35図lから 3までは甕で、外面に深く太いハケメが施されているものである。また口唇部には平

坦面が作出され、わずかに内湾気味に立ち上がる。胴部は球形に近く、内面まで太いハケメが施され

ているもの (1) とヘラナデにより調整されているもの (2、3)がある。また 3は外面にケズリも

見られる。以上の土器は、第5号土坑出土の土器の中で特徴的な土器である。第36図lもまた外面に

深いハケメが施されているものであるが、口縁部が外側に大きく開きながら立ち上がり、胴部はやや

直立傾向をもつものである。このハケメは口唇部から口縁部内面にまでおよび、胴部内面はヘラナデ

が施されている。2、3は大きく外反しながら開く口縁部を持ち、上部にピークを有するやや縦長の

胴部を呈する甕である。外面に施されたハケメはまばらで、口縁部にはヨコナデが施されている。ま

た、内面はヘラナデによる調整である。4、5は口唇部に刻み目を有する甕の口縁部である。刻み目

は浅く、間隔もまばらである。小片であるため、器形の全体像は判然としない。第37図 lはいわゆる

元屋敷系の高坪である。内外面とも赤彩されているが、調整はそれほど丁寧ではない。 坪部から脚部

へ至る屈曲も明瞭でなく、脚部にも内湾傾向が認められず、外側に開く 。孔は3つである。比較的新

しい段階のものであると考えられる。2は赤彩された壺である。外面および内面の口縁部には丁寧な

ミガキが施され、口縁部はやや内湾しながら立ち上がる。3は複合口縁を有する壺の口縁部である。

ヘラナデによって調整されている。4----.,7は比較的小型の甕である。 4は直立気味の短い口縁部を有

し、比較的厚手である。外面および内面口縁部には粗いハケメを有し、内面胴部はヨコナデが施され

ている。5は外面胴部にケズリの後ハケメが、 6はケズリのみで調整が行われているものである。双

方とも口縁部にはヨコナデが、内面胴部にはヘラナデが認められる。5の口縁部は外側に開きながら

立ち上がり、 6は口唇部で内湾傾向を持つ。7は比較的薄手の外面胴部に粗いハケメが見られるもの

である。破片であるため全体の形状は不明であるが、比較的長い口縁部を有し、胴部のビークは上面
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゜
5
 

10cm 

調 整 の 特 徴 法殿 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写真図版

外 面 内 面 器 高 口径 底径

1 土師器 甕
第5号

［口）～［胴］ハケメ ［口］～［胴］ハケメ (219) (21 7) 1/2 36 
土坑

2 土師器 甕
第5号

［口］～［胴］ハケメ ［口］ハケメ、［胴］ヘラナデ (214) (20 0) 
胴下半

36 
土坑 部欠損

3 土師器 甕
第5号 ［口］ハケメ→ナデ、［胴］ハケメ→ケズリ、口唇部に

［口］ヨコナデ、［胴］ヘラナデ (20.0) (19.7) 
胴下半

37 
土坑 輪積痕 部欠損

第35図 第5号土坑出土遺物①

に認められる。第38図 l、2は内外面とも赤彩された鉢の破片である。内外面とも丁寧なミガキが施

され、 1よりも 2の方がやや外側にひらきながら立ち上がると考えられる。3は球形の底部を持つ鉢

である。口縁部上端に沈線を有し、口唇部はつまみ上げた形状を呈する。体部上部から底部にかけて

は球形にすぼまり、底部は若干ではあるが上げ底である。調整は内外面ともヘラナデが主であるが、

外面底部にはケズリやミガキも認められる。県内には見られないものであると考えられる。4から11

は器台で円窓は全て3つである。4は直立傾向をもつもの、5、6は口縁部がわずかに直立するもの

である。7、8、9は比較的偏平で、大きく外側に開く脚部を有する。7は脚部端部がやや内湾気味

のもの、 8、9は外反するものである。また、10は口縁部が内湾するもの、11は直立して立ち上がる
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10cm 

調 整 の 特 徴 法獄 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写其図版

外 面 内 面 器 高 口径 底 径

l 土師器 甕
第5号

［口］ハケメ、 ［胴］ハケメ→ミガキ→ナデ
［口唇］キザミ、［口］ハケメ (18.0) 24.4 1/3 

土坑 ［胴］ヘラナデ

2 土師器 甕
第5号

［口］ハケメ→ヨコナデ、［胴］ハケメ
［口］ハケメ、［胴］ハケメ→ヘラナデ

22 7 17 9 7.0 完形 37 
土坑 →ミガキ、 ［底］ハケメ

3 土師器 甕
第5号

（口］ハケメ→ヨコナデ、（胴］ハケメ ［口］ ヨコナデ、［胴lヘラナデ 21.4 15.3 6.3 1/3 37 土坑

4 土師器 甕
第5号

［口唇］キザミ、 ［口］ハケメ→ヨコナデ、［胴］ハケメ ［口］ヨコナデ、［胴lヘラナデ 5.2 (17 4) 
口緑部

土坑 破片

5 上師器 甕
第5号

［口唇］キザミ、［口］ヨコナデ ［口］ヨコナデ (3 3) (20.4) 口緑部 37 
土坑 破片

第36図 第 5号土坑出土遺物②

ものである。これらの器台は全て外面全面と内面器受部に丁寧なミガキが施され、赤彩されている。

第39図l、2は底部である。 1は外面にハケメが、内面にヘラナデが施され、 2はミガキによ って調

整されている。第40図は甕の口縁部～胴上半部の破片である。口縁部は外反しながら立ち上がり、ヨ
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調 整 の 特 徴 法量 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写真図版

外 ilii 内 面 器 高 口径 底径

I 土師器 高坪 第5号 ［口］ヨコナデ、［坪］ナデ、ミガキ、［脚lヘラケズリ ［口］ ヨコナデ、［坪］ミガキ、
14.4 212 

（脚経）
完形 34 

土坑 ［脚］ハケメ、ナデ 12.2 

2 土師器 壺
第5号

［口］ミガキ、［体］ミガキ ［口］ミガキ、［体］ヘラナデ (112) 12.3 
体下半

36 
土坑 部欠損

3 土師器 壺
第5号

［口］ヨコナデ、ヘラナデ ［口）ヘラナデ (6.2) 14.0 
口縁部

土坑 破片

4 土師器 甕 第5号
［口］ハケメ、 ［胴lハケメ ［口］ハケメ、 ［胴］ヘラナデ 6.0 ll.O 

口緑部

土坑 破片

5 土師器 甕 第5号
［口）ハケメ→ヨコナデ、［胴］ハケメ→ケズリ ［口］ヨコナデ、［胴］ヘラナデ (13 0) (12 0) 暉畠-Ml

38 
土坑 辛謀片

6 土師器 甕 第5号
［口］ヨコナデ、［胴］ケズリ ［口］ヨコナデ、［胴］ヘラナデ (15.3) (16.0) 4/5 38 

土坑

7 土師器 甕
第5号

［口］ハケメ→ヨコナデ、［胴］ハケメ ［口lョコナデ、［胴］ヘラナデ (8.6) (151) þÿSã~�•è�~€ôN

38 

土坑 諄賃片

第37図 第 5号土坑出土遺物③

コナデが施される。胴部外面にはハケメ、内面にはヘラナデがそれぞれ認められる。

169 



4
 

5
 

6
 

8
 ，

 
■ …赤彩

10 

゜
5
 

11 

10cm 

調 整 の 特 徴 法罰 (cm)

NO 器 種 器形 出土湯所 残存 写真図版

外 面 内 面 器高 口径 底径

I 土師器 鉢
第5号

［口］ミガキ、赤彩、［体］ミガキ、赤彩 ［口］ミガキ、赤彩 (6 7) (18 2) ロ緑郁～
36 

土坑 体器破片

2 土師器 鉢
第5号

［口］ミガキ、赤彩、［体］ミガキ、赤彩 ［口］ミガキ、赤彩、［体］ミガキ、赤彩 (5.8) (18.l) 
日鼠器～

36 
土坑 体器破片

3 士師器 鉢
第5号 ［口］ヨコナデ、［体］ヘラナデ→ケズリ、ミガキ、 （口］ヨコナデ、［体］ヘラナデ、 (JO 2) 14 9 2.2 完形 36 
土坑 ［底］ヘラナデ→ケズリ ［底］ヘラナデ

4 土師器 器台
第5号

［器受］ミガキ、赤彩、［脚］ ミガキ、赤彩
［器受］ミ ガキ、赤彩、

8.5 8.0 （裾径） 完形 35 
土坑 ［脚lケズリ、ヘラナデ llO 

5 土師器 器台
第5号

［器受lヨコナデ、赤彩、［脚lミガキ、ナデ、赤彩 ［器受］ミガキ、赤彩、 8.5 7.5 （裾径） 完形 35 
土坑 ［脚lヘラケズリ、ヨコナデ 11.4 

6 土師器 器台
第5号

［器受］ミガキ、赤彩、［脚lミガキ、ナデ、赤彩 ［器受］ミガキ、赤彩、
7.7 7.7 

（裾径）
完形 35 

土坑 ［脚］ヘラケズリ、ヘラナデ II.I 

7 土師器 器 台
第5号

［器受］ミガキ、赤彩、［脚lミガキ、赤彩 ［器受］ミガキ、赤彩、［脚］ハケメ、
7.5 8.4 （裾径） 完形 35 

土坑 ヘラケズリ、ヘラナデ 11.6 

8 土師器 器台
第5号

［器受］ ヨコナデ、赤彩、［脚］ ミガキ、赤彩 ［脚］ヘラナデ 7.2 8.8 
（裾径）

完形 35 
土坑 10 6 

， 土師器 器台 第5号 ［器受］ヨコナデ、赤彩、［脚lミガキ、赤彩 ［脚］ヘラナデ 7.1 9.0 
（裾径）

完形 35 
土坑 10.7 

10 土師器 器台 第5号 ［器受］ヨコナデ、ミガキ、赤彩、［脚）ミガキ、赤彩 ［器受］ミガキ、赤彩、 ［脚〕ヘラナデ 8.2 9.0 
（裾径）

完形 35 
土坑 12.3 

11 士師器 器台
第5号 ［器受］ハケメ、ヨコナデ、ミガキ、赤彩、 ［器受］ヨコナデ、ミガキ、赤彩、

8.0 81 
（裾径）

完形 35 
土坑 ［脚lミガキ、赤彩 ［脚］ヘラケズリ、ヘラナデ 10 6 

第38図 第5号土坑出土遺物④

遺構外出土土器（第41 図、第38• 39図版）

lは複合口縁壺の頸部である。 内外面ともにミガキが施され、赤彩されている。2は甕の口縁部か

ら胴上半部である。やや短い口縁部を有し、内外面とも深いハケメが施されている。 3は壺の口縁部
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10cm 

の
NO I器種I器形I出土場所

調 整 特 徴

外 面 内 面

I I士師器I甕 I麟号 I [口］ヨコナデ、［胴］ヘラケズリ、ハケメ ［口］ヨコナデ、ヘラケズリ

器高

(7.6) 

底径
残存I写兵図版

n翡汎上
辛輝片
I 38 

第39図 第 5号土坑出土遺物⑤

0
_
 

5
 

10cm 

調 整 の 特 徴 法li!(cm) 
NO 器種 器形 出土場所 残存 写真図版

外 面 内 面 器高 口径 底 径

I 土師器 甕
第5号

［胴］ハケメ→ヘラケズリ、 ［底］ハケメ ［胴］～［底］ヘラナデ (9.4) 6.0 
肩下半籐～

土坑 紅巖片

2 土師器 甕
第5号

［胴］ミガキ、［底］ミガキ ［胴lミガキ、［底］ヘラナデ (5 4) 7.4 
ll下辛器～

土坑 酎鰈片

第40図 第5号土坑出土遺物⑥

破片である、大きく外側に開き、内外面ともミガキが認められる。口唇部内面には内側につまみ出し

た部分が観察され、加えて平坦面を造り出している。4は甕の口縁部～胴上半部であり、第5号土坑

出土の特徴的な甕と同様に深いハケメが施され、平坦面を持つ口唇部と直立気味に立ち上がる口縁部

を有する。5は甕の口縁部～胴上半部の破片であり、口縁部にはハケメの後ヨコナデが、胴部外面は

ハケメ、内面はヘラナデがそれぞれ観察される。6も甕の口縁部～胴上半部の破片であるが口唇部を

欠損する。外面口縁部はヨコナデ、胴部はハケメで、内面にはヘラナデが施される。胴部の上部にピ

ークを有する器形であると考えられる。7は鉢の口縁部～体部破片であるが、磨滅のため調整の詳細

は判然としない。頸部で若干屈曲したほぼ直立に近い口縁部を有する薄手の土器である。外面口縁部

にはヨコナデ、内面にはヨコナデとヘラナデが認められる。8は大型の甕の口縁部～胴上半部の破片

である。直立してやや外側に開きながら立ち上がる口縁部を有し、外面口縁部には縦方向のヘラナデ

の後3段に渡って帯状にヘラナデが認め られる。また、胴部にはヘラナデ、ハケメの他、ミガキも観

察される。内面にはヨコナデ、ヘラナデが施されている。
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調 整 の 特 徴 法只 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写兵図版

外 面 内 面 器高 口径 底径

I 土師器
複合口 AX-19 

［口］ミガキ、［頸］ミガキ、［体］ミ ガキ、赤彩 ［口］～［頸］ミガキ、［体］ケズリ (6.2) 暉笛淋上
38 

縁壺 グリッド 辛縣片

2 土師器 甕
AY-15, 18、

［口］ハケメ、 ［胴］ハケメ ［口］ハケメ、 ［胴］ハケメ→ヘラナデ (11.5) (15 4) 
暉畠,J下

39 19Hグリッド 碍儀片

3 土師器 壺
BB-13 

［口］ミガキ→ヨコナデ ［口］ミガキ→ヨコナデ (5 2) (15.8) 
口縁部

38 
グリッド 破片

4 土師器 甕
AY-12 

（口］～［胴］ハケメ ［口］ヘラナデ、［胴lハケメ (8.8) (19 4) 口縁部~ 上
39 

グリッド 辛翡片

5 土師器 甕
88-12 

［口］ハケメ→ヨコナデ、 ［胴］ハケメ
［口］ハケメ→ヨコナデ、

(7.4) (20.2) 
O翡,,上

39 グリッド ［胴］ヘラナデ 辛蒻片

6 士師器 甕
BB-12 

［口］ ヨコナデ、 ［胴］ハケメ ［口］ ヨコナデ、 ［胴］ヘラナデ (10.l) 
U蒻清上

39 
グリッド 辛翡消

7 土師器 鉢 ［口］ヨコナデ ［口］ヨコナデ、［類］ナデ、 (8.0) (131) 口緑器～

［体］ヘラナデ 体器破片

8 土師器 甕
BB-12 ［口］ヘラナデ→ヨコナデ、［胴］ハケメ→ヨコナデ

［口］ヨコナデ、［胴］ヘラナデ (9.3) (40 l) 
D蒻、9上

39 グリッド ミガキ 辛謀片

第41図 遺構外出土遺物
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I . 調査の経過

G地点は、三ツロ南地区の北側に東西に単独で設定したトレンチであり、この部分の水路工事を実

施するに伴い、 Smの幅で調査を実施した。総掘削面積は390m2である。

調査は、平成9年7月28日から実施し、重機による表土掘削の後、遺構の検出、平断面図の作成、

写真撮影等を行い、 8月5日に調査を終了した。この結果、土坑 l基、溝跡3条、性格不明遺構l基、

ピット12基を検出した。

H地点は、 三ツロ南地区の北側から北西方向に延びるトレンチである。ほ場整備による水路工事で

破壊されてしまう部分について、幅3mのトレンチを設定して調査を実施した。総掘削面積は505m2

である。調査は平成9年8月6日から実施し、平成9年10月2日に終了した。H地点からは目立った

遺構は検出されず、溝跡5条、ピット16基あまりを検出した。

I地点は三ツロ南地区の北側から始まり、 河南町と石巻市の境界部分を東方へ延びる 4つのトレン

チ群であり、事実記載では南側トレンチ、西側トレンチ、北側トレンチ、東側トレンチと呼称するこ

ととする。調査は平成9年 9月17日から実施し、平成9年10月28日に終了した。総掘削面積は

745面である。調査の結果、土坑3基、溝跡12条、性格不明遺構6基およびピット100基あまりを検

出した。これらのうち、 一部の土坑とピットからは縄文時代の土器や石器が出土した。

II. 基本層序

各地点の基本土層を記述する。なお、 G地点についてはH地点と同一の地形内に含まれていると判

断されるため、 H地点の基本土層中に包括して記載することとする。

1. H地点

H地点は東側から下降し、西側に向かって再度上昇する地形を呈し、比高差は50cm程度である。

土層中には灰白色火山灰が各所に見られた。層序は、 I "'ill層に分けられ、黒色のシル トを基調とす

る。

第 1層： 場所によって土色が異なるが、基本的には黒褐色を呈する腐食土で、水田耕作土である。水

田最下面に存在したと考えられるスクモ層 (Ib層）が観察される部分もある。

第II層： 黒褐色を呈する。灰白色火山灰を粒子状に混入する層 (IIa層）と灰白色火山灰のみで構成

される層 (IIb層）があり、これらの灰白色火山灰は水性堆積によるものである可能性が強い。

第Ill層：地山 (2.5Y7/2灰黄色砂質シルト）直上の黒色シルトである。灰白色火山灰は含まれてい

ない。多量の湧水を伴い、部分的には地山漸移層を形成する。
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2. 1地点

I地点は西側が高く、東側に向かうに従って下降し、 その比高差は50cm以上を測る。基本土層は

I "'--'N層に分けられ、多量の湧水が認められ、黒褐色のシル トを基調とする。

第 1層 ：黒褐色の腐食土を主にした耕作土である。

第II層 ：黒色のシル トであり灰白色火山灰をラミ ナ状または斑状に混入する。

第Ill層： 黒褐色の砂質シル トであり、酸化鉄を比較的多く混入する。

第IV層：地山漸移層に近い灰黄褐色または褐灰色のシルト質の砂であり、縄文土器を出土した遺構は

この層から掘り込まれていた。

R @ c
 

1.000m 

二三三□三
南側トレンチ

R
 

@ 

フ
地山新移層 北側トレンチ 儡l…遺構
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Om 
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ロロ:
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第 1図 H地点層序模式図

R@c1000m 

カクラン
Om 
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皿＼戸戸口-
w 互゚OOm
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Ill…遺構
第2図 I地点層序模式図
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Ill. 発見された遺構と遺物

1. G地点

第 1 号土坑 （第 7 図、第24• 40図版）

〔位置・検出状況〕 調査区西側、 AC"-'A

D-25グリッド中において検出し、土坑の北

側は調査区外におよんでいる。また、南西側

に隣接してピット 5を検出している。

〔重複関係等〕 認められなかった。

〔平面形・規模〕東西l.lm、南北 (70cm)

の楕円形を呈すると考えられる。壁は外側に

開きながら立ち上がり、底面は平坦で、確認面からの深さは22cmと浅い。土坑の上面は検出時には

すでに削平されてしまっていたと考えられる。

〔堆積土〕 黒褐色土と黒色土の2層に分けられ、自然堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕底面にまとまった土器の出土が見られた。出土した遺物は全て破片であり、接合によっ

て3個体分の土器であることが判明した。 1 "'3は全て土師器の甕である。 1はほぼ完形に近い状態

にまで復元できた個体であり、直立した口縁部を有し、外面にはハケメとヨコナデが施され、外面の

調整は、器面がやや硬化してから施されたものと考えられ、浅くなされている。また内面口縁部には

ョコナデが、体部にはヘラナデがそれぞれ施されている。2は甕の口縁部～胴上半部の破片である。

内外面ともにハケ調整がなされ、口縁部にはハケメの後ヨコナデが施されている。3の甕は口縁部～

胴上半部の破片であり、外面口縁部にはハケメの後ヨコナデ、以下はハケメが、内面にはハケメがそ

れぞれ観察される。2、3もまた、 1と同じく調整は比較的浅くなされている。以上の土器は全て古

墳時代前期に位置づけられ、土坑の時期もこれに準じると考えられる。一方、第 1号土坑に隣接して

検出されたピット 5からも土師器の破片が出土しているが、胴（体）部の破片と考えられ、図示する

には至らなかった。

第1号溝跡 （第7図、第24図版）

〔位置・ 検出状況〕 調査区西側、 AC"-'AD-

25"-'26グリッド中において検出し、 第 1号

土坑の北西約 lmの場所に位置しており、溝

跡の北側は調査区北壁外に及んでいる。また、

南側端部はAD-26グリッドにおいて収束し

ているか、すでに削平されてしまっていると

考えられる。
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附No 土 色 土 性 特 徴

1 IOYR3/ I 黒褐色 シル ト 酸化鉄を若干混入する。

2 JOYR2/ I 黒色 砂質シルト
10YR5/3(砂・地山）を斑状に、酸化鉄

を若干混入する。

第 7図 第 1 号土坑•第 1 号溝跡
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〔重複関係等〕 認められなかった。

〔断面形・規模〕 壁は大きく外側に開きながら立ち上がり、断面形は逆台形を呈する。溝跡の上幅は

I.Om程度であり、下幅は40"-'60cmを測る。底面は比較的平坦で確認面からの深さは18cm"-'22cm

と浅い。

〔堆積土〕 2層に分けられ、自然堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕 底面付近から数点の土師器の破片が出土しているが、図示するには至らなかった。これ

2
 

゜
5
 

10cm 

調 整 の 特 徴 法置 (cm)
NO 器種 器形 出土場所 残存 写真図版

外 面 内 面 器店 口径 底 径

1 土師器 甕 底面 （口］ハケメ→ヨコナデ、［胴］ハケメ、［底］指頭圧痕 ［口］ヨコナデ、［胴］ヘラナデ 25 6 18.4 87 完形 40 

2 土師器 甕 底面 ［口］ハケメ→ヨコナヂ［胴］ハケメ ［口）ハケメ→ヨコナデ、 ［胴］ハケメ (9 6) (209) 011-1上 40 
精謝t

3 土師器 甕 底面 ［口］ハケメ→ヨコナデ、［胴］ハケメ ［口］ハケメ→ヨコナデ、［胴］ハケメ (8 I) (19 2) OIJ--M上 40 
辛翡片

第 8図 第 1号土坑出土遺物
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らの土師器片の中には口縁部破片、胴部破片、底部破片が見られた。口縁部破片にはヨコナデが、 胴

部破片にはハケメがそれぞれ観察され、時期的には古墳時代前期のものと考えてよい。

2. H地点

第1号溝跡・ 2号溝跡 （第9図）

〔位置・検出状況〕 北側 トレンチ調査区東側、 AM"-'A0-40"-'

42グリッド中において検出し、方向は第 1号溝跡がN-25°-E、

第2号溝跡がE-10°-Nであり、両溝跡とも調査区外へおよん

でいる。

〔重複関係等〕 調査区の南西壁においては、第 1号溝跡が第2号

溝跡を切っている可能性がある。

〔断面形・規模〕 第1号溝跡は上幅60cm"-'80cm、下幅30cm"'

60cmを測り、逆台形の断面形を呈し、壁は南東側に開きながら

立ち上がる。底面は平坦で確認面からの深さは15cmを測る。第

2号溝跡は上幅l.lm"-'l.2m、下幅65cm"-'70cmを測り、壁は緩

やかに弧を描いて外側に開きながら立ち上がる。底面には若干起

伏が見られ、確認面からの深さは20cm程度である。両溝とも内

部から多量の湧水が認められた。

〔堆積土〕両溝跡とも黒褐色、黒色の単一土層であり、灰白色火山灰を僅かに混入している。

〔出土遺物〕 遺物は出土していない。

第3号溝跡・ 4号溝跡 （第10図）

〔位置 ・検出状況〕 北側トレンチ調査区中央東寄り、 AD-16"' 

18グリッド中において検出した。方向は第3号溝跡がN-10°― 

E第4号溝跡がN-15°-Eであり、並列して走行し、両溝跡と

も調査区外へおよんでいる。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔断面形・規模〕第3号溝跡は上幅1.6m"-'l.8m、下幅1.3m"' 

1.6mを測り、断面形は逆台形を呈する。

また、壁は西側が弧を描きながら、東側は直線的に開きながら立

ち上がる。底面は平坦で確認面からの深さは50cmを測る。第4

号溝跡は上幅l.lm"-'1.4m、下幅l.Om"-'l.2mを測り、断面形は逆

台形を呈する。壁は大きく外側に開きながら立ち上がるが、土層

断面図を見る限りでは、東側の壁面にテラス状の平坦面が認めら

れる。なお、この部分は面的には確認できなかった。また、底面は平坦で確認面からの深さは50cm
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灰白色火山灰を粒状に若干、酸化鉄を比較的

多く混入する。

第 1号溝跡

層Nol 土 色 I土性 特 徴

I I IOYR2/ I 黒色 砂質シル 叶 酸化鉄を比較的多く混入する。

第2号溝跡

第9図 第 1 号•第 2 号溝跡

188 



程度である。両溝とも内部から多量の湧水が認められた。

〔堆積土〕第3号溝跡の堆積土は6層に分け られ、黒色ないしは黒褐色のシル トを基調と してお り、

自然堆積の様相を呈する。第4号溝跡の土層は3層に分けられ、第3号溝跡と同様に黒色ないしは黒

褐色のシル トであり、自然堆積である。また、 両溝跡とも灰白色火山灰のブロ ックが観察されている。

〔出土遺物〕 遺物は出土していない。 l
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府No 士 色 士 性 特 徴

I IOYRl.7/1 黒色 シル ト スクモをラミナ状に混入する。

2 JOY R 3/2 黒褐色 シル ト スクモを多拭に混入する。

3 10YR3/3 暗褐色 シル ト スクモを多屈に混入する。

4 IOYR2/2 黒褐色 シル ト スクモを比較的多く混入する。

5 IOYR2/3 黒褐色 砂質シルト スクモを比較的多く，酸化鉄を若干混入する。

6 IOYRl7/I 黒色 砂質シルト スクモを比較的多く ，酸化鉄を若干混入する。

第 3号溝跡

府No 土 色 土性 特 徴

I IOYR2/2 黒褐色 シルト スクモをラミナ状に多lilに混入する。

2 IOYR2/l 黒色 シルト 酸化鉄を比較的多 く混入する。

3 IOYRl.7/1 黒色 シル ト 酸化鉄を比較的多 く混入する。

第4号溝跡

゜
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第10図 第 3 号溝跡• 第4号溝跡
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ピット群（第4図、第25図版）

北側トレンチ調査区西端から15基のピットを検出している。こ

れらのピットは長軸80cm,..__,l.3m、短軸25cm"-'50cmの楕円形

あるいは隅丸長方形を呈し、 3,---.,4基を l単位として北東ー南西

方向ヘ一列に並ぶ。検出時には、この一体から多量の湧水があり、

土層堆積状況等を確認することができず、性格等が不明であるた

め、ピット群とした。しかし、ピットの大きさや形状、配列に規

則性が見られるため、柱跡などの可能性が考えられる。また、遺

物は出土していない。一方、新山崎遺跡の中で最も北西に位置す

る当地点から他に、溝跡等の遺構が検出されたこ とで、遺跡の広

がりを明確な形で特定できる要因が発見されたと言えるだろう。

3. I地点

第 1号土坑（第11図、第25図版）

〔位置・検出状況〕南側トレンチ調査区南側、 AX-10"'11グリッド中において検出した。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔平面形・規模〕東西65cm、南北1.2mの不整楕円形を呈し、北東側に突出部分が認められる。断面

形はすり鉢状を呈し、壁は外側に開く形で立ち上がり、中途にテラスを持つ。また、底面の深さは確

認面から40cmを測る。

〔堆積土〕 黒褐色、ないしは黒色の砂質シルトを基調とし、 4層に分けられ、自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕覆土中にまとまった土器の出土が見られた。出土した遺物は全て土師器片であり、口縁

部破片等、器形を復元しうる遺物はなかったが、ハケ調整等、古墳時代に特徴的な調整が見られた。

第 1号溝跡（第12図、第25図版）

〔位置・検出状況〕南側トレンチ北側、 AV"-'AQ-8"-'10グリッド中において検出した。溝跡は調

査区を南東ー北西へ斜めに縦断し、南側端部は東壁外へ、北側端部は調査区北端部からほぼ直角に近

い形で東方へ屈曲している。

〔重複関係等〕南側端部付近において、小ビ

ットを切っている他は認められなかった。

〔平面形・規模〕上幅l.lm"-'l.5m、下幅

80cm"-'1.2mを測り、壁は大きく外側に開き

ながら緩やかに弧を描いて立ち上がる。また、

底面は平坦で確認面からの深さは最も深い部

分で40cmを測る。

〔堆積土〕黒褐色の単一土層で、シルトである。
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屑No 士 色 土性 特 徴

I 10YR2/I 黒色 砂質シル ト 酸化鉄を若干混入する。

2 IOYRl.7/1 黒色 砂質シル ト

3 IOY R 2/2 黒褐色 砂質シル ト IOYR7/6(砂）を斑状に混入する。

4 7.5Y 3/ l 黒褐色 砂質シル ト

第11図第 1号土坑

〔出土遺物〕 遺物は出土していない。

第2号溝跡 （第13図、第25図版）

〔位置・検出状況〕 西側トレンチ南側、 AK-6"-'7グリッド中において検出した。溝跡の北東側、

南西側は調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕 認められなかった。

〔断面形・規模〕上幅45cm"-'55cm、下幅35cm"-'45cmを測り、壁は外側に開きながら立ち上がる。

検出段階では確認できなかったが、土層断面を観察すると、溝跡の北西側にテラスを有している。底

面は比較的平坦であり、深さは確認面から45cmを測る。

〔堆積土〕黒色、黒褐色を基調としたシル トで、 4層に分けられる。

〔出土遺物〕出土していない。

第3号溝跡・ 4号溝跡 （第14図）

〔位置・検出状況〕 西側トレンチ北西側、 AH"-'AG-5"-'6グリッド中において検出した。第3号

溝跡の南西側端部はAH-5グリッドにおいて収束し、北東端部は調査区の北壁沿いに北上し、 A

D-5グリッドにおいて第 1号遺構に切られている。また、 第4号溝跡の北側端部はAH-6グリッ

ドにおいて第3号溝跡と接し、南側端部は調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕 第3号溝跡と第4号溝跡は互いに接しているが新旧関係は判然としない。

〔断面形 ・規模〕 第3号溝跡は北側が調査区外におよんでいるため、規模等は不明である。第4号溝
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府No 土 色 土性 特 徴

I !OYR2/2 黒褐色 シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

2 10YR2/l 黒色 シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

3 7.5Y 2/ 1 黒色 シル ト 酸化鉄を若干混入する。

4 7.5Y 2/2 オリープ黒 シル ト 酸化鉄を若干混入する。

第13図 第2号溝跡

跡は上幅40cm、下幅30cm'"'-40cmを測り、壁は緩やかに外側に開きながら立ち上がる。また、底

面までの深さは確認面から20cmを測る。

〔堆積土〕 黒色の砂質シルトの単一土層であり、第II層下面から掘り込まれている。

〔出土遺物〕出土していない。
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IOYR 7 /3 (砂）を斑状に、酸化鉄を若干

混入する。

第14図 第 3号遺跡・第4号遺跡、ピット33

ピット 33 (第14図～第15図）

〔位置・検出状況〕 西側ト レンチ北西側、 A

H"'-'A I -56グリッド中において検出した。

〔重複関係等〕 認め られなかった。

〔断面形・規模〕 60cmx50cmの不整楕円形

を呈する。

〔出土遺物〕内部から数片の縄文土器片が出

土している。上器片は口縁部と胴部破片であ
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り全てに単節斜縄文が施文されていた。また、頁岩製のチップが底面付近から数片出土している。

2 

紋 様 誤 整 の 特 徴 法it(cm) 
NO 器種 器形 出土場所 残存 写其図版

外 面 内 面 器 底 口径 底径

I 
縄文土

深鉢 底面 単節斜縄文(LR)
口縁部

器 破片

2 
縄文土

深鉢 底面 単節斜縄文(RL) 
ロ縁部

器 破片

0
1
 

5
4
 

10cm 

rl 

第15図 ピッ ト33出土遺物

第5号溝跡（第16図）

〔位置・検出状況〕 西側 トレンチ北西側、 AD"-'AE-11"-'12グリッド中において検出し北側、南側は

調査区外におよんでいる。

〔重複関係等〕 認められなかった。

〔断面形・規模〕上幅l.3m"'1.7m、下幅90cm"-'l.lmを測り西側の壁は途中にテラスを持って立ち上

がる。また、底面は平坦で確認面からの深さは40cmを測る。

〔堆積土〕 5層に分けられ、黒色ないしは黒褐色を基調とした砂質シルトで、自然堆積の様相を呈す

る。

〔出土遺物〕出土していない。

第 2 号土坑 （第17図• 第18図、第40図版）

〔位置・検出状況〕 西側トレンチ西側、 A

D-15"'-'16グリッド中において検出し、土坑

の南側は調査区南壁外へおよんでいる。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔平面形・規模〕 東西1.5m、南北 (1.3m)楕

円形を呈し、壁はほぼ直立に近い形で立ち上

がる。また底面は平坦で、確認面からの深さ

は30cmを測る。

〔堆積土〕黒褐色、ないしは黒色の砂質シルトを基調とし、自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕 覆土中から縄文土器片が数点出土している。第18図の 1は浅鉢の口縁部破片であると考

えられ、外面口縁部は小波状縁であり、小突起と弧線の繰り返しであると考えられる。その下には刻
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目と沈線が横走し、さらに下に単節斜縄文 (LR)が施文されている。大洞C1期のものであると考

えられる。2は単節斜縄文 (LR)施文の口縁部破片である。3は外面の上下二段に渡って単節斜縄

文 (LR、RL)による羽状縄文が施文された深鉢型土器の胴下半部～底部である。第2号土坑から

は、土器の他に頁岩製のチップがまとまって出土している。

+ 1 1 ＋ 12 ＋
 
|

|
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――
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゜
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AE AE 

＋ 1 1 ＋ 12 ＋
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B ← 1 OOOm 

0
ー

｀

』M

府No 土 色 土性 特 徴

I IOYR3/I 黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を比較的多く混入する。

2 IOYR4/l 褐灰色 砂質シル ト
スクモ、25Y7/3(砂）をラミナ状に比

較的多く混入する。

3 IOYR2/l 黒色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

4 IOYR3/l 黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を若千混入する。

5 5Y3/l オリープ黒色 シル ト質砂 5Y7/4(砂）を斑状に多屈に混入する。

第16図第5号溝跡

第7号溝跡（第19図）

〔位置・検出状況〕 西側トレンチ中央、東寄

り、 AD"-'A E -20"-'21グリッド中におい

て検出し、溝跡の北側と南側は調査区外へお

よんでいる。

〔重複関係等〕第6号溝跡と重複関係にある
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＋ 15 ＋ 16 ＋ 

ピット56 』
_LA ぎ°。ADAD 

゜ C 

＋ 

。
』

』M

1/!JNo 土 色 土 性 特 徴

I IOYR3/l 黒褐色 砂宜シル ト 酸化鉄を若干混入する。

2 10YR2/l 黒色 砂質シルト 酸化鉄を若干混入する。

3 IOYR17/I 黒色 砂質シル ト 酸化鉄を若干混入する。

4 10YR3/l 黒褐色 砂質シルト

5 10YR2/l 黒色 砂質シルト

6 IOY R 2/2 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄をわずかに混入する。

7 2.5Y 7 /6 明褐色 砂 IOYR2/I (砂買シルト）との混土憎。

8 2.5Y7/6 明褐色 砂 !OYRl.7/1 (砂灯シルト）との混土層。

， IOYRl.7/1 黒色 砂質シル ト 酸化鉄を比較的多く混入する。

第17図 第 2号土坑・ピット56

こ心―

詈号［

0
1
 

5
十
'-

m c 
ol ー

紋 様 謂 整 の 特 徴 法蘇 (cm)

NO 器種 器 形 出土場所 残存 写真図版

外 面 内 面 器 高 口 径 底径

I 
縄文土

浅鉢？ 底面
［口唇］小突起、 ［口］連続珠文、横位沈線、 口縁部

器 ［胴上］単節斜縄文(LR) 破片

2 縄文土 深鉢 底面 単節斜縄文(LR) 口緑部
器 破片

3 
縄文土

深鉢 羽状縄文(LR) (10.7) 59 
胴器～ 40 

器 底器破片

第18図 第 2号土坑出土遺物
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AD 

゜
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1-1 OOOm 

＋
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゜
2M 

＋ 

AD ＋ 

層No ± 色 土性 特 徴

I IOYR3/I 黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を比較的多く 混入する。

2 5Y 3/1 オリープ黒 砂質シル ト 酸化鉄を若干混入する。

3 2.5Y 3/ I 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

4 IOYR3/I 黒褐色 砂質シルト

5 IOYR4/I 褐灰 シルト質砂 25Y7/4(砂・地山）との混砂層。

6 2.5Y 7 /4 浅黄 砂 10YR4/l (シルト灯砂）との混土肘。

第19図第7号溝跡
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が、新旧は不明である。

〔断面形 ・規模〕 上幅l.6m,..__,2.lm、下幅60cm""l.4mを測り、断面形は逆台形に近い状況を呈する。

西壁にテラスが認められ、底面にも起伏が観察された。また確認面からの深さは50cmを測る。

〔堆積土〕黒褐色を基調とした砂質のシルトが主であり、6層に分けられ、自然堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕 底面から礫が出土しているが、 土器等、時期を決定する要素となり得る遺物は出土して

いない。

第3号土坑 （第20図）

〔位置・検出状況〕 西側トレンチ中央東寄り、 AE-23グリ ッド中において検出し、 土坑の南側は調

査区南壁外へおよんでいる。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔平面形・規模〕 東西1.4m、南北 (I.Om)の不整形を呈し、壁はやや開いて立ち上がる。底面は平坦

で、確認面からの深さは40cmを測る。

+ 23 ＋
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＋
 

＋
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AT
 

B 
f---1.000m 

゜
2M 

/lllNo 土 色 土性 特 徴

1 lOYR4/l 褐灰色 シルト質砂 25Y6/4(砂）との混砂附。

2 5Y3/I オリープ黒 砂質シルト 酸化鉄を若干混入する。

3 5Y2/2 オリ ープ黒 砂質シルト スクモを若干，酸化鉄を比較的多く混入する。

4 IOYR3/3 暗褐色 砂買シルト 酸化鉄を若干混入する。

5 5Y7/3 浅黄色 砂
10YR3/3(砂打シルト）を斑状に混入す

る。

第20図第3号土坑
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〔堆積土〕砂質シルトであり、自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕底面から土師器片が数点出土しているが、小片であり、図示できるものはなかった。

第8号溝跡（第21図）

〔位置・検出状況〕西側トレンチ東側、 AF""'AG-29"-'30グリッド中において検出し北側と南側は

調査区外へおよんでいる。

〔重複関係等〕複数の小ピット切っているのみである。

〔断面形・規模〕上幅40cm"-'55cm、下幅35cm "-'40cmを測り、断面形は逆台形を呈し、壁は直立

に近い形で立ち上がる。また底面は平坦で、確認面からの深さは25cm程度しかない。

〔堆積土〕第8号溝跡は、第II層下面から掘り込まれおり、堆積土は 6層確認され、黒色ないしは黒

褐色を基調とした砂質シルトである。

〔出土遺物〕出土していない。

第9号溝跡（第21図）

〔位置・検出状況〕西側トレンチ東側、 AF"-'AG-31"-'32グリッド中において検出し、方向はN-

20°-wである。また、第9号溝跡の北側と南側は調査区外へおよんでいる。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔断面形・規模〕上幅1.6m、下幅1.4mを測り、断面形は逆台形を呈し、壁は西側がやや急角度にひら

きながら、東側は北東に向かって緩やかに開きながら立ち上がる。底面には若干起伏が認められ、確

認面からの深さは最も深い部分で60cmを測る。

〔堆積土〕黒色、黒褐色、浅黄色の砂質シルトから成り、 4層確認され、自然堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕出土していない。

第10号溝跡・ 11号溝跡（第22図）

〔位置・検出状況〕西側トレンチ東端部、 AG""'AH-33"-'35グ

リッド中において検出し、方向は第10号溝跡がN-20°-W、第

11号溝跡がN-33°―Eである。また、第10号溝跡の北側と南側、

および第11号溝跡の北側は調査区外へおよび、第11号溝跡の南側

はAH-34グリッドにおいて収束している。

〔重複関係等〕第10号溝跡が調査区南壁において第7号遺構を切

っている他、その北側に検出されたピットに切られている。第7

号遺構は基本土層第II層から掘り込まれていた性格不明遺構であ

る。

〔断面形・規模〕第10号溝跡は上幅l.Om'"'-'l.2m、下蝠80cm'""

l.lmを測り、断面形は逆台形を呈し、壁は西側が直立気味に、東

側は南東に向かって緩やかに開きながら立ち上がる。また、東壁
調査区東端部の状況

にテラスが認められる。底面は平坦で、確認面からの深さは最も深い部分で55cmを測る。第11号溝
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＋ 29 十 30 十 31 ＋ 

! 
--------------
い） AF 

' 十 i ¥¥t-r--------___ ＋ 

AG 

＋ 29 ＋ 30 ＋ 31 ＋ 

A -l f-B 1 OOOm 匂 f-D 1 OOOm 

” 
J1'1No 上 色 」； 性 特 徴

I JOYRl.7/ 1 )J;l色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混人する。

2 IOYR2/2 黒渇色 砂質シルト スクモをラミナ状に、酸化鉄を多屈に混人する

3 IOYR2/I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混人する。

4 25Y7/3 浅黄色 砂 IOYR2/l(砂買シルト）との混 l:.h'1。

o
l
 

亡ゴ
jM 

h可No 上 色 t 性 特 徴

I IOYR 2/ I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混人する。

2 IOYRl7/ l 黒色 砂質シルト 酸化鉄を店―Fitも人する。

3 IOYR2/2 黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を比較的多く 混人する。

4 IOYR3/ I 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を若 Fi!も人する。

5 2.5Y3/ I 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄をti干混人する。

6 2 5Y2/ I 黒色 砂質シルト 2.5Y 7 / 4 (砂）との混砂府。

第9号溝跡

第8号溝跡

第21図第8号溝跡• 第9号溝跡
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＋ 33 十 34 ＋ 35 ＋
 

ー
、、――

AG 

＋
 

AH 

＋
 

33 ＋ 34 ＋ 35 ＋ 

A
T
 

B 
ト 1.000m

附No 土 色 土 性 特 徴

1 lOYRl.7/1 黒色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

2 IOYR2/I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

3 IOYR3/l 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

。
』 コ

2M 

己

第7号遺構

庖No 土 色 土性 特 徴

I l0YR2/l 黒色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

2 IOYR2/I 黒色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

3 IOYR3/1 黒褐色 砂質シルト 酸化鉄を比較的多く混入する。

4 lOYl.7/l 黒色 砂買シル ト 酸化鉄を比較的多く混入する。

第10号遺構

第22図 第 7 号溝跡・ 第10号溝跡• 第11号溝跡
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跡は上幅L3m、下幅l◆lmを測る。

〔堆積土〕第10号溝跡は黒色の砂質シルトを基調と し、堆積土は4層確認され、自然堆積の様相を呈

する。

〔出土遺物〕 第11号溝跡の南端部底面から土師器台付甕の脚部が1点出土しており、 古墳時代のもので

ある可能性がある。

ピット群、性格不明遺構 （第5図）

西側トレンチ調査区西南端部 (AK"'--'AL-7"'--'8グリッド）、調査区東側 (AC"'--'AD-12"'--'15

グリッド、 AC-16"'--'17グリッド）、調査区東側 (AD"'--'AF-26"'--'30グリッド） からはピット群

が、調査区中央東寄り (AC"'--'AD-21"'--'25グリッド）からは複数の性格不明遺構が検出されてい

る。それぞれのピッ トは円形、楕円形、不整形等、形状や大きさがまちまちであり、 深さも確認面か

ら10cm"'--'20cm程度で、規則性、位置関係、時期等も不明である。ただ、ある一定の地域にまとま

って検出されており、何らかの施設であった可能性は否定できない。また、 AD"'--'AE-27グリ ッド

中において検出されたビット80と81からは、柱痕が出土しており、何らかの上屋構造を持つ建物が

存在していた可能性もある（第23図）。調査区中央東寄りの地点に集中して検出されだ性格不明の掘

り込み（遺構）については、出土遺物がなく、上部がほとんど削平されてしまった状態で検出された

ため、詳細については判然としない。

＋
 

26 ＋ 27 十

十

AE 

゜
2M 

＋
 

27 ＋ 

第23図 ピット80・ピット81
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第12号溝跡（第24図）

〔位置・検出状況〕北側トレンチ中央、 AC-ll"-12グリッド中において検出し、方向はN-30°-W

で、溝跡の北側と南側は調査区外へおよんでおり、南側は東側トレンチの第5号溝跡と連接すると考

えられる。

〔重複関係等〕認められなかった。

〔断面形・規模〕上幅l.Om"-l.9m、下幅45cm"-l.Omを測り、断面形は逆台形を呈し、壁は大きく外

側に開きながら立ち上がる。底面には若干起伏が認められるが、おおむね平坦で、確認面からの深さ

は最も深い部分で50cmを測る。

〔堆積土〕 黒褐色の砂質シル トを基調とし、 6層確認し、自然堆積の様相を呈する。

〔出土遺物〕出土していない。

東側トレンチの状況（第5図）

北側トレンチは、西側トレンチの北方、 A

G"-A J -36"-43グリッドに設定した幅

3.0mのトレンチである。調査の結果、小ピ

ットが4基検出されたのみで、目立った遺構

は発見されなかった。また、遺物も全く出土

していない。

遺構外出土遺物（第25図）

遺物包含層から出土した高杯の脚部であ

る。磨滅が極めて激しいため、調整等はほ とんど不明であるが、内面にケズリの痕跡が認められ、古

墳時代のものではないかと考えられる。

I地点では、古墳時代の土層のさらに下に、部分的にではあるが、縄文時代の包含層を確認してい

る（第1V層）。この包含層からは、土器片の他に、頁岩や黒曜石製のチップがまとまって出土してい

る。このような縄文時代の遺物が集中して発見された地域は、 AD-21グリッド付近であり、他にも

遺構が存在していた可能性がある。

新山崎遺跡の発掘調査においては、 A-2地点で凹石（時期不明）が出土した事実があるが、明確

な形で縄文時代の遺物が発見されたのは I地点以外では見られない。 1地点は当遺跡のなかでは最も

北側に位置する地点であり、この地域が縄文時代晩期には既に生活の舞台となっていた可能性が考え

られる。第m層からは、古墳時代前期に特徴的に見られる土器片がまとまって出土している。確認調

査の段階で、この地域においても該期の遺物が発見されており、新山崎遺跡内における古墳時代 （前

期）の遺構・遺物の広がりがこの地域にまでおよんでいることが予測されていた。今回の調査の成果

は、この予想を裏付けるものと解釈することができ、古墳時代前期の生活の痕跡は全調査地域の南端

部から北端部のほぼ全域におよんでいることが明らかとなった。
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含

閑No 土 色 土性 特 徴

I IOYR2/3 黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を比較的多く混入する。

2 IOYR2/2 黒褐色 砂質シル ト
2.5Y7/4(砂）をラミナ状に比較的多く

混入する。

3 IOYR3/2 黒褐色 砂質シル ト スクモを若干、酸化鉄を比較的多く混入する。

4 lOYR3/3 暗褐色 砂買シル ト 酸化鉄を若干混入する。

5 lOYR2/l 黒色 砂質シル ト 酸化鉄を比較的多く混入する。

6 10YR3/l 黒褐色 砂質シルト 2.5Y 7 /6 (砂）を斑状に混入する。

第24図第12号溝跡

0
ー

ー

NO I器種I器 形I出土場所
紋様 ・ 調整の特徴

外 面 内 面

I I土師器I高杯 ケズリ

5 10cm 

I I I 

法原 (cm)
残存写立図版

器高 口 径 底径

(6.6) 脚部破

片

第25図 遺構外出土遺物
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石巻市、新山崎遺跡の自然科学分析
株式会社

【1】
古環境研究所

_ ． 新山崎遺跡の土層とテフラ

1 . はじめに

宮城県域には、東北地方や中部地方、 さらに九州地方や北海道地方の火山に由来するテフラ （火山

砕屑物、いわゆる火山灰）が多く分布している （たとえば早田 ・八木、 1991)。テフラの中には、噴

出年代が明らかにされた示標テフラがあり、 これらとの層位関係を遺跡で求めることにより、 遺構の

構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。

新山崎遺跡の発掘調査でも、堆積年代の不明な土層が認められた。そこで地質調査を行って土層層

序の記載を行うとともに、 テフラについて屈折率を測定し、噴出年代が明らかな示標テフラの層位と

の同定を行い、土層の年代に関する資料を収集することになった。調査分析の対象となった地点は、

H地点南側トレンチ、 H地点北トレンチ、 F地点 l号溝跡の3地点である。

2. 

(1) 

地質層序

H地点南側トレンチ

本地点では、下位より灰色砂層のブロック混じり暗灰色泥炭層（層厚14cm)、黄黒灰色泥炭層（層
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図 1 H地点南トレンチの土層柱状図

（数字はテフラ分析の試料番号）
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厚4cm)、黄灰色粘土層 （層厚0.2cm)、黒泥層（層厚0.9cm)、成層した火山灰層（層厚8cm)、黒

色土（層厚6cm)、暗灰色砂質土（層厚5cm)、 cm 

暗灰色作土（層厚llcm)、盛土（層厚10cm) 0 

が認められる（図 1)。

これらのうち、成層した火山灰層は、下部の

白色細粒火山灰層（層厚 1cm) と上部の灰色

がかった白色細粒火山灰層（層厚7cm)から

構成されている。

(2) H地点北側トレンチ

ここでは、下位より黒褐色泥層 （層厚16cm)、

黄灰色粘土層（層厚0.2cm)、黒泥層（層厚 l

cm)、黄白色細粒火山灰層 （層厚6cm)、黒灰

色泥層（層厚17cm)、灰色砂質土（層厚14cm)

が認められる（図2)。

(3) F地点第 1号溝跡

1号溝の覆土は、下位より灰色砂層（層厚

llcm)、砂混じり黒灰色土（層厚2cm)、黄色

がかった白色細粒火山灰層（層厚5cm)、砂混

じり黒灰色土（層厚19cm)、葉理の発達した灰

色砂層（層厚14cm)、灰褐色砂質土（層厚

23cm)、褐色作土（層厚22cm)が認められる

（図3)。

3. 屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

H地点南側トレンチ、 H地点北トレンチ、 F

地点 l号溝の3地点において認められた 3層の

テフラについて、位相差法（新井、 1972)に

より屈折率測定を行って、示標テフラとの同定

の制度を向上させることにした。なおF地点 l

号溝跡で認められたテフラについては、下部と

上部の2層を対象に測定を行った。

50 
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図2 H地点北トレンチの土層柱状図

（数字はテフラ分析の試料番号）
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図3 F地点第 1号溝覆土の土層柱状図

（数字はテフラ分析の試料番号）
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(2)測定結果

屈折率測定の結果を表 lに示す。H地点南側トレンチの試料番号lには、透明や白色の軽石型火山

ガラスが多く含まれている。火山ガラスの屈折率 (n)は、 1 .501-1.506である。重鉱物としては、

斜方輝石や、単斜輝石がわずかに含まれている。H地点北側 トレンチの試料番号 lにも、透明や白色

の軽石型火山ガラスが多く含まれている。火山ガラスの屈折率 (n)は、 1.502-1.507である。重鉱

物としては、斜方輝石や、単斜輝石がわずかに含まれている。

F地点 l号溝跡の試料番号2 (下部）には、透明の軽石型火山ガラスが少量含まれている。火山ガ

ラスの屈折率 (n)は、 1.502-1.505である。重鉱物としては、斜方輝石、単斜輝石、角閃石がごく

わずかに含まれている。また試料番号 1(上部）には、透明や白色の軽石型火山ガラスが多く含まれ

ている。火山ガラスの屈折率 (n)は、 1.502-1.506である。重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石

がわずかに含まれている。斜方輝石の屈折率 (y)は、 1.502-1.506である。

屈折率測定を行った試料に含まれるテフラ粒子は、火山ガラスの色調、形態、 屈折率などから、

915年に十和田火山から噴出した十和田a火山灰 (To-a、大池、 1972、町田ほか、 1981)に由来す

ると考えられる。ただし、（町田 ・新井、 1991)により記載されているTo-a(n : 1.496-1.504) 

と比較して、火山ガラスの屈折率が若干高い傾向にある。同様な領向は、 仙台市周辺の多くの遺跡で

認められている（古環境研究所、未公表試料）。これについては、 To-aの噴出年代が新しく、地点に

より火山ガラスの水和の程度が異なることに起因している可能性がある（新井房夫 群馬大学名誉教

授談）。現段階においては、 To-aの可能性がもっとも大きいと思われるものの、さらに多くの地点で

分析測定を行う必要がある。

4. 小結

新山崎遺跡において、地質調査と屈折率測定を行った。その結果、十和田a火山灰 (To-a、915年）

に同定される可能性の高いテフラ層を認めることができた。

文 献

新井 房夫 (1972)斜方輝石 ・角閃石の屈折率によるテフラの同定ーテフロ クロノロジーの基礎的

研究．第四紀研究、 11、p.254-269. 

町田 洋 • 新井房夫 (1992)火山灰アトラス．東京大学出版会、 276p.

町田 洋 • 新井房夫 ・森脇 広 (1981)日本海を渡ってきたテフラ．科学、51、p.562-569.

早田 勉 ・八木浩司 (1991)東北地方の第四紀テフラ研究．第四紀研究、 30、p.369-378.

大池 昭二 (1972)十和田火山東麓における完新世テフラの編年．第四紀研究、 11、p.232-233.

211 



表 1 屈折率測定結果

地点 試料 火山ガラス

量 形態色調 屈折率 (n) 組合せ

重鉱物

屈折 率

H地 点 南

・--------

H地点北

・--------

F地点1号溝

1 +++ pm tr,wh 1.501-1.506 (opx,cpx) 

1 +++ pm tr,wh 1.502-1.507 (opx,cpx) 

1

2
 

＋＋＋ 

＋ 

pm wh,tr 1.502-1.506 

pm tr 1.502-1.505 

(opx,cpx) 1.706-1.707 

(opx,cpx,ho) 

＋＋＋：多い ， ＋＋：中程度，＋：少な い，ー：認められない. pm: 軽石型， bw:バブ

ル型. tr : 透明， wh:白色. opx: 斜 方輝石， cpx: 単斜輝石．屈折 率 の測定は，

位相差法（新井， 1972) による．

II. 新山崎遺跡におけるプラント・オパール分析

1 . はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、植物が

枯れたあとも微化石（プラント ・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。プラント ・オ

パール分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり、イネの消長を検討することで埋

蔵水田跡の検証や探査が可能である （藤原 ・杉山、 1984)。

2. 試料

試料は、H地点南側 トレンチ （溝内）のTo-a直下層から採取された2点である。試料採取箇所を

分析結果の柱状図に示す。

3. 分析法

プラン ト・オパールの抽出と定量は、プラント ・オパール定量分析法（藤原、 1976)をもとに、

次の手順で行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥 （絶乾）

2)試料約 1gに対して直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加

（電子分析天秤により0.1mgの精度で秤量）
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3)電気炉灰化法 (550℃ ・6時間）による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・42KHz・10分間）による分散

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6)封入剤（オイキッ ト） 中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来するプラント ・オパールをおもな対象と し、 400倍の偏光顕

微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート

l枚分の精宵に相当する。試料1gあたりのガラスビーズ個数に、 ・計数されたプラン ト・ オパールと

ガラスビーズ個数の比率をかけて、試料1g中のプラント ・オパール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算計数（機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重、単位 ：10-sg)をかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産料を算出した。

イネ（赤米）の換算係数は2.94(種実重は1.03)、ヨシ属（ヨシ）は6.31、ススキ属（ススキ）は

1.24、タケ亜科は0.48である。

4 分析結果

水田跡（稲作跡）の検討が主目的で

あることから、同定および定量はイネ、

ヒエ属型、ヨシ属、ススキ属型、タケ

亜科の主要な 5分類群に限定した。こ

れらの分類群について定量を行い、そ

の結果を表 lおよび図 lに示した。写

真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を

示す。

5. 考察

(1)稲作跡の検討

I 

表 1 新山崎遺蹟におけるプラント・オパール分析結果

検出密度 （単位 ：X 100個/g)

分類群＼試料
! H地点南トレン乞］2 
1 

"●  " 

イネ 23 8 
ヨシ属 38 60 
ススキ属型

タケ亜科 I 
15 8 

8 

推定生産量（単位： kg/吋・cm)
イネ 0.67 0.22 
ヨシ属 2.41 3. 79 
ススキ属型 0.19 0.09 
タケ亜科 0.04 

※試料の仮比重を1.0と仮定して算出。

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、 一般にイネのプラント ・オパールが試料 1gあたりお

よそ5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断し

ている。

H地点南側トレンチ（溝内）のTo-a直下層（試料 l、2)について分析を行った。その結果、両

試料からイネが検出された。密度は800"-'2,300個/gと比較的低い値であるが、同層は直上をテフ

ラ層で覆われていることから、上層から後代のものが混入した可能性は考えにくい。

これらのことから、当時は溝の周辺で稲作が行われており、そこから何らかの形で溝内にイネのプ

ラント ・オパールが混入したものと推定される。
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0 3万個/g
I I I I 
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ス
ス
キ
属
型

0 3kg/廿・cm
I , I, I,, I 

推定生産量

新山崎遺跡、H地点南トレンチにおける

プラント・オパール分析結果

(2)堆積環境の推定

ヨシ属は比較的湿ったところに生育し、ススキ属やタケ亜科は比較的乾いたところに生育している。

このことから、 これらの植物の出現状況を検討することによって、堆積当時の環境（乾燥 ・湿潤）を

推定することができる。

イネ以外の分類群では、 ヨシ属が多く検出され、 ススキ属型やタケ亜科は比較的小量である。おも

な分類群の推定生産量 （図 lの右側）によると、 ヨシ属が圧倒的に卓越していることが分かる。

以上のことから、当時の溝内はヨシ属などが繁茂する湿地的な環境であったものと推定される。

6. まとめ

H地点南側トレンチ（溝内）のTo-a直下層についてプラン ト・ オパール分析を行った。その結果、

比較的少量ながらイネが検出され、溝の周辺で稲作が行われていた可能性が認められた。当時の溝内

はヨシ属などが繁茂する湿地的な環境であったものと推定される。

参考文献

藤原 宏志 (1976)プラント ・オパール分析法の基礎的研究 (1)ー数種イネ科栽培植物の珪酸体

標本と定量分析法一考古学と自然科学、 9、p.15-29.

藤原 宏志 • 杉山 真二 (1984)プラン ト・ オパール分析法の基礎的研究 (5)ープラント・オパ

ール分析による水田址の探査一考古学 と自然科学、 17、p.73-85.
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石巻市新山崎遺跡の自然科学分析【2】
株式会社古環境研究所

I . 新山崎遺跡における種実同定

1 . 試料

試料は、新山崎遺跡の井戸跡、土坑、溝跡より出土した22点の種実類である。出土地点は結果表に

一覧する。

2. 方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行っ

た。結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

3. 結果

樹木5、草本2の計7が同定された。学名、和名および粒数を表lに示し、主要な分類群を写真に

示す。以下に同定の根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

a. イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia K.Koch 種子 イヌガヤ科

茶褐色で長楕円形を呈す。表面には顆粒状の隆起がある。断面は両凸レンズ形である。

b. オニグルミ Juglans ailanthifolia Carr. 核 クルミ科

茶褐色で円形～楕円形を呈し、一端がとがる。側面には縦に走る一本の縫合線がめぐる。表面全体

に不規則な隆起がある。断面は円形である。

C. ウメ Prunus mume Sieb. et Zucc. 核バラ科

茶褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が走る。表面には小孔が散在する。

d. モモ Prunuspersica Batsch 核バラ科

黄褐色～黒褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。

e. トチノキ Aesculus turbinata Blume 種子 ・幼果 トチノキ科

黒色と茶褐色の部分とに分かれ、 黒色の部分に光沢がある。

幼果は茶褐色で倒卵形を呈す。長さ26.2mm、幅22.7mm程度。
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〔草本〕

f. イネ Oryzasativa L. 穎 イネ科

穎は茶褐色で扁平楕円形を呈し、下端に枝梗が残る。表面には微細な顆粒状突起がある。完形のも

のは無かった。

g. カナムグラ Humulus scandens Merrill 種子 クワ科

黒色で円形を呈し、断面形は両凸レンズ状である。側面には心形を呈するへそがある。

4 . 所見

同定の結果、イヌガヤ、オニグルミ、ウメ、モモ、 トチノキ等の樹木の種実、イネ （穎）、カナム

グラの草本の種実が同定された。食用による大型のものばかりで、 特にモモが多い。投棄されたもの

が堆積物に取り込まれたと考えられる。ウメ、モモ、イネは栽培植物であり、カナムグラは人為環境

を好む草本である。ウメとモモは縄文時代晩期から弥生時代にかけて大陸から伝来した外来の栽培植

物である。本遺跡のモモ核を金原 (1996)の分類に照らし合わせると、弥生時代以降に継続して存

在する丸みをもつA類 と中世以降に出現する長めのE類に相当する。

表1 新山崎遺跡における種実同定結果
試料番号 地点 出土場所 和名 学名 部位 個数

1 A 1号井戸跡 オニグルミ Juglansailanthifolia Carr. 核 1 

2 A 1号井戸跡 ウメ Prunus mume Sieb.et Zucc 核 1 

3 A 1号井戸跡 イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia K.Koch 種子 1 

4 A 1号井戸跡 トチノキ Aesculus turbinata Blume 果実片 1 

5 A 1号井戸跡 オニグルミ Juglans ailanthifolia Carr. 核片 1 

6 A 1号井戸跡 モモ Prunus persica Baisch 核片 1 

7 A 1号井戸跡 オニグルミ Juglans ailanthifolia Carr. 核片 1 

8 A 2号井戸跡 カナムグラ Humulus scandens Merr. 種子 54 

， 3号井戸跡 モモ P runus pers1ca Baisch 核 1 
A 

オニグルミ Juglansailanthifolia Carr. 核 1 

10 B 1号井戸跡 オニグルミ Juglansailanthifolia Carr. 核片 1 

11 B 2号井戸跡 モモ Prunus persica Baisch 核 1 

12 B 1号溝跡 モモ Prunus persica Baisch 核 4 

13 B 1号溝跡

14 B 1号井戸跡 モモ Prunus persica Baisch 核片 1 

15 D 11号溝跡 モモ Prunus persica Batsch 核 2 

16 D 12号溝跡 モモ Prunus persica Batsch 核片 1 

17 D 16号溝跡 カナムグラ Humulus scandens Merr. 種子 6 

18 D 2号井戸跡 モモ Prunus persica Baisch 核 1 

19 D 2号井戸跡 モモ Prunus persica Baisch 核 1 

20 D 13号溝跡 モモ Prunus persica Baisch 核片 1 

21 D 5号溝跡 モモ Prunus persica Baisch 核片 1 

22 I 
南トレンチ イネ Oryza saliva L. 穎 11+ 

1号土坑
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新山崎遺跡出土種実 I 

1 オニグルミ核 — 5.0mm 2 オニグルミ核 - 1.0mm 3 トチノキ果実片 - 1.0mm 
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参考文献

南木 睦彦 (1993)葉 ・果実 ・種子．日本第四紀学会編、第四紀試料分析法、東京大学出版会、

p.276-283. 

金原 正明 (1996)古代モモの形態と品種．月刊考古学ジャーナルNo409、ニューサイエンス社、

p.15-19. 

II. 新山崎遺跡出土木製品の樹種同定

1 . 試料

試料は、新山崎遺跡出土の木製品9点である。出土地点は結果表に一覧する。

2. 方法

カミソリを用いて試料の新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面） を作製し、生

物顕微鏡によって60-----600倍で観察した。樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって

行った。

3. 結果

結果は第 l表に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

表 1 新山崎遺跡出土木製品の樹種同定結果

試 料 (No./製品名／出土場所） 樹 種 和 名 ／
 
学 名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

曲物状井戸枠

井戸枠 （塩釜期）

棒（呪術用具）

朱塗杯

斧柄

椀

加工木片

加工木片

加工木片

B地点

D地点

A地点

A地点

E地点

D地点

D地点

D地点

D地点

1号井戸跡

1号井戸跡

2号井戸跡

3号井戸跡

5号溝跡

14号溝跡

14号溝跡

14号溝跡

14号溝跡

スギ

クリ

プナ科

プナ属

カヤ

プナ属

スギ

スギ

スギ

Cryptomeガajaponica D. Don 

Castanea crenata Sieb. et Zucc. 

Fagaceae 

Fagus 

Torreya nucifera Sieb. et Zucc. 

Fagus 

Cryptomeria japonica D .Don 

Cryptomeria japoni:Ca D. Don 

Cryptomeria japon£ca D. Don 

a. カヤ

図版l

Torreya nucifera Sieb. et Zucc. イチイ科

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。
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横断面：早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭く年輪界は比較的不明瞭である。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で 1分野に 1"'4個存在する。仮道管の内壁には、ら

せん肥厚が存在し 2本対になる傾向を示す。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、仮道管の内壁には2本対になる傾向を示すらせん

肥厚が存在する。

以上の形質より、カヤに同定される。カヤは宮城県以南の本州、四国、九州と韓国の済州島に分布

する。常緑の高木で、通常高さ25m、径90cmに達する。材は均質緻密で堅硬、弾性強く水湿にも

耐え、保存性が高い。弓などに用いられる。

b. スギ Cryptomeria japonica D.Don スギ科

図版2・3

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、 1分野に 2個存在するものがほとんどであ

る。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、 10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、 屋久島に分布する。日本特産の常緑

高木で、高さ40m、径2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

C. ブナ属 Fagus ブナ科

図版4・5

横断面：小型でやや角張った道管が、単独あるいは2-3個複合して密に散在する散孔材である。

早材から晩材にかけて、道管の径は緩やかに減少する。

放射断面 ：道管の穿孔は単穿孔および階段穿孔である。放射組織はほとんど平伏細胞からなるが、

ときに上下端のみ方形細胞が見られる。

接線断面 ：放射組織はまれに上下端のみ方形細胞が見られるが、ほとんどが同性放射組織型で、単

列のもの、 2-数列のもの、大型の広放射組織のものがある。

以上の形質よりブナ属に同定される。ブナ属には、ブナ、イヌブナがあり、北海道南部、本州、四

国、九州に分布する。落葉の高木で、通常高さ20-25m、径60-70cmぐらいであるが、大きいものは

高さ35m、径1.5m以上に達する。 材は堅硬、緻密、靱性あり、保存性は低い。容器などに用いられる。

d. クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科

図版6

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が、火炎状
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新山崎遺跡出土木製品の顕微鏡写真I

放射断面・"■""'""一，：0.05mm 放射断面 ,. __ ,,,,, ,,,., :O.lmm 

3. 9 加工木片 D地点 スギ

・-" 横断面"" , :0.2mm 放射断面, , :O.lmm 接線断面，" ""-""' :0.2mm 

1. 5 斧柄 D地点カヤ

横断面 ： 0.5mm 放射断面 ： 0.05mm 接線断面 ： 0.2mm 

2. 7 加工木片 D地点スギ

＇ 
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II 

I 
接線断面 一—- :0.2mm 
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新山崎遺跡出土木製品の顕微鏡写真II

横断面・,,,,.,_:0.5mm 放射断面—- : 0.2皿 接線断面――---:0.2mm 
4. 4 朱塗杯 A地点 3号井戸跡 ブナ属

____ _______ , " __ , 一"""'

横断面ロ'一""" :0.5mm 放射断面，'""一"',, :0.2mm 接線断面 ，： 0.2mm 
5. 6 椀 D地点ブナ属

横断面 ， ： 0.5mm 放射断面 ，" :0.5mm 接線断面 ： 0.2mm 
6. 2 井戸枠 （塩釜期） D地点 1号井戸跡 クリ

222 



に配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面 ：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 ：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の

高木で、通常高さ20m、径40cmぐらいであるが、大きいものは高さ30m、径2mに達する。耐朽

性強く、水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、

薪炭、椎茸ほだ木など広く用いられる。

e. ブナ科 Fagaceae 

横断面：部分的ではあるが、中型から大型の道管が見られた。

放射断面 ：放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりブナ科の、クリ、シイ属、コナラ属アカガシ亜属、コナラ属コナラ節、コナラ属ク

ヌギ節のいずれかである。なお本試料は小片であり、広範囲の観察は困難であったので、ブナ科の同

定にとどまる。

4. 所見

同定の結果、スギ4、ブナ属2、ブナ科l、カヤ l、クリlであった。井戸枠や加工材はスギとク

リであり、いずれも水質に耐える木材である。杯と椀に用いられたブナ属は剖りものに多用される材

である。斧柄はカヤであるが、粘りけのあるカヤは弓や柄に各時期において用いられる。

参考文献

佐伯 浩 • 原田 浩 (1985)針葉樹材の細胞．木材の構造、文永堂出版、 p.20-48.

佐伯 浩 • 原田 浩 (1985)広葉樹材の細胞．木材の構造、文永堂出版、 p.49-100.

島地 謙 • 伊東隆夫 (1988)日本の遺跡出土木製品総覧、雄山閣、296p.
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新山崎遺跡出土土器の胎土分析
株式会社第四紀地質研究所井上巌

I . X線回析試験及び化学分析試験

1 実験条件

1 -1 試料

分析に供した試料は第 l表胎土性状表に示す通りである。

X線回析試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料とし

て実験に供した。

化学分析は土器をダイ ヤモンドカッターで小片に切断し、 表面を洗浄し、乾燥後、試料表面をコー

ティングしないで、直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入し、分析した。

1-2 X線回析試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回析試験によった。測定には日本電子製J

DX-8020X線回析装置を用い、次の実験条件で実験した。

Target: Cu、 Filter: Ni、Voltage:40kV、Current:30mA、ステップ角度： 0.0 2° 

計数時間： 0.5秒。

1-3 化学分析

元素分析は日本電子製5300LV型電子顕微鏡に20 0 1型エネルギー分散型蛍光X線分析装置

をセットし、実験条件は加速電圧 ：1 5 kV、分析法：スプリント法、分析倍率 ：200倍、分析有

効時間： 1 0 0秒、分析指定元素10元素で行った。

2 X線回析試験・蛍光X線分析結果の取扱い

実験結果は第 l表胎土性状表に示す通りである。

第 l表右側にはX線回析試験に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各胎

土に対する分類を行った結果を示している。

X線回析試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現われ

る各鉱物に特有のピークの強度を記載したものである。

電子顕微鏡によって得られたガラス量とX線回析試験で得られたムライト (Mullite)、クリストバ

ライト (Cristobalite)等の組成上の組合せとによって焼成ランクを決定した。
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2-1 組成分類

1) M o n t -M i c a -H b三角ダイアグラム

第 l図に示すように三角ダイアグラムを 1,,..__, 1 3に分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎

土の位置を数字で表した。

Mont、Mica、Hbの三成分の含まれない胎土は記載不能として 14にいれ、別に検討した。三角ダ

イアグラムはモンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica)、角閃石 (Hb)のX線回折試験における

チャートのピーク強度をパーセント（％）で表示する。

モンモリロナイトはMont/Mont+Mica+Hb*lOOでパーセントとして求め、同様にMica、Hbも計

算し、 三角ダイヤグラムに記載する。

三角ダイアグラム内の 1,,..__, 4はMont、Mica、Hbの3成分を含み、各辺は2成分、各頂点は 1成

分よりなっていることを表している。

位置分類についての基本原則は第l図に示す通りである。

2) Mont-Ch、Mica-Hb菱形ダイアグラム

第2図に示すように菱形ダイアグラムを l"-'l9に区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能

は20とし別に検討した。

モンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica)、角閃石 (Hb)、緑泥石 (Ch)の内、

a) 3成分以上含まれない、 b)Mont、Chの2成分が含まれない、

c) Mica、Hbの2成分が含まれない、の3例がある。

菱形ダイアグラムはMont-Ch、 Mica-Hbの組合せを表示するものである。Mont-Ch、Mica-Hb

のそれぞれのX線回析試験のチャートの強度を各々の組合せ毎にパーセントで表すもので、例えば、

Mont/Mont+Ch*lOOと計算し、Mica、Hb、Chも各々同様に計算し、記載する。

菱形ダイアグラム内にある 1"'7はMont、Mica、Hb、Chの4成分を含み、各辺は

Mont、Mica、Hb、Chのうち3成分、各頂点は2成分を含んでいることを示す。

位置分類についての基本原則は第2図に示すとおりである。

3)化学分析結果の取り扱い

化学分析結果は酸化物として、ノーマル法 (10元素全体で 100%になる）で計算し、化学分析表

を作成した。化学分析表に基づいて Si02-Al2Q3図、Fe203-MgO図、K20-Ca0図

の各図を作成した。これらの図をもとに、上器類を元素の面から分類した。
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第 1 図 三角ダイヤグラム
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3 X線回析試験結果

3-1 タイプ分類

第 1表胎土性状表には新山崎遺跡より出土した土器が記載してある。

第3表に示すように土器胎土はA,___,Jの10タイプに分類された。

Aタイプ： Hb 1成分を含み、Mont、Mica、Chの3成分に欠ける。

Bタイプ： Mica、Hbの2成分を含み、 Mont、Chの2成分に欠ける。

Cタイプ ：Mica、Hb、Chの3成分を含み、 Mont1成分に欠ける。

Dタイ プ ：Mica、Chの2成分を含み、 Mont、Hbの2成分に欠ける。組成的にはBタイプと同じ

であるが検出強度が異なる。

Eタイプ： Mica、Chの2成分を含み、 Mont、Hbの2成分に欠ける。

Fタイプ： Mica以成分を含み、 Mont、Hb、Chの3成分に欠ける。

Gタイプ： Mont、Micaの2成分を含み、 Hb、Chの2成分にかける。

Hタイプ： Mont、Mica、Chの3成分を含み、 Hb1成分に欠ける。

Iタイプ ：Ch 1成分を含み、 Mont、Mica、Hb野3成分にかける。

Jタイプ ：Mont、Mica、Hb、Chの4成分に欠ける。

主に、 nAI2Q3・mSi02・H20 (アロフェン質ゲル）で構成される。

最も多いタイプはA、D、Fタイ プで各 11個、次いで、 Cタイプの6個、 EとJタイプの各3個、

B、G、H、 Iタイプの各 1個で構成される。DとFタイプは甕と器台が集中し、 Aタイプは甕、器

台、鉢、甑など器種に富む。この3タイプで全体の約70%を占める。個体数の多いことから判断し

て、在地あるいは在地近傍の可能性が高い。

3-2 石英 (Qt)一斜長石 (pI)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがあ

る。

土器を制作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作るということは個々の集団が

持つ土器制作上の固有の技術であると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を有している。この比は後背地の地質条件に

よって各々異なってくるものであり、 言い換えれば、各地の砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有

していると言える。

第5図Qt-Pl図に示すよう にI-----mの3グループに分類された。

Iグループ ：Qt (石英）の強度が1800------2800の低い領域にある。

IIグループ ：p I (斜長石）の強度が400以上の領域にあり、 Qtの強度が2800------4500の広い

領域に分散する。

mグループ ：Qtが3000------5000、pIが0------400の領域に集中する IとIIグループは明らかに異
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質であり、mグループは個体数も多く、在地あるいは在地近傍の可能性が高い。mグループは （仮称）（註）

在地系 (aタイプ）の器台と甕、（仮称）外来系 (/3タイプ）の甕と壷などが集中する。ここでは器

種のタイプはf3タイプであるがaタイプと同じ領域にあり、明らかに関連性が窺われる。

4 化学分析結果

第2表化学分析表に示すように、新山崎遺跡の土器と土器を化学分析した。

分析結果に基づいて第6図Si02-Al203図、第7図Fe2Q3-MgO図、第8図K20-C

aO図を作成した。

4-1 Si02-Al2かの相関について

第6図Si02-Al2Q3図に示すように新山崎遺跡の土器は IとIIの2グループと“その他”に

分類された。si 02の値の低い領域には Iグループ、高い領域にIIグループを形成する。

Iグループ ：s i O 2が55"-'65%、A120 3のが20"-'35%の広い領域に分散する。このグルー

プはQt-Pl相関の中での IとIIグループに対応するものである。

IIグループ ：s i 02が64"-'74%、AI 203のが15"-'30%の領域に集中する。このグループはQ

t -P I相関でのrnグループに対比される。

“その他” ：新山崎ー16、 1 7、25、31の4個は IとIIの2グループに入らないもので、 異

質である。新山崎一16、 1 7は成分的にはIIグループに近い。

土器胎土は明瞭に2タイプあることを示している。 Iグループと IIグループはともに aタイプと(3

タイプの土器が共存し、明瞭な分類はできない。

4-2 Fe2Q3-MgOの相関について

第7図Fe2Q3-MgO図に示すように、 I'""Vの5グループに分類される。

Iグループ： Fe 20 3が2"-'8%、MgOが0"-'0.5%の領域に集中する。個体数は37個とaタイ

プ、 Bタイプを問わずそのほとんどが集中する。

IIグループ ：新山崎ー30、46の鉢が集中する。

mグループ ：新山崎ー 10、48はFe2 0 3が4"-'12%、 MgOが1.4%以上の高い領域にあ り、

異質である。

Wグループ ：新山崎一 3、 1 6、21、31、36の5個はFe2 0 3が8"-'10%、MgOがO'""

0.3%の狭い領域に集中する。

Vグループ ：新山崎ー2、9、33の3個はFe2 0 3がll"-'14%の高い領域にある。

Iグループはaタイプと Bタイプが共存する。II'""Vは明らかに異なる領域を形成し、異質である。
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4-3 K20-CaOの相関について

第8図K20-CaO図に示すように、新山崎遺跡の土器は I-Nの4グループに分類される。

Iグループ：新山崎一 6、 1 5、21、24、25、29、46の7個はK20が0.5-1.3%の低

い領域にある。新山崎ー24と46はIIIグループに近い。

IIグループ ：新山崎一10、28、39、48の4個はK20が1.5-2.5%、CaOが1.0-2.8%

の高い領域に分布する。

IIIグループ ：新山崎遺跡の土器の大半が集中する。K20が1.0-2.5%、CaOがo-0.8%の領域

に分布する。

Wグループ ：新山崎一31、33の2個はK20が2-3.5%、CaOが0.5-1.0%の領域に分布す

る。

5 まとめ

1)土器胎土はA"-']の 10タイプに分類され、 A、D、Fの3タイプで70%以上を占める。こ

れら 3タイプが個体数の多いこ とから判断して在地および在地近傍の可能性が高い。

2) X線回析試験に基づく Qt-Pl相関では I"'IIIの3グループに分類され、 Iグループの新山

崎一6、 1 5、23はQtの強度が低く異質である。IIグループはplの強度が高く異質であり、 III

グループはaタイプと Bタイプが共存し、集中度が高い。少なくとも 3タイプに分類される。

3)化学分析結果に基づいて第4表土器分類表を作成した。分類では①～⑦の7タイプに分類され

た。

①タイプはQt-Plの中で異質、②タイプはMgOの値が高く異質、③タイプはFe203が低い

領域と高い領域に分かれ異質、④タイプはK20とCaOの領域が異なり異質、⑤タイプはsi 02と

A 1 203の領域が異なり、これら 5タイプは少なくともと在地近傍の中で異質なものである。

⑥タイプは在地の粘土を使って、砂の混合比が異なる タイプ。⑦タイプは明らかに在地あるいは在

地近傍のタイプ。⑦タイプを検討する と分類ではf3タイプと aタイプに分類されるが土器胎土として

は成分が類似し、土器胎土からは分けることはできない。すなわち、 f3タイプも在地の粘土を使って

製作されているのではなかろうか。
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第4表 土器分類表

II
皿
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I
I
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I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 
皿
皿
皿

III
皿

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

試料 タイプ 備 考 土器

No 分類 番号
① Qt-Pl異質

新山崎ー6 A 甕 a 古墳前 士師器 E 2土坑 49 
新山崎ー15 H 複合壷 /3 古墳前 土師器 F遺構外 4 
新山崎ー23 E 甕 a 古墳前 土師器 F 2土器集中 14 

② MgO異質

新山崎ー10 A 壷 /3 古墳前 土師器 A2方形周溝 55 
新山崎ー48 A 甕？ t3 古墳前 土師器 F遺構外 104 

③ Fe203異質

新山崎ー3 A 甑 a 古墳即 士師器 E 2土坑 46 
新山崎ー16 A 甕 a 古墳前 土師器 F 3土坑 6 
新山崎ー21 H 甕 /3 古墳前 土師器 F 1土坑 12 
新山崎ー36 A 器台 a 古墳前 土師器 F 5土坑 32 

新山崎ー2 H 器台 a 古墳前 土師器 D士器集中 45 
新山崎ー9 F 壷 /3 古墳前 土師器 A3方形周溝 54 
新山崎ー31 A 鉢 a 古墳前 土師器 F 3溝 25 
新山崎ー33 A 器台 a 古墳前 士師器 F 3土坑 29 

④ K20-Ca0異質
新山崎ー24 G 甕 a 古墳前 土師器 F 1土坑 15 
新山崎ー25 A 甕 a 古墳前 土師器 F 3土坑 17 
新山崎ー28 E 甕 a 古墳前 土師器 F 5土坑 22 
新山崎ー39 C 器台 a 古墳前 土師器 F 5士坑 35 

⑤ Si02-Al203異質
新山崎ー30 D 鉢 B 古墳前 土師器 F 1土器集中 24 
新山崎ー26 C 甕 a 古墳前 土師器 F遺構外 18 

新山崎ー5 B 甕 {3 古墳前 土師器 G 1土坑 50 
新山崎ー7 B 甕 a 古墳前 土師器 カクニン 52 
新山崎ー17 C 甕 a 古墳前 士師器 F 5士坑 7 

⑥ aでQtーPl異質
新山崎ー4 A 甕 {3 古墳前 士師器 F 1士器集中 5 
新山崎ー1 E 甕 a 古墳前 土師器 D 1井戸 43 
新山崎ー29 A 鉢 a 古墳前 土師器 F遣構外 23 
新山崎ー40 C 器台 a 古墳前 土師器 F 5土坑 36 
新山崎ー41 B 器台 a 古墳即 土師器 F 5士坑 37 

⑦ a共通
新山崎ー43 C 尚坪 {3 古墳前 土師器 F 5土坑 41 
新山崎ー12 D 壷 13 古墳即 土師器 F 5土坑 1 
新山崎ー47 C 壷 {3 古墳前 土師器 F迫構外 103 
新山崎ー42 D 鉢 /3 古墳前 土師器 F 5土坑 40 
新山崎ー46 C 鉢 /3 古墳前 土師器 F 5土坑 102 
新山崎ー13 C 甕 {3 古墳前 土師器 F 5土坑 2 
新山崎ー45 H 甕 /3 古墳前 土師器 D 1 5溝 101 
新山崎ー49 E 甕？ {3 古墳叩 士師器 F 5士坑 105 
新山崎ー34 E 器台 a 古墳前 土師器 F 5土坑 30 
新山崎ー35 E 器台 a 古墳前 士師器 F 5土坑 31 
新山崎ー37 E 器台 a 古墳前 土師器 F 5土坑 33 
新山崎ー38 E 器台 a 古墳前 土師器 F 5土坑 34 
新山崎ー8 B 小型甕 a 古墳前 土師器 D 1井戸 53 
新山崎ー11 B 壷？ a 古墳前 土師器 カクニン 56 
新山崎ー29 A 鉢 a 古墳即 士師器 F遺構外 23 
新山崎ー14 E 甕 a 古墳即 土師器 F 5土坑 3 
新山崎ー18 B 甕 a 古墳llり 土師器 F 5士坑 ， 
新山崎ー19 C 甕 a 古墳前 士師器 F 5士坑 10 
新山崎ー20 C 甕 a 古墳前 土師器 F 1土坑 11 
新山崎ー22 E 甕 a 古墳前 土師器 F 5土坑 13 
新山崎ー27 C 甕 a 古墳即 士師器 F 5土坑 19 
新山崎ー32 E 甕 a 古墳前 土師器 F遺構外 8 
新山崎ー44 C 甕 a 古墳即 土師器 F 5土坑 42 
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註

今回の分析を実施するにあたり、株式会社第四紀地質研究所から、科学的な分析との比較対照とす

るために、分析対象とする土器を、外面観察によって (a)在地的様相が強いと考えられるもの、と

(/3)外来的様相が強いと考えられるものとに分類してもらいたいという要請があった。このため、

以上のような分類を暫定的に実施した上で土器の胎土分析に臨んだわけである。

その結果として、この分類は、土器の胎土分析結果とはやや異なるものであることが判明した。

しかし、今回の報告では、分析作業の過程で実施した項目であるため、掲載させていただくことと

したい。また、この分類は、 第8部 遺物と遺構の検討 l出土土器の検討における出土土器の分類

とは、無関係であることをおことわりしておきたい。
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第8部遺物と遺構の検討



目
、E
グ

I. 出土土器につ")て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・245

1. 縄文時代・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・245

2. 古墳時代・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・245

(1) 分類・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・245

(2)土器の新I日関係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・253

(3)土器の様相・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・262

(4)田道町遺跡出土土器との比較・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・263

3. 奈良 • 平安時代・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・264

(1) 土師器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・264

(2)須恵器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・264

4. 土器の胎土分析につI,)て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・265

(1)分析内容の理解・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・265

(2)分析結果の理解・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・265

(3)分析結果からわかるこ と・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・266

II. 遺構につし)て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・270

1. 各時代における遺構分布のあり方につし)て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・270

2. 方形周溝墓につし)て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・271

3. 古墳時代前期の井戸跡につし)て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・272

4. 土器集中遺構 （土坑） につし)て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・273

5. 井戸跡につし)て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・275

6. その他の遺構につし)て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・275

ill. まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・278

244 



I . 出土土器について

新山崎遺跡からは、縄文時代から近世までの土器が出土している。ここでは、特にまとまった出土

が見られた、縄文時代～奈良• 平安時代の土器について検討してみることとする。

1 . 縄文時代

出土したのは I地点のみであり、ピット 33と第2号土坑からまとまった出土が見られた。

第2号土坑底面一括土器の口縁部破片の中に、小波状縁を有し、小突起と弧線、刻み目と沈線、単

節斜縄文が施された浅鉢が見られる。石巻市およびその近隣においては、沼津貝塚、河南町宝ケ峰貝

塚、桃生町深山遺跡 （桃生町史編纂委員会 ：1988)からの出土資料の中に類似の資料が認められ、

大洞C1期のものであると考えられる。また、この他に、羽状縄文を持つ胴部～底部破片が出土して

おり、前述の土器片とは一括資料の関係にある。

2 . 古墳時代

確認調査、 A-1地点の方形周溝墓からの出土をはじめとして、全域から出土しており、新山崎遺

跡出土土器の大半を占める。器形のバリエーションも多く、遺構内からの一括資料もまとまっている。

ここでは、まず土器を分類した上で、遺構内からの一括資料を中心に検討を加えていくこととする。

(1)分類

遺構内、遺構外出土を問わず、土器のバリエーションを把握し、その特徴ごとに分類した。

〔器台〕

l類

裾部よりも小さな器受部を持ち、裾部が大きく広がるものを一括した。器受部と裾部の形状によっ

て、 I a類から Ie類まで分類した。これらの器台は全て貫通孔を持ち、円窓は3孔である。

I a類 ：裾部より小さな器受部を持ち、器受部はやや上向きに立ち上がり、全体的に縦長の形状を

呈するものである。表面には丁寧なミガキと赤彩が施されており、 F地点の第5号土坑か

ら出土している。

I b類 ：器受部、裾部共に大きく広がり、全体的に横長の形状を呈するものである。表面には丁寧

なミガキと赤彩が施されている。器受部がやや浅く、裾部が若干内湾気味になるもの (I

b, 類）と、器受部がやや深く 、裾部が外反気味になるもの (Ib 2類）に分類した。両方

とも F地点の第5号土坑から出土している。

I c類：口唇部が上方に向くものである。器受部がやや湾曲しながら立ち上がるもの (IC I類）

と屈曲しながら立ち上がるもの (IC 2類）に分類した。表面には丁寧なミガキと赤彩が

施されている。これらも F地点の第5号土坑から出土している。

245 



器

台

Ia類 Ib1類 I加類

Id類 le類 Ila類 Ilb類 皿類

高

坪

I類
II類

壷

Ia類

Id類

Ib類

Ie1類 Ie2類 Ie3類

第1図 出土土器の分類①
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第2図 出土土器の分類②

I d類：口唇部が直立して立ち上がり、口縁部外面に面を有するものである。表面には丁寧なミガ

キと赤彩が施されており、 F地点の第5号土坑から出土している。

I e類： やや深い器受部を持ち、口唇部がわずかに内湾するものである。表面には丁寧なミガキと

赤彩が施されており、 F地点の第5号土坑から出土している。

II類

赤彩が認められず、やや粗雑なつくりのものを一括した。

II a類：貫通孔、円窓がなく、全体的にやや縦長の形状を呈するものである。内外面ともにミガキ

が施されているが、粗雑なつくりである。D地点の竪穴状遺構から出土している。

II b類： 比較的浅く、緩やかに湾曲しながら立ち上がる器受部を有するもので、器受部に貫通孔が

認められる。D地点の土器集中地点から出土している。
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Ill類

粗製器台である。内外面ともヘラナデによって調整され、器受部の貫通孔のみ認められる。F地点

の第3号土坑から出土している。

〔高坪〕

l類

大きく外側に開く脚部を有し、丁寧なミガキが施されているものである。円窓は 3孔で、 E地点の

遺構外から出土している。

II類

いわゆる“元屋敷系”の高坪と考えられる。内外面ともに赤彩が認められるが、 ミガキ等はそれほ

ど丁寧ではなく 、坪部から脚部にかけての屈曲もあまり明瞭ではない。また、脚部がやや外反しなが

ら広がるため、比較的新しい段階のものと考えられる。 円窓は3孔で、 F地点の第5号土坑のみから

の出土である。

〔壷〕

l類

直口壷を一括した。これをさらに、体部下半や口縁部、頸部の形状によって Ia類から Ie類に分

類した。

I a類： A地点の第2号方形周溝墓周溝から出土した小型の壷である。口唇部を欠損しているが、

硬質で、外面には丁寧なミガキが施されている。底部は上げ底で、内面の体部のみに赤彩

がなされている。新山崎遺跡においては、最も古い段階の資料であると考えられる。

I b類 ：A地点の第3号方形周溝墓周溝から出土した壷である。体部上半を欠損しているが、外面

全面に赤彩と ミガキが認められ、口縁部に縄文 (LR)が施されている。また、頸部には

刻みを有する断面が三角形の隆帯が巡る。さらに底部には木葉痕が認められる。

I C類： 口縁部を欠失しているが、体部下半から底部にかけて屈曲する形状を呈する。赤彩は施さ

れていないが、外面には比較的丁寧なミガキが認められる。 I a、 I b類からやや下った

段階の土器と考えられ、 D地点の第 1号井戸跡から出土している。

I d類：外面および口縁部内面が赤彩され、丁寧なミガキが施されているものである。口縁部は緩

やかに湾曲しながら立ち上がり、肩部がやや張るもので、F地点の第5号土坑から出土し

ている。

I e類 ：直口壺の口縁部である。口唇部がやや屈曲するもの (Ie I類）、口縁部が直立して立ち上

がるもの (Ie 2類）、 口縁部が外側に開くもの (Ie 3類）に分類した。 I e 1類はD地

点の第 1号井戸跡から、 I e 2類、 I e 3類はE地点の遺構外（土器集中地点）から出土し

ている。
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II類

有段、複合口縁壺を一括し、形状によってIIa----IIbに分類した。

II a類 ：有段口縁の壺の頸部で、外面は丁寧なミガキが施され、赤彩されている。F地点の遺構外

から出土している。

II b類： 複合口縁壺を一括した。口縁部の形状によって分類し、明瞭な段を持つもの (IIb 1類）

（確認調査出土）、明瞭な段を持たず、口縁部が頸部から大きく広がりながら立ち上がるも

の (IIb 2類）(E地点第 11号溝跡出土）、口縁部が短く、直立気味に立ち上がるもの (II

b3類） (E地点遺構外出土）、明瞭な段を持たず、口縁部がやや開きながら立ち上がるも

の (IIb 4類）(F地点第3号溝跡、第5号土坑出土）がある。

Ill類

口縁部に肥厚が認められ、外側に開きながら立ち上がるもので、 F地点の遺構外から出土している。

IV類

口縁部が外側に開きながら立ち上がり、口唇部上端に面を有し、内側がわずかにつまみ出されてい

るものである。内外面とも丁寧なミガキが施されており、 F地点の遺構外から出土している。

v類

頸部から球形に近い体部を有するものである。全体の形状は判然と しないが、 外面にはミガキが認

められる。F地点の第 1号土坑から出土している。

〔鉢〕

l類

体部が内湾し、口縁部が屈曲して外上方におよぶものを一括した。

I a類： 内外面とも丁寧な ミガキが施され、赤彩されているもので、 F地点の第5号土坑から2個

体出土している。

I b類： 平底で、口縁部にヨコナデ、体部外面はケズリ、内面にミガキが施されるもので、 F地点

の第 1号土器集中地点から出土している。

II類

浅く て小型の粗製の鉢で、口唇部をわずかに外側に屈曲するようにつまみ出している。F地点の第

3号溝跡から出土している。

Ill類

球形の体部とわずかに凹んだ底部を持ち、口唇部に沈線を有する異形の鉢である。調整はヘラナデ

が主であり、F地点の第5号土坑から1点だけ出土している。

IV類

全体の形状は判然としないが、薄手で、口縁部に段を有し、 直立気味に立ち上がるものである。F

地点の遺構外から出土している。
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〔甕〕

l類

薄手で、口縁部は緩やかに外反しながら立ち上がるものである。A地点の第3号方形周溝墓から出

土しているほか、 E地点の遺構外からも出土している。

II類

短い口縁部と球形に近い胴部を有する もので、口唇部上端が外側に屈曲する もの (IIa類） (F地

点第3号土坑出土）、口縁部がわずかに内湾しながら立ち上がり、口唇部上端に面を持つもの (IIb 

類） (D地点第 1号井戸跡出土）、口縁部が外反するもの (IIC類） (F地点第2号土器集中地点、第

1号土坑、遺構外、G地点第 1号土坑出土）がある。

Ill類

やや大きめの口縁部と、丸みのある胴部を有するものを一括した。田類には大きく分けて、口縁部

がやや内湾し、口唇部上端に面を有し、外面に太く強いハケメが施されている大型のもの (illa類）

(F地点第5号土坑、遺構外出土）と、口縁部が外反するもの (illb類） (F地点第3号土坑、第5号

土坑、遺構外出土）がある。

IV類

口縁部が緩やかに外反し、胴部の最大径が上半部から中頃にあるものを一括した。口縁部内面が肥

厚し、胴部の丸みのビークが上半にあり、底部が突出するもの (IVa類）(F地点第 1号土器集中地

点出土）と、口縁部が先細りになって外反し、胴部の最大径が上半から中程にあるもの (IVb類）

(F地点第5号土坑出土）がある。

v類

ロ縁部が直立に近い形で緩やかに外側に開き、口唇部が細くなるもので、F地点の第 1号土坑、第

1号土器集中地点から出土している。

VI類

胴部の丸みがそれほど明瞭ではなく、長胴に近い形で立ち上がるものである。F地点の第5号土坑

から出土している。

VII類

ロ縁部が直立して立ち上がるものである。G地点の第 1号土坑、F地点の第5号土坑から出土して

いる。G地点第 1号土坑出土土器は底部が上げ底であり、共伴した甕 (2個体） (II c類）と同一の

タッチのハケメを有する。F地点第5号土坑出土土器は破片であるが、口唇部に刻み目を有する。

VIII類

胴上半部から口縁部にかけて、ほぼ直立して立ち上がる大型の個体と考えられる。破片資料である

ため、全体の形状は判然としない。F地点の第5号土坑から 1個体分のみが出土している。

IX類

口縁部が比較的短く外反し、やや縦長の胴部を有するものである。口縁部の調整は内外面ともにヨ
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第3図 出土土器の分類③
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第4図 出土土器の分類④
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コナデが主であり、胴部外面には浅く、短く施されたハケメが部分的に見られるのみである。F地点

の第5号土坑から 1点のみが出土している。

〔小型甕〕

l類

F地点の第5号土坑から出土したもので、 薄手で、短く湾曲した胴部と外反から直立して立ち上が

る比較的長い口縁部を有するものである。

II類

比較的短い口縁部を有し、太く明瞭なハケメが施されるもので、 F地点の第5号土坑から出土して

いる。

Ill類

緩やかに開く口縁部と丸みを帯びた胴部を有するものである。口縁部はハケメの後ヨコナデを施し、

ハケメを若干残す。胴上半部はハケメ、下半部はヘラケズリが認められる。F地点の第5号土坑から

出土している。

IV類

頸部から“く”の字状に外反して立ち上がる口縁部を持ち、やや長い胴部を持つものである。口縁

部は内外面ともヨコナデが、胴部外面にはヘラケズリが施されており、 F地点の第5号土坑から l点

のみが出土している。

〔甑〕

E地点の第2号土坑から 1点のみ出土しており、体部から口縁部にかけて大きく直線的に開くもの

である。全体の調整は磨滅して判然としないが、ヘラナデによ るものが主であると考えられる。

(2)土器の新旧関係

以上の分類をもとに、遺構内出土の一括資料を中心に土器の新旧関係を見て行くこととする(1)。

〔方形周溝募出土の土器〕 （第6図）

壺 Ia類 (1)、 I b類 (2)は、口径に比べて小さな頸部径を有し、大きく外側に開きながら立

ち上がる口縁部を持つ。また、特に Ia類は、体部下半が“く”の字形に屈曲する。 I b類は Ia類

に比べて口縁部がやや立ち、上端に縄文を有する。このような土器は、県内資料においては管見に触

れていない(2)。形状的には、塩釜式土器の中でも比較的古い段階に位置づけられるのではないかと考

えられる。また、第3号方形周墓から壺に伴って出土している甕 I類 (3)は、破片資料であるが薄

手の土器であり、古い様相が見受けられる。

新山崎遺跡内においては、これらの資料を最も古い段階に位置づけることとしたい(3)。
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第5図 出土土器の分類⑤

〔D地点 第1号井戸跡出土の土器〕 （第7図）

壺は Ie , 類、 I C類が出土している。 I e 1類 (5)は方形周溝墓出土のものに比べて口唇部の屈

曲が顕著であり、ヨコナデが入る。また、壺 Ic類 (7)は口縁部を欠損しているが、体部の最大径

に比べて大きめの頸部径を有する。さらに、体部下半がやや内側に入り、底部に至る特徴は、第2号

方形周溝墓出土の壺 Ia類に類似していると考えられる。全体的には、色麻古墳群第 11号住居跡出

土 （古川 ：1 9 8 3)のものや伊古田遺跡第 14号住居跡出土（渡辺： 1 9 9 5)のものに類似して

いると思われ、方形周溝墓出土の壺に後続するものと考えられる。

一方、甕はIIb類 (8)が出土しており、市内周辺でのこのタイプのものは類例を見ない。県内で

管見に触れたものでは、名取市野田山遺跡第 10号住居跡出土（古川、須田、吾妻： 1 9 9 2)のも

のが類似すると考えられる。以上のことから、 D地点第 1号井戸跡出土土器群は、方形周溝墓出土の

土器よりも新しいものとしてとらえることができる(4)o

〔F地点第5号土坑出土の土器〕（第8-9図）

第5号土坑からは、新山崎遺跡では最も多くの土器が出土しており、器種も豊富である。

器台については口縁部等の形態によって、 4"'5つの類型にまとめることができた。

これらの器台に共通して見られる形態上の特徴として、器受部がどちらかというと深く、県内の古

い段階の器台に見られる浅い器受部とは様相を異にしているということや、 裾部の端部がわずかに外
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A地点 第2号方形周溝墓出土土器

A地点 第3号方形周溝墓出土土器

3
 

4
 

2
 

第6図 遺構内出土の一括資料①

側に屈曲して広がるということが上げられる。また、 I d類 (15)は、器受部下面に ミガキの前段階

に施されたと考えられるハケメが認められるなどの特徴が見られる。よって、器台については、 新し

い段階のものと大まかにとらえることができる。

高坪 (17)は関東の比田井編年で I段階の （新）に位置づけられる もの（比田井 ：1 9 9 3)に類

似しているが、脚部がやや広がり、調整も丁寧さ を欠くため、II段階にまで下がる可能性があり、新

潟シンポ編年の8・9段階 （日本考古学協会新潟大会実行委員会： 1 9 9 3)、東北辻編年のm-1

ないしはm-2段階、丹羽編年のIIA段階（辻： 1 9 9 5)になる可能性が強い。

壺の Id類 (18)は、 目立った特徴が見られないため時期的な位置づけは不明である。IIb 4類

(19)は、丹羽編年のIIB段階や辻編年のm-3段階に見られる複合口縁の壺であると解釈される。

鉢 I類 (20、21)については口縁部破片資料であるため、明確な分析対象とは成しえない。第5
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D地点 第 1号井戸跡出土土器

第7図 遺構内出土の一括資料②

号土坑をはじめとして、新山崎遺跡内で出土しているこのタイプの鉢は、この2個体のみである。ま

た、 m類 (22)については、県内では類例を見ない。このような形態を持つ鉢は、関東でも管見に触

れたものは見当たらない。恐らく異系統の土器と考えられるが、今は類例を待つこととしたい。

甕rn類 (23、24)は、比較的長い口縁部を有し、太く明瞭なハケメが施されている点で特徴的で

ある。調整の特徴は、新山崎遺跡固有のものであると考えられるが、形態的には田道町遺跡（庄司、

芳賀、岡： 1 9 9 5)の甕rn類に相当すると考えられ、 illa類 (23、24)をやや古いものとしてと

らえておきたい。また、 illb類 (25)の胴部下半に認められるヘラケズリは、 共伴して出土している

底部破片や、小形甕rn類にも共通して見られ、時期的にilla類よりも新しいものと考えられる。

甕VI類 (27)は、 口縁部から胴部にかけての形から田道町遺跡の甕II類に類似すると考えられる。

甕IVb類 (26)、IX類 (28)は口縁部全面にヨコナデが施されている点や、胴部最大径が中頃にあ

る点、胴下半部から底部に至る形状などから新しいものとしてとらえておきたい。

第5号土坑からは、口縁部に刻み目を有するものが出土している (31、32)。このよう な特徴を持

つ個体は、近隣の遺跡では、河南町須江糠塚遺跡第2号住居跡 （高橋 ：1 9 8 7)から出土している(5)。

以上の土器は全て一括資料としてとらえているものであるが、形態的にはやや古い様相を持つもの

から新しい様相を持つものまで、若干の幅を有していると考えられる。これらの土器の中で、その特

徴から時期的な判断の基準となるものは、高坪であると考えられ、丹羽編年のIIA段階（丹羽 ：1 9 

8 5)の範疇に納まるものと見ている。
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F地点 第5号土坑出土土器①
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第8図 遺構内出土の一括資料③
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F地点 第5号土坑出土土器②

31 32 

34 
33 

第9図 遺構内出土の一括資料④
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また、土器総体としてもおおむねその範囲に入るものと考えられる。また、 壺や甕には、 D地点の

第 1号井戸跡よりも新しい様相が見受けられる。

〔その他の遺構からの出土土器〕（第10・11・12・13図）

以上の一括資料の他に、 E地点、 F地点の遺構内から複数の図示可能な一括資料が出土している。

E地点の第2号土坑からは、壺の口縁部、体～底部、および甑が出土している。壺IIb 2類 (37)

は新金沼遺跡第 11号住居跡でも類似品が出土しており、 小形丸底鉢と共伴している。甑は丹羽編年

で第rn段階に位置づけられるものに類似している。

F地点の第 1号土器集中地点出土の鉢 (42)は、野田山遺跡第 10号住居跡（古川、須田、吾妻 ：

1 9 9 2)から出土しているものに類似しているが、口縁部が開く点と、外面にケズリを多用する点

で、時期的にやや下る可能性がある。また、 Na類の甕 (41)などついても丹羽編年のIIA段階に位

置づけられるものである。さらに甕V類 (40)は田道町遺跡の第 1号土坑出土のものに類似している

と考えられ、時期的には新山崎遺跡第5号土坑の範囲内に入るものと考えられる。

第2号土器集中地点出土の甕IIc類 (43)は田道町遺跡出土の Ia類に類似する と考えられ、 第3

号住居跡などでも出土しており、丹羽編年のIIA段階に位個づけられるものと見ている。

第3号溝跡出土の壺 (44)は、第5号土坑でも出土しているIIb 4類である。

第 1号土坑出土の壺W類 (46)は全体の形状が明確でないため不明。甕IIc類 (47)は第2号土

器集中地点でも出土している。また、胴下半部にケズリが認め られる点では、第5号土坑出土の甕田

b類とも共通性が考えられる。甕V類 (48)も第 1号上器集中地点で出土しており、形態的には田道

町遺跡第 1号土坑出土のものに類似していると考えられる。

第3号土坑出土の甕IIa類 (51)は口縁部が短く胴部が球形を呈するため、時期的にはやや古手の

E地点 第2号土坑出土土器

第10図 遺構内出土の一括資料⑤
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F地点 第 1号土器集中地点出土土器

40 

F地点 第 2号土器集中地点出土土器

43 

F地点 第 3号溝跡出土土器

第11図 遺構内出土の一括資料⑥

様相を呈する と考えている(6)。粗製器台m類 (50)については新金沼遺跡でも出土しているが、塩釜

式土器後半段階の編年については、幾つかの問題点も提示されており、今後の類例を待つこととした

い(7)。一方、甕illb類 (52)も出土しており、時期的には第5号土坑出土土器に準じるものと考えて

いる。

G地点の第 1号土坑出土の甕VlI類 (53)は、 直立した口縁部を有する点で、F地点第5号士坑出

土の甕に類似する。このような甕は、 田道町遺跡第 11号住居跡出土の甕Via類に類似し、 共伴して
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F地点 第 1号土坑出土土器
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47 

F地点 第 3号土坑出土土器
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52 

第12図 遺構内出土の一括資料⑦
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G地点 第 1号土坑出土土器

第13図 遺構内出土の一括資料⑧

出土している壺などから丹羽編年のIIB段階に相当すると考えられる。

54 

55 

E地点、 F地点、 G地点から検出されている遺構から出土した以上の一括土器は、 E地点の第2号

土坑出土土器がやや下る可能性を含んでいるものの、おおむねF地点の第5号土坑出土土器の時期的

範囲内におさまるものである。

以上の土器群は、古墳時代前期の塩釜式の範疇でとらえられるものであり、今までの分析によ り、

各遺構から出土した土器群の形態上からの時間差が生じることが判明した。すなわち、A地点におけ

る第2号、第3号方形周溝墓出土土器を最も古い一群とし、 D地点の第 1号井戸跡出土土器をそれに

後続するもの考え、 E地点、 F地点、 G地点における各遺構出土の一括資料をさ らにそれに後続する

ものととらえるものである。

一方、土器の系統的なつながりとしては、 A地点の第2号、第3号方形周溝墓出土の壺に見られる

東海系の土器の要素は、 F地点の第5号土坑で出土している元屋敷系の高坪や赤彩された壺にも見ら

れ、 D地点の第 1号井戸跡で出土している深いハケメを持った甕も また、 F地点において出土してい

るため、時期的に差を持った同系統に近いものとして判断される。よって、遺構の性格を大きく異に

する方形周溝墓とその他の遺構については、新山崎遺跡の同一の集団によるものであると考えられる。

(3)土器の様相

以上の土器を総体としてと らえた場合、認められた様相の特徴を挙げてみることにする。

まず、出土した個体数が最も多く、器種のバラエティーに富むF地点の第5号土坑出土土器の中に、

小形丸底鉢が全く 認められなかったことがあげられる。第5号土坑出土土器中からは、器台が完形の

もので8個体、図示しえなかった破片資料も含めると、それを上回る数量が出土しているが、小形丸

底鉢については、破片資料も出土していない。この事実は、第5号土坑のみならず、資料数は少ない

ながらも他の遺構にも言える ことである(8k, これについては、 ①遺跡の背後に存在していた集団の持

つ固有の性格に起因する場合、 ②時期的なものに起因する場合、③第5号土坑を含めた複数の土器を
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廃棄した土坑の性格に起因する場合、などが考えられる。今のところは明確な結論づけはできないが、

今までの土器の検討から、時期的な要素を背景と した、土坑の性格に起因するものであると考えてお

きたい。

第5号土坑出土の器台には一括資料でありながら、形態を異にする複数のバラエティ ーが認められ

る。これを時期的な差異ととらえた場合、既存の編年では、複数の段階の幅を持つこととなり、不都

合を生じる。一方、これらの器台には、明らかに同一のものを意図して製作されたと考えられる複数

の個体が存在している可能性が強い(91,

D地点第 1号井戸跡やF地点の第5号土坑からは、太く、深く施されたハケメを有する土器が出土

しており、当遺跡における甕の一形態が示す特徴ではないかと考えられる(10)。

(4)田道町遺跡出土土器との比較

田道町遺跡は新山崎遺跡の南東約4.3kmの第II浜堤上に位置する遺跡である。新山崎遺跡からは

田道町遺跡から出土した該期の土器に類似するものが複数個体存在しており、関連性が認められる(11)。

ここでは、主な遺構出土の一括資料を取り上げ、若干の比較検討を行ってみることとする。

まず、田道町遺跡遺跡出土の器台については、第 1号土坑と第2号土坑から出土している。第 1号

土坑からの出上は 1点のみであるが、第2号土坑からは複数のものが出士している。円窓は3孔で裾

部の端部が若干開く点に類似性が認められるが、器受部の形状については新山崎遺跡出土のものと異

なったものと言える(12ぶ次に、高坪であるが、田道町遺跡では、脚部が上半部中実で、外側に開くも

のと、柱状中空のもの、が出土しており、新山崎遺跡第5号土坑出土の高杯とは形態的に差異が認め

られる(13)。

小形丸底鉢については、新山崎遺跡で出土していないため、比較材料とはなりえない。壺について

は、田道町遺跡では直口壺がほとんど出土しておらず、複合口縁壺が主となるが、 新山崎遺跡出土資

料との類似性が認められるものもある。田道町遺跡第5号土坑出土の壺IIc類の口縁部は、新山崎遺

跡出土のIIb 3類に相当すると考えられる。台付甕は、新山崎遺跡でも出土している(14)が、破片資料

のため、比較材料とはなりえない。

田道町遺跡の住居跡出土の甕は、総体的に見て、口縁部が外反し、ヨコナデが施されるものが多い。

新山崎遺跡出土の甕の中には、直線的に開く短い口縁部を有し、内外面全面にハケメが認められるも

のが目立つ。このため、田道町遺跡の出土資料との間には時期的な差異が考えられる(15)。

以上のことから、新山崎遺跡の出土土器と田道町遺跡からの出土土器には、時期的に重なる部分が

あるが、新山崎遺跡出土の資料に若干古い様相が見られる。
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3 . 奈良•平安時代

(1)土師器

〔D地点第5号溝跡出土土器〕（第14図）

内面に黒色処理が施された坪 (1) と、 内外面黒色処理の鉢 (2)がそれぞれl点ずつ出土してい

る。坪は大境山遺跡第33号住居跡出土の坪に類似しており、大境山遺跡第4土器群の範疇に入ると

考えられ、国分寺下層式期 (8世紀後半頃）のものであると考えられる。

(2)須恵器

〔F地点第 1号溝跡出土土器〕（第14図）

出土した資料は、坪2点 (3、4)、高台付坪 l点 (5) と蓋 l点 (6)であるが、一括性は定か

ではない。坪 (3)は、須江関ノ入遺跡第 11号窯に類似資料が認められる(161 また (4)は、田道

町遺跡C地点第 1号住居跡から出土している須恵器 I類に相当し、 8世紀前半の年代が与えられてい

る。さらに高台付坪 (5)は代官山遺跡第 1号窯段階のものと考えられる(17)。蓋は代官山遺跡l号窯

跡出土土器に類似する(18ぷ よって、これらの土器は8世紀後半段階のものとして、時間幅を持った資

D地点 第5号溝跡出土土器

F地点 第 1号溝跡出土土器

ー上二八 ニ 5

｀二~4 三 6

第14図 遺構内出土の資料
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料であるといえる。

高台付坪は、近隣においては同一の資料に触れることはできないが、代官山遺跡 l号窯跡出土土器

の段階に位置づけられるものではないかと考えられる。よって新山崎遺跡F地点第 1号溝跡出土の土

器は、 8世紀第3四半紀のものであると考えられる。

新山崎遺跡に位置する須江丘陵上には、代官山遺跡や関ノ入遺跡をはじめとする須江窯跡群が立地

しており、以上の事実はそれらの遺跡との関連付けを強くするものであると考えられる。また、表採

資料であるが、 F地点の西側の畑からまとまって採集された須恵器の中に、須江窯跡群内で製作され

たと考えられるものが含まれており、これを裏付けるものと考えられる(19)。

4. 土器の胎土分析について

今回の調査では、古墳時代前期の土器に限って、土器の胎土分析を実施した。このような分析は石

巻市では初めての試みであり、新たな資料を蓄積することができた。分析自体の内容については第7

部における「新山崎遺跡出土土器の胎土分析」報文を参照していただくとして、ここでは、その分析

結果をもとに、分析者である、株式会社第四紀地質研究所の井上巌氏から受けた指導による分析の理

解と、分析結果から判明したことについて若干言及してみることとする。

(1)分析内容の理解

まず、 X線回析試験は土器胎土の中に含まれる鉱物の度合いを分析したものである。タイプ分類で

は土器胎土に含まれる造岩鉱物の組成のあり方や違いを見ている。Qt-Pl相関におけるQtは、

土器の胎土中に含まれる鉱物（石英）の度合いであり、土器の焼成時の温度に影響される可能性を持

っている。また、 plは土器胎土中に含まれる砂粒（斜長石） の度合いであり、原料となる粘土や製

作技法に影響される可能性がある。

化学分析は、土器胎土中に含有される酸化物の度合いを分析したものである(20)。MgOはアルカリ

度の指標となり、この量が高いものは黒っぽい胎土となり、低いものは白っぽくなる。またFe203 

の度合いが高いものは鉄分が多く含まれるため、酸化焔焼成後に赤 くなる。K20とCaOは、 土が

有している本来の構成要素であり、地域による土質の差に影響される。またAl03が多いと、胎土

に泥っぽい感じが見られる。si 02はケイ素であり、 その逆である。井上氏によれば、これらの鉱

物、酸化物はごく 一般的に土器胎土中に含有されている可能性が高いものであり、これらの量的な違

いは、目で見た感じや胎土の手触りなどにも現れて来るということである。

(2)分析結果の理解

まず、新山崎遺跡出土土器の胎土に見られる鉱物組成により A'"'-'Hの8つのタイプに分類された。

次にQt-Pl相関では I""'IIIの異なったグループに分類された。このうち量的に最も多いグループ

がIIIグループであり、新山崎遺跡出土の古墳時代前期の土器のうち、在地的と考えられたものである。

また、化学分析結果における、 Si 02-A l Q3Cの相関、 Fe2Q3-MgOの相関、 K20-Ca 0 

の相関も、それぞれの量的な度合いによって、グルーピングをしたものである。そして、それらをま
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とめたものが第4表土器分類表である。

(3)分析結果からわかること

まず、“①Qt-Plが異質なもの”から“⑥在地でQt-Plが異質なもの”までについては、

今のところ検討対象から除外しておく 。その理由としては、各項目における異質な土器があまりにも

数量的に少ないこと。また、非常に抽象的であるが、“異質”な要素が土器自体にどれくらい影響を

与えるのか不明であり、それについての基準もないことなどである。これらの土器については、今後

の試料の蓄積により、次第に状況が掴めて来ると考えられる。

分析結果の中で最も数が多く、共通項目も多かったのは、 ⑦の在地共通とされた一群である。これ

らの土器は、 X線回析試験および化学分析試験双方で共通性が認められた一群であり、その共通性の

度合いは、“より確からしい”と言える。

これらの特徴をあげると、まず、ほぼ全ての器種が揃っていることから、器種による胎土の選択性

はなかったと言えるかもしれない。

次に、器種ごとに見てみる。器台は第5号土坑から出土した器台の Ia類、 I b 2類のうちの 1個

体、 I d類、 I e類が入るが、その他の4個体の器台については入っていない。高杯には、 F地点の

第5号土坑から出土した元屋敷系の高坪 (II類）が入る。壺はやはり第5号土坑から出土した赤彩さ

れた壺 Id類と確認調査で出土したIIい類が入っている。また、 D地点の第 1号井戸跡から出土した

I c類も含まれている。また、鉢の中でF地点第5号土坑から出土した異系統とされたrn類が入って

いるのが特徴的である。また、同じく第5号土坑出土の鉢Ia類、F地点遺構外出土のW類も含まれ

る。甕では、 F地点の第5号上坑から出土した甕illa類、 illb類、 illb類、 VI類、 IX類が含まれる他、

類別できなかったが、口唇部に刻み目を有する甕と考えられる破片も含まれている。さらに、第 1号

土器集中地点から出土したillb類も含まれる。小形甕では、 第5号土坑出土の田類、W類が入る。一

方、このグループの中にはD地点の遺構外から出土した、円形浮文を持ち、撚糸文が施された土器片

も含まれている。

新山崎遺跡からの出土土器は、 F地点の第5号土坑からのものが多く、分析対象とした土器もそれ

に比例したが、第5号土坑から出土した土器全てがこのグループに入ったわけではない。特に器台に

ついてはその傾向が顕著である。また、形態上、異なる系統のものと考えられた鉢が含まれるなど、

一考を要する特徴も見られた。このグループの中にC地点の第 1号井戸跡から出土したものが含まれ

ており、胎土分析上でのF地点との関連性が伺われる。

以上の共通性をどのように見るかは今後様々な検討の余地が残されていると考えられるが、少なく

ともこのグループについては、同じ粘土を使用し、同じ手法で製作された土器である可能性が強いと

いうことが言えそうである。
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註

(1) 東北南部の古墳時代前期土器編年については、以下の枠組に概ね従うものとする。

漆 町編年 5 6 7 8 ， 10 11 

辻 (1994) I -1 I -2 II -1 II -2 III―l m-2 IIIー 3 IIIー 4

次山 (1992) I 2 3 4 5・6 

丹羽 (1985) I IIA II B III 

関 東 I段階 I段階 II段階 m段階

（比田井）

(1997) （古） （新）

東 海 廻間II 廻間II(4) 廻間III(2......,3) 廻間1II

（赤塚） ,...._,III (1) (4) 

(1990) 

新山崎遺跡では、直口壺や高杯にいわゆる東海系土器の要素を持つものが認められるため、関東、東海の土

器編年を参考にする必要が生じた。しかし、東北南部の古墳時代編年と関東、東海地方の編年を直接対比させ

るには、若干の問題点も指摘されている （青山： 1 9 9 7、木村 ：1 9 9 9)ため、ここでは、両者を直接対

比せずに、 大枠でとらえることとしたい。

(2) 口縁部に断面三角形の突帯が巡る直口壺は、小牛田町山前遺跡第30号住居跡において出土してお り、第3

号方形周溝墓出土の直口壺との類似が考えられるが、 山前遺跡出土のものが口縁部がわずかに外反するのに対

して、若干直立する点に相違が認められる。ここでは、 第2号方形周溝墓出土土器とのつながりでとらえるこ

ととしたい。

(3) 第2号方形周溝墓出土の小形壺については、東海系のいわゆる“ひさご壺”の系譜を引いていると考えられ、

山前遺跡などからの出土が見られる。 しかし、県内での出上はそれほど多くない。

(4) 集落の一部と考えられる遺構 （井戸跡）から出土した土器と、 墓域を形成する要素（方形周溝墓）から出土

した土器とを比較し、 差異を求めることについては問題も多いと考えられるがここでは、遺跡から出土した該

期の土器の形態の違いから見いだされた“差”を提示したにすぎない。この差は、土器自体の時間差に結びつ

くと考えられるが、 その時間差が、その土器が使用された遺構にまで及ぶかどう かはここでは言及することが

できない。

(5) 茨城県などにおいては、房総系と称されているものに類似している。また、未発表であるが、現在整理中で

ある新金沼遺跡でも、口縁部に深い刻みを有するものが出土している。石巻地域においては、かつて三宅宗議

氏がこのような土器に着目したことがあり（三宅 ：1 9 9 6)、今後の資料の蓄積を待つこと としたい。
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(6) 形態的にはD地点第 1号井戸跡出土の甕に類似する と考えられるが、口唇部がわずかに外反する点や胴部に

ハケメを有しない点などから見て、それよりも下るのではないかと考えられる。

(7) 迫町佐沼城跡で出土している粗製器台に類似しているが、報文中では、従来の編年観の中で一定の時間幅を

もって出土している点に問題が提起されている。石巻市内では、このタイプの器台は初出の遺物であり、今の

ところは本文中で述べた新金沼遺跡の出土例をもとに、丹羽編年のIIA段階からIIB段階に置いておくことと

したい。

(8) 新山崎遺跡からは、該期の竪穴住居跡が検出されていない。このことは、十分考慮に入れるべき問題ととら

えている。

(9) 佐沼城跡（佐久間、小村田： 1 9 9 5)の報文中で論じられた塩釜式後半段階の編年の再考問題と、 SD 1 

05の一括投棄された土器群中から見出された [2個ー単位の土器］という可能性の提示である。新山崎遺跡

出土の古墳時代前期の土器の中にも一定の時間幅は存在する。これらを土器の持つ形態的な特徴から大きく 3

つに分けた。それはおおむね丹羽編年のIIAからIIB段階に位置づけられるものと見ている。また、土器には

製作された時期と使用されていた時期、また廃棄された時期によって時間幅に差が生じるのは当然であり、新

山崎遺跡においては、このような時間差を細部にわたって検討する ことについては、さ らなる資料の蓄積を待

つこととしたい。しかし、 第5号土坑出土土器については、一括性がかな り高いものであり、この中で辻編年

における 3段階以上、丹羽編年における 2段階以上の時間幅が生じることはやはり問題と言わざるを得ない。

[2個ー単位の土器］の存在については、佐沼城跡SD 1 0 5出土土器に見られる器種の多様性は見られない

が、特に第5号土坑出土の器台においては、この存在を肯首するものであると考える。

(10) 野田山遺跡第 10号住居跡出土の甕に類似している と考えられる。辻編年では、甕Wに分類され、同一系統

と考えられる小形甕も存在する。そのうちの2個体は石巻市田道町遺跡出土のものである。

(11) 田道町遺跡からの出土資料の多くは竪穴住居跡からの出土遺物である。新山崎遺跡では住居跡は検出されて

おらず、土坑から出土したものが主となる。しかし、田道町遺跡においても該期の井戸跡や土器がまとまって

出土した土坑が住居跡に極めて近接した場所から検出されており、遺跡を構成する要素に類似性が認められる。

このため、新山崎遺跡の土坑については、“集落の構成要因の一つ”ととらえ、 一応、竪穴住居跡出土の土器

と同レベルの検討材料としたい。

(12) 辻編年では、田道町遺跡第2号土坑出土のものをill-3段階に置く。新山崎遺跡第5号土坑出土の器台の中

にも、形態上同時期のものが含まれていると考えられるが、判然としない。器台の形態差は、遺跡個々の特性

に起因するところが大きいのではないだろうか。

(13) ここでは、この差を時期差と認識したい。新山崎遺跡でも I地点の遺構外から、脚部上半が中実で外側に開

く高坪の脚部と考えられる破片が出土しているが、調整等は全く不明であり、遺構にも伴っていない。

(14) A地点の第1号方形周溝墓周溝底面をはじめ、 F地点、 I地点などでも出土しているが、脚部の破片であり、

図示するにはいたらなかった。

(15) 新山崎遺跡出土の甕の中にも田道町遺跡出土のものに類似した資料が多分に存在する。また、田道町遺跡の

住居跡内出土の土器と土坑（特に第 1号土坑）出土の土器との間にも形態差が見られ、時期的な差異を示すも

のではないかと考えられる。土坑の性格については、 一考を要するが、以上の差は、土器を投棄したものと見

た場合、土器が使用されていた空間 （竪穴住居跡）と使用されなくなった空間（土坑）との間に時間差が生じ

た結果ではないかと考えられる。このように見てもなおかつ新山崎遺跡の土坑内から出土した資料と田道町遺

跡の土坑内から出土した資料との間に、大幅ではないにしても、差異が認められたため出した結論である。

(16) 矢本町教育委員会 佐藤敏幸氏に御教示を受けた。

(17) (16)に同じ。

(18) (16)に同じ。

268 



(19) (16)に同じ。

(20) 井上氏の指摘によれば、化学分析で扱った酸化物は土中の上層にあったものが次第に溶けだして下層に浸透

して行くため、これらの含有率によって、浅い部分から得られた粘土を使用したものか、より深い部分から粘

土を得ていたかを知る手掛かりとなるものであるらしい。
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II. 遺構について

1 . 各時代における遺構分布のあり方について

縄文時代の遺構については、今のところ I地点からしか検出されておらず、確認調査、本（事前）

調査を通じても他に該期のものが発見されていないため、遺跡の北端部に限定されると考えられる。

古墳時代前期の遺構については、まず、遺跡南端部 (A-1地点）における方形周溝墓群があげられ

る。この方形周溝墓は、第2号、第3号方形周溝墓の検出状況を見てもわかるように、調査区の南側

から東側におよんでいるため、群としてさらに広がる可能性を持っている(1}, この方形周溝墓群は、

調査区の北側にはおよんでいない。また、さらに北側のB地点、 C地点においても、 該期の遺構・遺

物は全く発見されていないため、 A-1地点からこれらの地点までの間には、古墳時代前期の遺構の

空白区域が生じる。よって、 A-1地点の方形周溝墓群は、独立した墓域を形成していた可能性を示

唆するものである。

D地点の西端部においては、当該期の井戸跡が検出されており、その東側約 17mの地点には竪穴

状遺構が発見されている。これら 2つの遺構は、直接集落に伴うものと考えられ、付近に住居に関す

る遺構が存在している可能性が考えられる。さらに東側約 14mから 30mの範囲には、第 10号～

1 2号溝跡、第 15号、 1 6号溝跡と土器集中地点があり、 該期の遺構の集中が見られる。ここから

さらに東側には、古墳時代前期の遺構は全く存在しなくなり、遺物も出土していないため、第 16号

溝跡、土器集中地点(2J7Jゞ 遺跡の最外郭ラインと規定できる。遺物については、 E地点の南側にもまと

まって出土しており、 F地点における第5号土坑をはじめとする土器集積遺構群やE地点の北端部に

おける第2号土坑の存在などから、これらの地域全域におよんでいたことがわかる(3ぶ また、 G地点

の東側においても塩釜式期の土坑が発見されている。一方、 I地点の南側トレ ンチ、H地点において

は全く発見されておらず、 1地点の北側において、まとまった遺物が出土している(4}, これらのこと

から、古墳時代前期の集落範囲はD地点、 E地点、 F地点からG地点、 I地点に囲まれた、標高I.Om

'"'-2.0mの範囲に限定することができる。

F地点からは、古墳時代後期の可能性がある遺構が発見されてお り（第3号土器集中地点）、 当該

期の人間活動があったことを示唆するものである。

奈良時代から平安時代にかけての遺構 ・遺物はまとまった資料の発見がそれほど望めなかったが、

D地点西側の第5号溝跡から国分寺下層式期の土器が出土している他、 F地点の東端部で検出された

第 1号溝跡からも 8世紀後葉に位置づけられる須恵器が出土している(5)。

ところで、 B地点の第 1号井戸跡は、埋土に多量の灰白色火山灰ブロックを混入しており、平安時

代以前の可能性を示唆し得る。また、 C地点で検出された溝跡の中には、須恵器片が出土しているも

の（第7号、第8号溝跡等）がある他、覆土に灰白色火山灰を混入しているものも存在するため、当

該期に位置づけられる可能性が濃厚なものが多い。D地点においては、明確なものが少なく、 第5号
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溝跡以外には見いだすことができなかった。 E地点においては、北側トレンチの第 10号溝跡と北端

部の第 11号溝跡において須恵器等が出土しているためその可能性がある。また、 H地点で検出され

た第 1号～第4号溝跡の覆土に灰白色火山灰のブロックが混入しているため、平安時代以前の遺構の

可能性が高い。さらに I地点においては、遺物が出土している遺構が少なく、時期認定が困難なもの

が大勢を占めるが、包含層中から須恵器が出土しており、当該期の活動があった可能性が考えられる。

以上のことから、新山崎遺跡の奈良時代についてはC地点からD地点の西側、およびF地点の西側

にかけての地域、平安時代に至ってはB地点から I地点の西側にかけての地域に人間の活動区域がお

よんでいたことが言える。

中世以降の遺構について、出土遺物によって時期的に限定できるものは、 D地点の東側において中

世陶器が出土している第2号土坑と、 A-1地点において近世の朱塗の杯が出土している第3号井戸

跡である。この中で特にD地点の第2号土坑とその東側のピット群、さらにその東側に近接している

第3"-'第4号土坑のあり方は、他の遺構とはやや離れた場所に位置しているため、何らかの関連づけ

が可能であると考えられる。しかし、今回の調査では、報文中で柱跡群とした多数のピットについて

時期を特定することができなかった(6l, 

以上の遺構立地は、第 1部第II章で松本秀明氏が示した、新山崎遺跡およびその周辺の地形環境を

裏付けるものである。また、時代を問わず、遺構は三ツロ南地域の最も標高が高い部分に集中する可

能性が考えられる。

2 . 方形周溝墓について

新山崎遺跡からは、 3基の方形周溝墓(7)が検出されている。このうち、全体が検出されたものは第

1号方形周溝墓で、周溝が全周する形態をとる。長軸 14. 5m、短軸 12. 2mを測り、県内の方

形周溝墓としては中規模のものと言えるかもしれない。また、長軸と短軸との比は約0.8であり、

南北に長い長方形である。これに比べて第2号方形周溝墓は、南北軸10. Omとやや小形である。

ところで、これら 3基の方形周溝墓は、それぞれ1. Om以下の間隔を置いて、周溝の一辺を平行

に近い形で隣接しているという共通性が見られる。また、第 1号方形周溝墓の南北軸の方向は真北に

対して若干東にふれて (N-11°-E)構築されており、他の2基の周溝墓もそれに準じたものとな

っている。このようなことから、 これらの周溝墓が、南北もしくは東西を意識して造営されていた可

能性があると考えられるかもない。 3基の方形周溝墓の新旧関係は判然としないが、平行し、近接し

ているため、密接な関連性が考えられる。

遺物は、全ての周溝墓の周溝内から出土している。数量的に少ないため、 多くの検討をすることは

できないが、第3号方形周溝墓を例にとってみた場合、周溝底面からわずかに浮いて出土している。

このことは、この土器の周溝内への土器の流入が、周溝墓の構築と時間的に距離を置いてあったこと

を示すものと考えられる。また、第3号方形周溝墓周溝内出土の壺は、限られた部分にまとまって、

破片に近い状態ではあるが部分的に形状をとどめている状況で出土しており、胴上半部が欠失してい
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る。このようなことから、この土器が、もともと周溝内に置かれたものではなく、 方台部などにあっ

たものが転落したものと見ることができる(81,遺物は、 第 1号方形周溝墓は南西コーナー付近の西側

周溝内から、第2号方形周溝墓は南西コーナー付近の南側周溝内から、第3号方形周溝墓は北西コー

ナー付近の西側周溝内から出土しており、コーナー付近からの出土という共通性が見られる。

各方形周溝墓からの出土遺物は、第 1号方形周溝墓は台付甕の一部と考えられる破片。第2号方形

周溝墓は内面のみに赤彩が認められる小形の直口壺(9)と器種不明の土器片。第3号方形周溝墓は口縁

部に縄文が施文され、赤彩された大型の直口壺と甕の破片である。これらの出土遺物は、それぞれ、

壺 （供献的） (10)と甕（一般生活に使用されるもの）という意味において共通していると考えられる。

ところで、第2号方形周溝墓から出土した壺は形態的に見て、いわゆる東海系土器の特徴を持って

いる。また、第3号方形周溝墓から出土した壺に施された縄文も、 関東的な様相を持っており(11)、こ

れらの方形周溝墓を造営した集団の出自に関係する可能性がある。

以上のような、周溝墓それぞれに見られる特徴および共通性という部分を踏まえたうえで、これら

の周溝墓が集落から隔絶して存在していることと群構成を成しているこ とから、“集団墓”という意

味合いが濃いと考えられる。また、 東海系の系譜を引くものと考えられる土器は、 F地点の高杯(12)な

どにも見られるため、新山崎遺跡内における“墓域”と“集落”が一定の距離を置いて存在していた

ことは明白である。

一方、これらの方形周溝墓を含めた新山崎遺跡の集落は、明らかに低地に営まれたと考えられる。

遺跡のすぐ西側には、須江丘陵が広がっており、丘陵上に立地する須江糠塚遺跡や関ノ入遺跡があり、

竪穴住居跡が発見されていることから、集落が営まれていたと考えられる。ここには方形周溝墓は発

見されておらず、その様相は不明と言わざるを得ないが、丘陵上に営まれた集落と低地上に営まれた

集落では地形上の選択に相違がある可能性を示唆し得る。方形周溝墓と集落をめぐる立地については、

いまのところ言及すべくもないが、このような近接した集落について、一定の墓域を形成する方形周

溝墓がどのようにかかわってくるのか、今後検討されるべき問題であると言える(13)。

ところで、先の須江糠塚遺跡や、田道町遺跡からは、籾跡が認められる土製品が出土してお り(14入

稲作の可能性が指摘されている（三宅 ：1 9 9 9)。石巻地域においても、このような事実をもとに

した集落を構成する集団は、方形周溝墓が、 “農業 （水田耕作） 共同体を基盤とした集団墓"(15)という

見方に沿うものではないかと考えられる。

3 . 古墳時代前期の井戸跡について

D地点では、塩釜式期の井戸跡が発見されている。この構造は、掘り方を掘り、その底面にく り抜

きの井戸枠を据え、周囲を若干埋め戻して井戸枠を固定した単純な構造のものである。枠内の底面か

ら塩釜式期の土器のみが複数出土していることから、この井戸跡が該期のものである ことはまず異論

はないと考えられる。新山崎遺跡では、 地表下l.Om程で湧水が認められるため、井戸を構築するため
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に地中を掘削することは容易であったと思われる。しかし、地山が砂地であるため、構築された井戸

の埋没は非常に早く、定期的な手入れ（砂 • 土出し）、もしくは造り替えが必要であったと考えられ

る。同時期の井戸跡は、市内田道町遺跡A地点でも発見されており、やはり井戸枠はくり抜きのもの

を使用し、集落に近接していることからこれに伴うものであることが言える。該期の井戸跡について

は、他に類例を知らないが、宇野隆夫氏の分類（宇野 ：1 9 8 2)によれば、 BI類の丸太剖抜き井

戸に相当し、 全国的に見た場合には弥生時代に出現し、 古墳時代から古代にかけて盛行する と言われ、

古墳時代の布留式の段階に畿内を中心に広まった可能性が指摘されている。宮城県内においては、井

戸枠を伴う遺跡 （地域）はあまり多くはなく、特に古墳時代から古代にかけてのものについては、そ

の出土が限定されているため、概して井戸を構築する必要がなかったのではないかとの指摘がなされ

ている(161 この中でもさらに、古墳時代前期の井戸跡については、田道町遺跡と新山崎遺跡に限られ

ている可能性が強い(17)。このような事実は、遺跡の立地環境に起因するものなのか、また、井戸 （枠）

を使用した集団に起因するものなのかは今のところ不明である。新山崎遺跡の井戸跡の場合における

井戸枠の使用は、 一般的に考えれば、その構築された環境（砂地）から井戸枠を使用する必要性があ

ったことを第一義的に考えるべきではないかと思われる。

ところで、井戸枠内からまとまって出土している土器（片）であるが、完形になるものは全くなか

った。このため、井戸の外で破損した （された）可能性が強い。これらの土器については、井戸の廃

絶段階で投棄されたものか、あるいは井戸使用時に入り込んだものなのかということについてである

が、出土した土器の中で最も接合率が高く、出土位置もまとまっていた甕（胴下～底部欠損）が井戸

枠の上面ギリギリの位置から出土したことから、この土器については井戸廃絶段階に投棄された可能

性が強いことを指摘しておきたい。

4 . 土器集中遺構（土坑）について

土器集中遺構（土坑）は、 D地点で 1ケ所、 E地点で2ケ所、 F地点で6ケ所、 G地点で lケ所検

出されている。時期的に見ると、そのほとんどが塩釜式期に集中しており、掘り込みを伴うもの、伴

わないものなど様々な状況が見られる。その中でも特に F地点で検出されたものは、近接した場所に

複数の遺構が比較的まとまって存在している。それらの中には、土器において類似したものが含まれ

ているなど、関連性する可能性があるものも見られた。ここで、 F地点における第 I章で行った土器

の分類上の相関関係について改めて見てみることにする。なお、第3号土器集中地点については、古

墳時代後期ののものである可能性があるため、ここでは除外する。

土器の形態上、類似が認められる土器が出土した遺構の相関関係は以下のとおりである。ただ、こ

れらの土器にどれくらいの時期差があるのか、また、第5号土坑の遺物出土量、種類のバリエーショ

ンと他の遺物の量などには大きな開きがあるため、 一元的に解釈することはできない。しかし、 F地

点におけるこれらの遺構には、土器の面で何らかの関連性があることは確かである。さらに、 1点の

みであるが、第 1号土坑出土の甕の底部破片の中に、第5号土坑出土の破片と接合したものが見られ
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第 2号土器集中地点

第3号溝跡

第3号土坑

第 1号土器集中地点

第 1号土坑

= …接合

_…形態の類似

第15図 F地点の土器集中遺構出土土器における相関関係

た。このため、第 1号土坑と第5号土坑は密接に関連していた可能性が強い。

これらの遺構から出土した遺物は破片であり、完全な形に復元できたものがほとんどない点で共通

性を持っている。また、それぞれの遺構から出土した遺物は一括性を持っていると考えている。この

ことから、遺物が投棄されたものである可能性が強い。

第5号土坑は、これらの遺構の中でも最も土器の数量、器種構成が多い。第5号土坑の遺物断面図

（第5部 第 30図～第33図）を見てみた場合、遺物が土層を越えて接合していることがわかる。

しかし、第33、第34図における赤彩土器のあり方は、比較的まとまっている(181, このまとまりの

中には、第5号土坑から出土している全ての器台が含まれる他、高杯も含まれている。特に器台につ

いては、第 I章2.の (3)で指摘した “対”になる可能性がある土器が含まれている。

土器集中遺構（土坑）は、田道町遺跡A地点の第 1号、第2号、第5号、第 17号土坑においても

見られ、集落に近接して構築されている。また、出土遺物は甕が主体で器台や壺も含まれ、新山崎遺

跡におけるあり方と類似した状況を呈している。

一方、近年の調査では、大和町の自然堤防上に立地する下草古城跡から報告されている （天野他 ：

1 9 9 6)が、ここでは、 『土器集中地点の周辺には、遺構などの人間が活動した痕跡が認められな

いことや、 一— 中略 —― これらの土器はこの場所で使われたものではなく、別な場所で使われた後、
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この場所に廃棄されたもの一— 。』という位置づけが行われている 。

新山崎遺跡においても、 F地点およびE地点から竪穴住居跡等は検出することができなかった。集

落は、より標高が高い、 E、F地点の西側に存在している可能性が考えられ、そのような場所で使用

された遺物がこの場所に投棄されたものであろう (19}, また、消極的ではあるが、 D地点における井戸

跡や竪穴状遺構と土器集中地点との関係から、 F地点におけるこれらの土器集中遺構が集落の最も外

側に近い場所に位置している可能性が考えられる。

5 . 井戸跡について

B地点において、曲物を数段に重ねた枠が出土した井戸跡（第 1号井戸跡）は堆積土から平安時代

以前の可能性があることはすでに指摘した。この井戸跡は宇野氏の分類（宇野 ：1 9 8 2)によれば、

BVIII類の曲物積上げ井戸に相当し、古代から中世にかけて盛行し、特に中世の発見例が群を抜いてい

る。管見に触れたもので、このような形態を持つ井戸跡は、やや古い事例であるが、仙台市岩切鴻ノ

巣遺跡から報告されている。この遺構からは曲物を三段に重ねたもので、それぞれの曲物において内

側と外側の二つを合わせて二重にしているなど、新山崎遺跡B地点第 1号井戸跡出土の井戸枠との類

似が認められる。また、岩切鴻ノ巣遺跡の井戸址内の埋土2a層（灰白色粘土）とされているものは、

灰白色火山灰の可能性があり、平安時代以前に位置づけられる可能性があるため、当遺跡の井戸跡と

時期的に重複する可能性が想定される。

この他に新山崎遺跡において、井戸跡内に曲物が用いられているものには、 A-1地点の第4号井

戸跡があげられる。また、 D地点の第2号土坑からも曲物の一部と考えられる木製品が出土しており、

第2号土坑自体も井戸跡の可能性が高いと考えられるため、この範疇に押さえることとする。このう

ち、 D地点の第2号土坑からは、中世陶器と考えられる甕の破片が出土している(20)。このことから、

消極的にではあるが、これらの井戸跡が平安時代から中世にかけてのものであると言える。

方、 A-1地点の第2号井戸跡からは、陽物状の齋串が出土している。この意味として、『水が

涸渇することのないように祈ったもの』との意味合いを有したものであるとの指摘があり、祭祀用

であると考えられる。

新山崎遺跡からの井戸跡の検出数は比較的まとまっていると考えられ、古墳時代前期から近世まで

のものが発見されている(21l, また、それに伴う井戸枠も複数出土しており、遺跡立地や集団に反映さ

れたものとして解釈される。

6 . その他の遺構について

F地点の第 1号溝跡と第2号溝跡は近距離に平行して走行しており、関連性が見られる。特に第2

弓溝跡は布掘状を呈しており、当遺跡においてはこの西側に集落が存在していたことが想定されるた

め、柵や塀等の区画施設であった可能性がある。時期は不明であるが、この他に布掘状を呈する溝跡

としては、 C地点の第9号溝跡があげられ、何らかの区画施設の可能性が考えられる。また、これと
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は異なった様相を呈するものとして、 C地点の第 14号溝跡があり、溝内の東側側縁にピット列を有

する。溝跡の東側での集落の存在は確認されておらず、その可能性も薄いため、上記の溝跡とは異な

った機能を有していたものであろう。

註

(1) 空中写真撮影によって撮影された写真を見ると、 A-1地点の東側の水田内に、周溝と考えられる方形の痕

跡が複数確認されている。

(2) 土器集中地点については、出土した遺物のほとんどが土器片のみに限定されること、明確な掘り込みを伴っ

ていないこと、土器以外に遺物がみられないことなどから、投棄された可能性が強いという解釈をとっておき

たし }o

(3) F地点の東側では、確認調査の段階で塩釜式期の土器が出土しているため、該期の広がりは、当地点のさら

に東側におよぶ可能性がある。

(4) I地点における塩釜式期の遺物は遺構に伴っておらず、遺構も発見されていないため、詳細は不明であるが、

該期の生活がこの地点までおよんでいた可能性は示唆できる。

(5) E地点の南側トレンチと F地点の西側の畑地から、平安時代のものと考えられる須恵器の破片がまとまって

採集された場所があり、これらの地点の西側には、さらに遺構 ・遺物がある可能性が強い。

(6) 大きな要因として、遺物が全く出土していないということがある。

(7) 新山崎遺跡におけるこれらの遺構を方形周溝墓として規定した理由としては、溝による隔絶性、集落との隔

絶性、溝内における特殊遺物（赤彩、縄文施文等の特徴を持つ供献土器）の存在などである。

(8) この壺や、第2号方形周溝墓周溝内から出土した壺は、その特徴が明らかに特殊なものと考えられ、周溝墓

の付近に、他にこのような遺物を出土する可能性がある遺構が存在しないことなどから、これらの周溝墓に伴

うものであると解釈される。また、このような状況解釈は山岸 (1996)によっても論じられている。

(9) ミニチュアと言っても良いかもしれない。

(10) 底部穿孔がなされておらず、厳密な意味で“供献”と言えるかどうかは不明である。ここでは壺の形態が特

殊なものであることを重視しておきたい。

(11) 細かく、浅く施文された縄文は、関東地方の弥生から古墳時代前期にかけて見られるものに類似している。

(12) 時期的な差異は別として、新金沼遺跡からも同系統と考えられる高杯が出土しており、少なとも塩釜式期の

ある時期に石巻地方に東海系土器の影響があったことが示唆できる。

(13) 例えば、新金沼遺跡と新山崎遺跡との間の空間（水田）や、遺跡間のつながりについても言ることと考える。

(14) 新山崎遺跡においても、籾のプラントオパールが発見されている。

(15) ここでは、山岸 (1996)の言う『「方形周溝墓」 墓制保有集団の裏にみられる「水稲耕」保有集団が構

築した水田遺構と同様な計画的な造墓理念』などがこれにあたると考えられる。

(16) 山王遺跡伏石地区の報文 （考察）中において吉野武氏が触れている （佐藤他： I 9 9 7)。それによれば、

県内における側を持つ古代の井戸跡の発見例は多賀城市とその周辺以外では、 仙台市郡山遺跡、名取市清水遺

跡、石巻市田道町遺跡のみであるという指摘がなされており、『当時の一般集落では井戸は必要不可欠な施設

ではなかったと思われる。』と結論づけている。

(17) 田道町遺跡の井戸跡内からは、塩釜期のハケメが施された複合口縁壺や甕が出土している。
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(18) 第5号土坑の特に甕を中心として考えた場合、この土坑内の土器の一括性は強いと言わざる得ない。また、

砂地で、湧水が認められるわずか50cm程度の堆積しかない、 2つの土層内における土器のあ り方がどこま

で有効なのか不明である。しかし、この中において、上層付近に赤彩された土器（器台、高杯）がまとまって

出土している状況は、やはり一つの“まとまり”としてとらえる必要性があるのかもしれない。現時点では第

5号土坑内の遺物は、短期間のうちに投棄されたものとみることができるが、これら“まとまり”を有してい

る土器については、その中でもさらに短期間に投棄されたものである可能性も考えられる。

(19) 下草古城跡の土器集中地点から出土した土器の中には、ミニチュア土器や装飾器台など、祭祀に関係したも

のが含まれている。しかし、第5号土坑の中には、そのような遺物が含まれていない。一方、甕などの直接生

活にかかわる遺物も含まれている点では共通点も見られるが、ここでは、遺物の内容から見た遺構の性格では

なく、遺構の廃棄のあり方から見た遺構の性格について言及することとしたい。

(20) 破片であり、時期に関する詳細な検討はできなかったが、平安時代まで遡る可能性もある。

(21) 須江糠塚遺跡から灰白色火山灰が覆土下層に検出された素堀の井戸跡が1基発見されている。
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Ill. まとめ

1. 新山崎遺跡は須江丘陵の東側に東西に延びる浜堤上に形成された縄文時代晩期から近世にかけ

ての人々の活動があった遺跡であることが判明した。

2. 遺跡周囲の古環境は地形やプラントオパールの分析などにより周囲を湿地に囲まれ、アシなど

の湿地性の植物が生い茂る低湿地であり、イネのプラントオパールも発見されていることから、

稲作が営まれていたと考えられる（古墳時代以降） 。 また、 奈良• 平安時代以降の井戸跡から、

モモの種子の出土が目立つことから、そういった果樹を栽培、生育されていたと考えられる。

3. 新山崎遺跡における縄文時代の人々の活動痕跡は、 I地点における土坑のみであり、活動の詳

細は判然としない。松本秀明氏によれば、新山崎遺跡が立地する浜堤は、今から約5,000"'-'

4,500年前（縄文時代中期～後期）以前に形成された とされている。このことから、今回発見さ

れた遺構を構築した縄文時代晩期の人々は、西側に須江丘陵、背後に広大な低湿地を望む、海浜

からそれほど遠くない海浜砂堆において活動を営んでいたと考えられる。また、 I地点からは、

土器の他にまとまってチップが発見されているため、採集 ・狩猟活動の痕跡と解釈することがで

きる。

4. 新山崎遺跡における弥生時代の人々の活動痕跡は発見されておらず、縄文時代から近世にかけ

ての時代における人間活動の空白期間である。

5. 古墳時代前期 (4世紀）には、古墳文化が石巻地方に流入し、新山崎遺跡では集落が営まれ、

農業共同体を基盤とした集団墓である方形周溝墓群が造立された。一方、土器に見られる東海系

的要素は、次第に在地的なものへと変容を遂げ、田道町遺跡などに見られる塩釜式独自の様相へ

と変化して行ったと考えられる。

6. 古墳時代前期の方形周溝墓群は、集落から独立して墓域を形成しており、その配置から一定の

計画性が想定される。また、出土した土器などから見ても、強い紐帯関係にある集団と解釈され、

集団墓としての性格を肯首するものと考えられる。

7. 古墳時代前期の集落に関係する遺構としては、井戸跡が検出され、県内の井戸枠を有する井戸

跡としては最古のものに位置づけられる。また、 F地点などにまとまって見られた土器集中遺構

は何らかの目的に使用された土器を廃棄したもの考えられる。また、これらの遺構の他に、 南北

方向に走行している複数の溝跡が発見されているため、調査区域は集落の外縁部に近い場所であ

ると考えられる。

8. 新山崎遺跡から出土した古墳時代の土器は、前期のものが大部分であり、わずかに後期のもの

が含まれるが、他の時期のものについては出土していないため、集落は一定期間営まれた後、廃

絶されたと考えられる。しかし、古墳時代後期と考えられる土器が廃棄された遺構も発見されて

いることから、その時期の活動があった可能性がある。
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9. 古墳時代の人々の生業としては、新山崎遺跡 I地点の古墳時代と考えられる土層からまとまっ

て発見された稲のプラントオパールや、近辺に位置する須江糠塚遺跡、石巻市街に位置する田道

町遺跡から出土した土製品に見られる籾の圧痕などから稲作を営んでいたことが想定される。

10. 奈良時代の土器、木製品、遺構（溝跡）が発見されていることから、近隣に居住域が存在して

いた可能性を示唆し得る。

11. 土器などの出土によって明確に平安時代と規定される遺構は検出されていないが、遺構の覆土

下層中に観察された灰白色火山灰の存在から、井戸跡、溝跡、土坑等がその時代のものとして位

置づけられ、複数のものが検出されている。このため、近隣に集落が存在していた可能性が強い。

一方、遺跡内の畑地からまとまって採集された須恵器から、遺跡西側の丘陵上に位置する須江窯

跡群との結び付きを持った集落が存在していた可能性がある。

12. この時期と考えられる溝跡は、 C地点、 D地点、 E地点、 H地点などにおいて南北に走行する

傾向があり、集落内の区画や排水の機能、あるいは集落の外縁部に位置し、外界との隔絶などの

機能が考えられる。また、確認調査の結果などから判断して、集落の外縁部付近に位置し、さら

に東側に広がる湿地帯からの水の進入を防いでいたことが第一義的に想定される。

13. 新山崎遺跡における中世の人々については、明確な遺構 ・遺物が発見されなかったが、B地点

やD地点から検出された井戸跡や、それに準じると考えられる土坑などから、集落が存在してい

たと考えられ、 A-1地点やD地点におけるピッ ト（柱跡）群との土層の類似や近接（まとまり）

関係により何らかの小規模な建物が点在していたと想定される。

14. A-1地点検出の第3号井戸跡から出土した漆塗りの杯には、「丸に三つ引き」の家紋が見ら

れる。石巻においてこの家紋を持つ者は小林家、三浦家、黒沢家などである。また、同じ遺構か

ら出土している下駄は差歯下駄であり江戸時代に盛行したものであるため、近世のものとして時

期的に一致する。
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1989 「東北地方における古墳時代全半期の土器研究と古墳」『第25回埋蔵文化

財研究集会 古墳時代前半期の古墳出土士器の検討』 第 I分冊 一発表

要旨― ―追加資料一埋蔵文化財研究会

1992 「塩釜式土器の変遷とその位置づけ」『究班』 埋蔵文化財研究会 I5周年

記念論文集

1992 「塩釜式土器の変遷と位置づけ」『究斑』埋蔵文化財研究会 15周年記念論

文集

1993 「布留式土器における精製器種の製作技術」『考古学研究』第40巻 第2

号

1993 「東北南部の古墳出現期の様相」『シンポジュウム 2 東日本における古墳

出現過程の再検討』日本考古学協会 1 9 9 3年度新潟大会資料

1995 「東北南部における古墳出現期の土器編年 その l 会津盆地」『東北学院

大学論集歴史 ・地理学』 第26号

1995 「東北南部における古墳出現期の土器編年 その 2」『東北学院大学論集

歴史 ・地理学』第27号

1980 「安久東遺跡ー東北新幹線関係調査報告書ーIV―」『宮城県文化財調査報告

書』第72集宮城県教育委員会
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手塚 均

栃木県立なす

風土記の丘資料館

中村光一

中村 五郎

西潟正男•佐藤敏幸

西川修一

西川修一

西川修一

西川修一

日本考古学協会編

丹羽 茂

丹羽 茂

阿部恵 ・丹羽茂
柳田俊雄

丹羽 ・ 小野寺 • 阿部

芳賀英実

芳賀英実

比田井克仁

比田井克仁

比田井克仁

平間亮輔

藤沢 敦

藤沼邦彦

藤原妃敏

古川 一明

古川 一明

古川・ 須田 ・吾妻

古川一明・白鳥良一

1980 「留沼遺跡ー東北新幹線関係調査報告書一田一」『宮城県文化財調査報告書』

第65集宮城県教育委員会

1993 「第 1回企画展図録 前方後方墳の世界ー前方後方墳の成立と展開一」

栃木県教育委員会

1985 「石巻城跡一奥州葛西氏館跡の調査一」『石巻市文化財調査報告書』第2集

石巻市教育委員会

1995 「弥生土器 ・続縄文土器 ・古式土師器」『福島考古』第36号 福島県立博

物館

1996 「赤井遺跡一牡鹿柵・郡家推定地ー」『矢本町文化財報告書』第3集 矢本

町教育委員会

1994 「三浦半島におけるS字甕の諸形態について」『庄内式土器研究』 V 庄内

式土器研究会

1994 「神奈川県西部（相模地域）の土器編年」『庄内式土器研究』 VII 庄内式

土器研究会

1995 「東・北関東と南関東一南関東圏の拡大一」『古代探叢IVー滝口宏先生追悼

考古学論集一』 早稲田大学出版部

1996 「再び関東のタタキ甕について一大村論文に接して一」『神奈川考古』第3

2号一神奈川考古同人会20周年記念論集―

1993 『シンポジュウム 2 東日本における古墳出現過程の再検討』日本考古学

協会 1 9 9 3年度新潟大会資料

1983 「宮前遺跡一朽木橋横穴古墳群• 宮前遺跡一」『宮城県文化財調査報告書』

第96集宮城県教育委員会

1985 「今熊野遺跡 I一古代編一」『宮城県文化財調査報告書』第 10 4集 宮城

県教育委員会

1981 「西野田遺跡ー東北新幹線関係調査報告書ー Iー『宮城県文化財調査報告書』

第35集宮城県教育委員会

1981 「清水遺跡ー東北新幹線関係調査報告書ーV一」『宮城県文化財調査報告書』

第77集宮城県教育委員会

1995 「田道町遺跡」『石巻市文化財調査報告書』第7集 石巻市教育委員会

1996 「石巻市新金沼遺跡」『平成8年度宮城県遺跡調査成果発表会発表要旨』宮

城県史跡整備市町村協議会

1988 「外来土器の展開一古墳時代前期の東京を中心として—」『古代』第 78·

79合併号

1988 「南関東出土の北陸系土器について」『古代』第83号 早稲田大学考古学

会

1997 「弥生時代後期における時間軸の検討ー南武蔵地域の検討を通して一」『古

代』第 10 3号早稲田大学考古学会

1997 「四郎丸館跡第2次発掘調査報告書」『仙台市文化財調査報告書』第21 8 

集仙台市教育委員会

1992 「引田式再論」『歴史』 79 東北史学会

1971 「大橋遺跡」『宮城県文化財調査報告書』第24集 宮城県教育委員会

1994 「企画展 会津大塚山古墳の時代ー激動の三 • 四世紀」福島県立博物館

1983 「色麻古墳群一宮城県営圃場整備等関連遺跡詳細分布調査報告書 （昭和57 

年度）」『宮城県文化財調査報告書』第95集 宮城県教育委員会

1991 「小松遺跡 ・赤井遺跡」 『矢本町文化財調査報告書』第2集 矢本町教育委

員会

1992 「野田山遺跡」『宮城県文化財調査報告書』第 14 5集 宮城県教育委員会

1991 「東北 土師器と須恵器（土師器の編年）」『古墳時代の研究』 6 雄山閣
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宮城県文化財保護課編 1976 「山前遺跡」小牛田町教育委員会

三宅宗議 1999 「古代石巻の王たち」『石巻地方研究』第4号

三宅宗議 1973 「第二編 古代」『矢本町史』第一巻 矢本町史編纂委員会

三宅宗議

三宅宗議

三宅宗議 ・進藤秋輝

村田晃一

村田晃一

山岸良二

山岸良二編

弥生土器を語る会 他

遊佐五郎

龍ケ崎市教育委員会

渡辺 紀

渡辺弘美 ・主浜光朗

1988 「五松山洞窟遺跡一発掘調査報告ー」『石巻市文化財調査報告書』第3集

石巻市教育委員会

1996 「古代編第一章支配者が現れる」『石巻の歴史』第一巻通史編（上）

石巻市史編纂委員会

1987 「赤井遺跡」 『矢本町文化財調査報告書』第 l集 矢本町教育委員会

1993 「大泉遺跡一下草古城ほか」『宮城県文化財調査報告書』第 15 4集 宮城

県教育委員会

1998 「山王遺跡町地区の調査一県道泉塩釜線関連調査報告書II一」『宮城県文化

財調査報告書』第 17 5集宮城県教育委員会 宮城県土木部

1996 「第2節 方形周溝墓」『原始 ・古代の日本の墓制』同成社

1996 『関東の方形周溝墓』 同成社

1997 「弥生土器シンポジウム 南関東の弥生土器」

1980 「宇南遺跡ー東北自動車道遺跡調育報告書—m—」『宮城県文化財調査報告

書』第69集宮城県教育委員会

1991 「龍ケ崎市の原始古代」 『龍ケ崎市史 別編 I』 龍ケ崎市史編さん委員会

1995 「伊古田遺跡一仙台市高速鉄道関係遺跡発掘調査報告書田一」『仙台市文化

財調査報告書』第 19 3集仙台市教育委員会

1984 「戸ノ内遺跡」『仙台市文化財調査報告書』第70集 仙台市教育委員会
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第 1図版

第 1号方形周溝墓
(A-1地点）

第2号方形周溝墓
(A-1地点）

第 3号方形周溝墓
(A-1地点）

---
一



第 3号方形周溝墓遺物出土状況
(A-1地点）

調査区全景

(A-1地点）

第 1号井戸跡・第 2号井戸跡
(A-1地点）

第 2図版



第 3図版

第2号井戸跡周辺ピッ ト検出状況
(A-1地点）

第 1号井戸跡
(A-1地点）

第 2号井戸跡遺物出土状況
(A-1地点）



第 3号井戸跡遺物出土状況
(A-1地点）

第3号井戸跡
(A-1地点）

第 3号井戸跡遺物出土状況
(A-1地点）

第4図版



第 5図版

第 3号井戸跡遺物出土状況
(A-1地点）

第 3号井戸跡遺物出土状況
(A-1地点）

第 3号井戸跡遺物出土状況
(A-1地点）



F

↓-

第4号井戸跡
(A-1地点）

第 4号井戸跡井戸枠内面
(A-1地点）

第4号井戸跡遺物出土状況
(A-1地点）

第 6図版



第 7図版

A-1地点北東側の状況
(A-1地点）

A-1地点北東コーナー付近の状況
(A-1地点）

第 1号溝跡
A-1地点）

--s:. ,,. . ---
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A-2地点東側トレンチ

(A-2地点）

A-2地点東側トレンチ

(A-2地点）

A-2地点西側トレンチ

(A-2地点）

第 8図版



第 9図版

第 1 号土坑• 第2号土坑
(B地点）

第 2号井戸跡井戸枠出土状況
(B地点）

第 2号井戸跡井戸枠出土状況
(B地点）

._,. 



第3号土坑
(C地点）

第 6 号溝跡・第 1 号土坑 • 第2号土坑
(C地点）

第 7 号溝跡• 第8号溝跡
(C地点）

第10図版
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第 1号井戸跡遺物出土状況
(D地点）

第 1号井戸跡遺物出土状況

(D地点）

第 1号井戸跡遺物出土状況
(D地点）

第12図版



第13図版

竪穴状遺構遺物出土状況

(D地点）

第 5号溝跡遺物出土状況
(D地点）

第5号溝跡遺物出土状況
(D地点）



第11 号溝跡• 第12号溝跡
(D地点）

第13号溝跡・第14号溝跡

(D地点）

第14号溝跡遺物出土状況

(D地点）

第14図版



第15図版

第15号溝跡・第16号溝跡

(D地点）

土器集中地点

(D地点）

土器集中地点遺物出土状況

(D地点）



土器集中地点遺物出土状況

(E地点）

第 9 号溝跡 (E地点） • 第4号溝跡 (F地点）

第10号溝跡遺物出士状況

(E地点）

第16図版



第17図版

第 5号遺構
(E地点）

第5号遺構遺物出土状況
(E地点）

第2号土坑遺物出土状況
(E地点）



第 2号土坑遺物出土状況
(E地点）

第 2号土坑
(E地点）

第 2 号土坑• 第11号溝跡
(E地点）

第18図版



第19図版

調査区全景

(F地点）

調査区東側

(F地点）

調査区北東側

(F地点）



第 1号土器集中地点

(F地点）

第 1 号溝跡• 第1号土器集中地点
(F地点）

第 1 号溝跡・第 1 号士坑• 第2号溝跡
(F地点）

第20図版



第21図版

第 1号土坑遺物出土状況

(F地点）

第3号土坑遺物出土状況
(F地点）

第2号溝跡
(F地点）



第1号遺構 ・第7号土坑
第 2 号遺構• 第6号溝跡
第 9 号溝跡• 第3号遺構

(F地点）

第3号溝跡
(F地点）

第2号土器集中地点遺物出土状況
(F地点）

第22図版



第5号土坑遺物出土状況
(F地点）

第 4 号遺構•第 5 号土坑•第 4 号溝跡
(F地点）

第5号土坑遺物出土状況
(F地点）



調査区全景

(G地点）

第 1号土坑 ・ピット5遺物出土状況
(G地点）

第 1号溝跡遺物出土状況

(G地点）

第24図版



第25図版

南側ト レンチ全景

(I地点）

西側トレンチ全景

(H地点）

西側 トレンチ西側

(I地点）



確認調査で出土した土器

確認調査で出土 した土器

確認調査で出土した土器

確認調査で出土 した土器

第26図版



第27図版

、ヽ

第 1号井戸跡出土土器

(D地点）

第2号方形周溝墓出土土器
(A-1地点）

第 3号方形周溝墓出土土器

(A-1地点）

第 1号井戸跡出土土器

(D地点）

第 1号井戸跡出土士器

(D地点）



第 1号井戸跡出土土器

(D地点）

第5号溝跡出土士器
(D地点）

第14号溝跡出土土器
(D地点）

竪穴状遺構出土土器

(D地点）

第 5号溝跡出土土器
(D地点）

第15号溝跡出土土器
(D地点）

第28図版



第29図版

土器集中地点出土土器

(D地点）

土器集中地点出土土器

(E地点）

土器集中地点出土土器

(E地点）

遺構外出土土器

(D地点）

土器集中地点出土土器

(E地点）

遺構外出土土器

(E地点）



遺構外出土土器

(E地点）

第2号土坑出土土器
(E地点）

遺構外出土土器 (E地点）

第2号土坑出土土器
(E地点）

第2号土坑出土土器
(E地点）

第30図版



第31図版

第11号溝跡出土土器

(E地点）

第 1号溝跡出土土器 (F地点）

第11号溝跡出土土器
(E地点）

第 1号溝跡出土土器
(F地点）

第 1号溝跡出土土器
(F地点）

第 1号溝跡出土土器

(F地点）



第 1号土器集中地点出土土器しこ
(F地点）

― -

a第1号土坑出土土器
(F地点）

第32図版



第 3号土坑出土土器 (F地点）

第3号土坑出土土器 (F地点）

第 2号土器集中地点出土土器 (F地点）

第 3号溝跡出土土器 (F地点）

第33図版



』第3号土器集中地点出土土器
(F地点）

二第4号溝跡出土土器
(F地点）

第5号土坑出土土器
(F地点）

第34図版



第5号土坑出土土器 (F地点）

第35図版



第 5号土坑出士士器 (F地点）

第 5号土坑出土土器 (F地点）

第 5号土坑出土土器 (F地点）

第36図版



第 5号土坑出土土器 (F地点）

第 5号土坑出土土器 (F地点）

第 5号土坑出土土器 (F地点）

第37図版



第 5号土坑出土土器 (F地点）

第 5号土坑出土土器 (F地点）

遺構外出土土器 (F地点）

第38図版



遺構外出土土器 (F地点）

遺構外出土土器 (F地点）

遺構外出土土器 (F地点）

第39図版



第 1号土坑出土土器 (G地点）

第2号土坑出士士器
(I地点）

第4号井戸跡出士石鉢
(A-1地点）

第 1号土坑出土土器 (G地点）

第 1号土坑出土土器

(G地点）

遺構外出土凹石
(A-2地点）

第40図版



第41図版

第 2号土坑出土 加工礫
(D地点）

第2号井戸跡出土斎串
(A-1地点）

第 9号溝跡出土砥石

(E地点）

第4号井戸跡出土杯
(A-1地点）

第 1号土坑出土砥石

(F地点）

第11号溝跡出土石鏃
(A-1地点）

第4号井戸跡出土下駄
(A-1地点）



第 1号井戸跡出土 加工木片 (B地点）

第2号井戸跡出土井戸枠 (B地点）

第 2号井戸跡出土 火鑽臼 (B地点）

第42図版



、、

第43図版

第2号井戸跡出土 井戸枠 （上段）
(B地点）



（中段）

（下段）

第 2号井戸跡出土 井戸枠 (B地点）

第44図版



第 1号井戸跡出土井戸枠 (D地点）

第 5号溝跨出土 斧柄 (D地点）

第45図版



第14号溝跡出土加工木片 (D地点）

第14号溝跡出土椀 (D地点）

第46図版



第47図版

第 2号土坑出土 曲物 （一部）
(D地点）

V 
第 2号土坑出土 加工木片 (D地点）

第 2号土坑出土 加工木片 (D地点）

第 2号土坑出土 加工木片 (D地点）



第18号溝跡出土加工木片

(D地点）

遺構外出士木製品 (D地点）

第19号溝跡出土加工木片 (D地点）

第10号溝跡出土椀 (E地点）

第 9号溝跡出士木製品
(E地点）

第48図版
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